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1. 

開 (第2分冊)

本書:は、鳥取県教育文化財団が2002 (平成14) 年度、 2003 (平成15) 年度に実施した「一般国道 9号

(名和淀江道路)の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査」の調査報告書である O

2. 発掘調査報告書は、調査した遺跡ごとに 1~3 分冊にわけで報告する O

平尾無遺跡」の調査報告書である O

このうち、本書は第 2分冊「押

3. 

4. 

第2分冊に収録した押平尾無遺跡、の所在地は次の通りである。

西伯郡名和町大字押平字尾無834ほか

第2分冊の作成は、鳥取県教育文化財団職員 北浩明、西川 徹、浜田真人、三木雅子、森本倫弘、

湯川善ーが行い、編集は第 2分冊を通して湯川が行った。文責は各項目の文末に記載している。

5. 調査時点における遺跡の略号はOONとし、遺構図面への記載および遺物の注記に使用した。なお、現場

で採取した図面・写真などのデータはすべて調査時点での遺構番号を記載している O 下記の遺構番号対

照表を参照されたい。

遺構番号対照表
報告逮捕名 調査JI寺遺構名 報告i立様名 調査JI寺遺燐名 報告遺構名 調査JI寺遺憐名 報告遺構名 調奈JI寺造機名
i努穴、 S 1 7 強i立柱建物 10 SB3 土坑 9 S K28 =l二坑 44 S K75 
竪穴住居 2 S 125 指i立柱建物 11 S B 15 土坑 10 SK311 J:坑 45 S K76 
竪穴住居 3 S 124 掘立柱建物 12 SB7 土坑 11 S K39 土坑 116 S K80 
!竪穴住居 4 S 1 1 長官立往建物 13 SB6 12 S K35 土坑 47 S K81 
翠穴住居 5 S 123 強UL柱建物 14 S B 12 土坑 13 S K46 土坑 118 SK31 
勝穴住居 6 S 1 2 テラス l S S 16 十坑 14 S K22 士坑 49 S K50 
竪穴住居 7 S 1 8 テフス 2 S S21 土坑 15 S K13 土坑 50 S K30 

土士七坑坑引創 SK6 
オ:J;I( 51 S K18 

SK8 =1二坑 5 S K54 
S K21 J二坑 53 S K62 

怒穴住居 8 S 1 9 アフス 3 S S23 
竪穴住居 9 S 1 13 テフス 4 S S 12 
怒穴住居 10 S 1 10 アフス 5 SS9 
竪穴住居 11 S 1 12 アフス 6 S S21 f二坑 19 S K52 土坑 54 SK51 
竪穴住岩 12 S 114 アフス 7 S S 15 f二坑 20 SKI13 土坑 55 S K55 
竪穴住居 131 S 1 15 アフス 8 S S 18 J二m21 S K69 J二坑 56 S K40 
竪穴住居 14 S 1 19 テフス 9 S S27 士坑 22 SK4 J二坑 571 S K56 
怒穴住居 15 S 127 アフス 10 S S22 土坑 23 SK11 土坑 58 S Iく41
竪穴住居 16 S 128 テフス 11 SS7 土坑 211 S K12 土坑 59 S KI18 
竪穴住居 17 S 130 アフス 12 SS11 土坑 25 S K47 土坑 60 S K58 
竪穴住厨 18 S 1 17 アフス 13 S S 13 土坑 26 S K44 土坑 61 S K49 
竪穴住居 19 S 1 6 アフス 14 SSlO 土坑 27 S K15 土坑 62 SK1 
竪穴住居 20 SI11 テフス 15 S S 1 土坑 28 S K17 土坑 63 SK2 
竪穴住居 21 S 1 5 アフス 16 SS2 土坑 29 S K26 土坑 64 SK3 
竪穴住居 22 S 1 3 アフス 17 SS5 土坑 30 SK29 土坑 65 S K78 

i笠穴 1 S 122 テラス 18 SS4 土坑 31 S K32 土坑 66 S K82 
思穴 2 S 126 アフス 19 SS6 土坑 32 SK71 土坑 67 S K83 
竪穴 3 S 120 テラス 20 SS8 土坑 33 S K45 土坑 68 S K79 
竪穴 41 S 121 アフス 21 S S20 土坑 34 SK42 土坑 69 S K16 
竪穴 5 S 1 18 アフス 22 S S25 土坑 35 S K53 土坑 70 S K19 

掠i立柱建物 1 SBlO テラス 23 S S26 土坑 36 S K59 士坑 71 S K25 
搬;立柱建物 2 SB1 土坑 1 S K24 土坑 37 SK61 土坑 72 S K72 
掘立柱建物 3 SB2 土坑 2 S K23 土坑 38 S K13 滋 1 SD2 
掘立柱建物 4 SB8 土坑 3 S K14 土坑 39 S K65 潜 2 SD7 
扱立柱建物 5 SB11 土坑 4 S K77 土坑 110 S K16 j持 3 SD3 

土坑 41 S K67 潜 4 SD4 
二t坑 421 SK70 j昔 51 SD5 
J:坑 1131 S K73 j持 61 SD1 

掘立柱柱柱建建建物物物 867l i 1 
S B14 土坑 5 S K38 

掘立 SB4 I坑 6 S K37 
擁立 SB5 ごと坑 7 S K27 
掘立柱建物 91 SB9 士坑 81 S KI0 



凡例

1.第 2分冊は、以下の縮尺を基本としておもな遺構、遺物の図面を掲載した。

遺構図: 竪穴住居、掘立柱建物、テラス 1/80 竪穴、土坑 1/40

遺物実測図: 土器 1/4 石器 1/1、2/3、1/3、1/6 鉄製品 1/2 

2.土器・石器にみえる記号は次のとおり。

…一一→:ケズリ方向 〈・……ゅ:磨り面範囲 ←一一→:敵打範囲

3. 遺構ならびに遺物の時期比定については下の編年対照表のうち、網掛けで表示したものを参考に行って

いる。その表記は、例えば後期前葉というように表中の時期区分にしたがっている。石器の分類につい

て は (9 )を参考とした。

註

(1)積田竜彦 200010-1陰地方における弥生文化成立期の様相Jr弥生文化の成立J

第47回埋蔵文化財研究集会発表要旨埋蔵文化財研究会

( 2 )辻 信広 19991弥生中期中~後葉の土器についてJr茶畑山道遺跡j名和町教育委員会

( 3 )積田竜彦 20031大山北麓地域における弥生時代後期土器の編年Jr史跡妻木晩田遺跡第4次発掘調査報告書』

(4 )清水真一 19921因幡・伯番地域Jr弥生土器の様式と編年(山陽・山陰編)J

( 5 )松井 潔 19971東の土器，南の土器一山陰東部における弥生時代中期後葉~古墳時代初頭の非在地系土器の動態」

『古代吉備j第19集

( 6 )牧本哲雄 19941第I節 土器編年についてJr南谷大山遺跡TI，南谷29号墳J(財)鳥取県教育文化財団

(7)牧本哲雄 19991古墳時代の土器についてJr長瀬高浜遺跡VIIl，園第 6遺跡j(財)鳥取県教育文化財団

( 8 )岡野雅則 20041古墳時代中期から後期の土器について」本書3-196p ~3-202 p 

( 9 )平井 勝 1991n{J¥生時代の石器j考古学ライブラリー64 ニューサイエンス社
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第 3章押平尾無遺跡の調査

第 1節調査の概要

1.遺跡の概要

第 1節調査の概要

押平尾無遺跡は、中園地方の最高峰大山の北麓に位置し、現在の行政区分では鳥取県西伯郡名和町

大字押平にあたる O 本遺跡周辺は、大山から延ぴるE陵に大小の河川が幾筋もの谷を刻んでいる。調

査地は、二つの脊が合流する地点に近く、正陵は東西を谷に挟まれ痩せ尾根状を呈する。正陵上の平

坦部と東西斜面部で、調査地が構成されている。

本遺跡から谷を挟んで西隣には茶畑第 1遺跡が位置する。この遺跡では、弥生時代中期後葉、弥生

時代終末期から古墳時代前期前葉の大型掘立柱建物が検出されており、拠点集落中心域と考えられて

いる O さらに西側には蛇の川を扶み、弥生時代中期中葉の拠点集落中心域と考えられている茶畑山道

遺跡が位置する O 谷を挟んだ東隣には古御堂笹尾山遺跡、同じ台地上の南には茶畑第 2遺跡と茶畑古

墳群、北には原古墳群が位置する O これらの遺跡と周辺のいくつかの遺跡を合わせ、茶畑遺跡、群を構

成しており、本遺跡もこの遺跡群を構成する遺跡のひとつである O

今回の調査では、計 3面の遺構面を確認している。 I面は近世、 E面は古墳時代中期、 E面は弥生

時代中期後葉以前と弥生時代後期後葉から古墳時代前期前葉の遺構面である。

調査地内で最古の遺物は後期旧石器で、最古の遺構は縄文時代と考えられる落し穴状遺構である O

図1 押平尾無遺跡の位置
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第 3章押平尾無遺跡の調査

集落として調査地が利用され始めるのは弥生時代中期後葉からで、多くの遺物とともに竪穴住居や掘

立柱建物・土坑を検出した。これに続く、弥生時代後期中葉では、遺構・遺物ともに検出していなし、。

再び調査地が集落として利用されるのは、弥生時代後期後葉から古墳時代前期前葉にかけてとなる O

焼失住居 2棟を含む竪穴住居を始め、非常に多くの遺構を検出している O 特に弥生時代終末期から古

墳時代前期前葉にかけては遺構が密集しており、狭い痩せ尾根上という立地条件を考慮した場合、特

筆すべき事象と言えよう。おそらくは、同時期の茶畑第 1遺跡が拠点集落の中心として機能していた

ことと関連すると考えている。遺構・遺物ともに検出していない古墳時代前期中葉・後葉をはさみ、

古墳中期にもう一度集落が形成される。この時期は竪穴住居をはじめ、遺構内から多くの遺物が出土

し、土器の変遷や、住居内での利用方法などに多くの示唆を与えてくれる。これ以降は古代の遺物が

少量出土しているのみで、近世まで遺構・遺物ともに確認していない。近世は、炭窯と考えられる土

坑を検出した。村山、里山として利用されていたこ とが推定 できる。 (湯川)
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第 1節調査の概要

2 .調査の経過と方法

発掘調査は平成14年10月22日に開始し、重機による表土剥ぎや作業員による検出などの作業を終え

た11月28日に平成14年度の調査を終了した。年度の変わった平成15年 4月21日から再度調査に着手し、

作業員による本格的な掘り下げを開始した。

平成14年度のサブトレンチ調査の結果から東側斜面部に厚く遺物包含層が存在することが明らかで

あったため、平成15年度の調査は東側斜面部から調査に着手し、終了次第尾根上平理部、西側斜面部

へと調査範囲を移していく計画を立て、調査を開始した。 5月22日から、西側斜面部における遺構及

び遺物包含層の有無を確認するためにサブトレンチを設定し掘り下げを開始した。その結果、斜面上

部には遺構や遺物包含層が存在するが、下部では一部の限られた範囲を除き遺構が認められず遺物も

少なかったことから、埋蔵文化財センター企画調整班と協議のうえで、下部については重機で地山面

まで堆積土を除去し、地山面上で再度遺構を確認することにした。

6月 2日以降は、東側斜面部調査と並行して尾根上平坦部にサブトレンチを設定し掘り下げを行っ

た。その結果、遺構面が複数面あり多くの遺構が存在することが確認されたが、埋土は識別が困難で

1:800 20m 
… J 

図3 調査前地形測量図
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第 3章押平尾無遺跡の調査

あることや残された調査期間を考慮して、埋蔵文化財センター企画調整班と協議のうえで最終遺構面

まで掘り下げ、各遺構面の面調査は実施しないこととした。

調査は 9月18日で作業員の全体稼働を終了したが、その後も補足測量を実施した。 9月26日には調

査後航空撮影を行い、 10月3日をもって現場における調査を終了した。 10月18日には古御堂笹尾山遺

跡・古御堂新林遺跡、と合同で現地説明会を開催したところ、天候にも恵まれ多くの見学者があった。

出土遺物の整理・報告書の作成は、現場調査開始と同時に着手し、平成16年 3月末まで実施した。

それらの屋内作業は、基本的には名和調査事務所に於いて実施したが、遺物実測の一部は埋蔵文化財

センターにおいて行った。

調査地には平成14年11月25・26日に国土座標第V系に基づく 10m方眼の杭を業者委託により設置し

ていたが、調査に於いては北東に位置する杭番号をグリッド名とし、遺構実ifflJ・遺物取り上げ等に使

用した。また、遺構実測においては、 トータルステーションによって得られた座標データから平面図

を 作 図 す る 方 法 を 主 に 採 用した 。 (西JII)

+ 
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図4 調査後地形測量図
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3.調査地内の堆積

地形と基本層序

第 1節調査 の概要

本遺跡は、大山北麓の丘陵上に位置する O このE陵は、主として大山からの噴出物により形成され

たもので、海岸部にかけてゆるやかに傾斜している O 本遺跡周辺は、中小の河川による開析が進み、

谷に挟まれた細長い台地が放射状に広がる景観を呈している O 今回の調査地も、二つの谷が合流する

地点に近く、 E陵は東西を谷に挟まれ痩せ尾根状を呈する。Jil凌上の平担部と東西斜面部で、調査地

が構成されている O 各部の堆積は、基盤層をi往き大きく異なっている。基盤層を含めた平坦部の堆積

を上位から I~XI層とし、斜面部は基盤層を除く流土を上位からA~C層とした。各層位の土色・土

質は以下の通りである。あわせて、尾根筋と直交方向の断面模式図を下に示した(図 5) 0 

JiIl斜i面部;

I層にぶい黄褐色士(土器混。上面がI面)

E層暗褐色土(土器混。上面がE面)

m'層褐色土(やや淡い。上面がE面)

E層褐色士(上面がE面)

N層黄褐色砂質土 (AT層)

V層にぶい褐色粘質士

VI層赤褐色粘質土

困層明褐色土

珊r層明褐色土(小喋混)

四層明褐色士(風化安山岩礁混)

医層赤褐色粘質土

X層黄褐色土(安山岩礁混)

E層明黄褐色砂喋

A層階褐色流士(土器混)

B層褐色流土(土器混)

C層暗褐色流土(しまりあり、粗砂混)

王子1日(51)

まえゴニ

:xr 

図5 基本層序模式図
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第 3章押平尾無遺跡、の調査

57.00m 

B' 
B-B 

①灰褐色土

②褐色土 (BJi!j)

図6 調査区内土層断面図 (1) 

平坦部の堆積と遺構面(図 6・7 A-A' B-B' C-C' 図8・9 D -D' ) 

平坦部では、 2枚の遺物包含層(I. II層)と、計3面の遺構面を確認した。

表士直下には、近世後半を最新とする遺物包含層の I層があり、 I層上面がI面である O この面に

おいて、近世と考えられる遺構を検出した。

I層及び表土直下には、古墳時代前期前葉を最新とする遺物包含層の E層があり、 E層上面がE面

である。この面において、古墳時代中期の遺構を検出した。この時期の遺構には E層に類似した土色

士質の士が主要な堆積をなしており、古墳時代中期には E層が旧地表面を覆っていたと考えている O

また、古墳時代前期前葉までの遺構の最上層に E層と類似した土が堆積している場合がある。 E層は、

2-6 



第 1節調査の概要

58.00m 

I層

E層

A層 階褐色流土(土器混)

BJ習褐色流土(土器混)

wu C' 57.00m 

c-c 
①H計局色土(褐色土ブロック、黒褐色土粒混)

56.00m 

A' 
55.00m 

0 1・80 2!TI 

01:1600Om  

図7 調査区内土層断面図 (2)
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第 3章押平尾無遺跡の調査

55之QOmF

52.00m 

51.00m 

1:80 2m 

1:1600 50m 

I J荷

rU1 

AJ'持 続褐色iiit二l二(二仁器7WJ

BJI'i 褐色流土(土器混)

F-F 
①一 1 I自褐色土 (AJ否。しまりややなし)

① 2 11音褐色土 (A府。①!荷より IIfJい)

(b-l 11音質褐色土(Bh'lo しまりややあり。土器混)

②-2 11苦焚褐色土(B)(君。小隊滋)

③ 11奇経褐色土(小際多五百足)

② !JA褐色土 (Cg'io しまりあ切。小燦多iJti.見)

図8 調査区内土層断面図 (3)
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54.00rn 

53.00rn 

52.00rn 

51.00rn 

50.00rn 

47.00rn 

46.00rn 

45.00rn 

V V IV 皿

0-0 

a:褐色土(やや灰色。炭化物、 H音褐色土粒j昆)

②H音褐色土 (A層、 m色土ブロック、黒褐色土小ブロック混)

Q褐色土 (B局、やや灰色。炭化物、時褐色土粒混)

④にぶい褐色土 (B局、炭化物混)

E-E 
①11音褐灰色土 (A厨)

②H音褐色土 (A層。 5cm大の際・土器片混)

③l列褐色土(しまりなし。褐色土混)

④にぷい褐色土(B照。炭化物混)

~褐色土(際、にぶい褐色土ブロック混。炭化物少fH:i見)

⑥褐色土 (J!t褐色土ブロック多く混)

⑦H音褐色土

③にぶい褐色上(ノj、E菜、賞褐色上粒i昆)
③黄褐色土と11音褐色土のj昆土周

図9 調査区内土層断面図 (4)
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第 3章押平尾無遺跡の調査

G 

53.00m 

52.00m 

51.00m 

54.00m 

53.00m 

AJ苗 H音褐色流土(土器混)

B層褐色流土(土器滋)

H-H 
①明褐色土(しまりややなし。 1Ii:白色.:1ニ粒混)
②H音黄褐色土(しまりあり。黒褐 .1ft白色土粒j昆)

③黒褐色土(明褐・黄白色土粒混)

④H音褐色土(しまりややなし)

⑤褐色土

⑤日音褐色土 (AJ夜。土器・炭化物・にぶい褐色土粒j昆)

⑦I!官褐色土 (AJ'自。⑤!習より明るい。炭化物・土総合有量多い)

③I!音黄褐色土(しまりあり。黒褐・黄白色土粒混)

⑤褐色土 (B局。土器・炭化物・にぶい褐色土校混)

⑬褐色土 (BI'持。③!笥よりI!音い。土器・炭化物含有益;少ない)

⑬澄褐色土 (B屑。しまりややあり。炭化物・土器少量:混)

⑫校褐色土(しまりあり)

⑬黄褐色土(にぶい褐色士粒・炭化物混)

⑬目音褐色土(しまりあり O 白色小苦喜多量j昆)

③目音褐色土(⑬層より明るい)

⑬明褐色土(しまりあり。白色小際多量i昆)

図10 調査区内土層断面図 (5)

古墳時代前期前葉から、古墳時代中期にかけて形成したと推測した。

55.00m 

54.00m 

53.00m 

52.00m 

51.00m 

53.00m 

52.00m 

E層直下は基盤層のE層で、 E層上面がrn面である O この面において、古墳時代前期前葉以前の遺

構を検出した。 E面では弥生時代中期後葉の遺構も検出したが、他の時期の遺構と比べ浅い。よって、

弥生時代中期後葉の旧地表面は、流失あるいは、土壌化が進行した可能性がある。

基盤層(図 8・9 D-D' E-E〆 F-F'

調査地内において rn~XI層までを確認している o

E層には、やや淡い色調を呈する rn'層が上位に堆積する場合がある (B-B')。町層は、姶良丹
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第 1節調査の概要

沢火山灰 (AT層)0 V . VI層聞はクラックが多く、百層上面が一定期間地表面であったことを示し

ている。四層は安山岩礁を含んでおり、名和火砕流と考えている。 E麗中にはラミナが形成されてお

り、御来屋喋層と推定した。

斜面部の堆積(図 8~12) 

東西斜面部には、流土が堆積していた。土色土質から、 A.B.C層に大別して報告する O

表土直下、斜面部全体でA層(暗褐色流土)を確認した。 E層と土色土質が類似し、 E層の上位に

位置することから (D-D')、 E層が流土化したものと判断した。古代を最新とする遺物を含み、

古墳時代中期の遺構を覆っていた。東側斜面部C2グリッド及び、西斜面部H8グリッドを中心とす

47.00m 

46.00m 

52.00m 

G-G 
①黄褐色土(しまりなし)

~暗掲色土 (AIi号。炭化物、土務多量、にぶい褐色土粒混)
③褐色土(B層。土器、炭化物、にぷい褐色土粒j昆)

④褐色土 (B贈。③屑より目音い)

③黄褐色土(にぷい褐色土粒、炭化物混)

⑤黄褐色土(しまりあり)

⑦H音質積褐色土(しまりなし。 巣褐・黄褐色土粒j昆)

③階褐色土

⑨明褐色土(しまりあり。白色小燦多量混)

⑬階褐色土

⑪玉県色土 (C問。しまりあり。白色小際多量j昆)

②明褐色土(しまりあり。白色小際多金j昆)

48.00m 

⑬明褐色粘質土(しまりあり。白色小隊多量j見)

⑬黄褐色土(にぶい褐色土粒・炭化物混)
47.00m 

⑬縫褐色土(しまりあり o 黄褐・にぶい補色土粒混)

⑬燈褐色粘'iIi土(しまりあり)

46.00m 

G 

49.00m 

48.00m 

47.00m 

46.00m 

図11 調査区内土層断面図 (6)
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第 3章押平尾無遺跡の調査

52.00m r 52.00m 

50.00m 

A層 階褐色流土(土器混)

51.00m B層褐色流土(土器混)

49.00m 49.00m 

47.00m 

m
 

nu 
nuv -

P
0
 

4
A
1
 

46.00m 

1-1 

① 黒褐色土 (A層。土熔多量混)

② 11苦悩包土 (AI笥)

③ -1 褐色土

(B厨。土器.!j有褐色土粒・炭化物混)

③ 2 褐色土

(B層。黄褐色jニフeロック多llt・炭化物少量混)

③-3 掲色土 (BI弱。賞褐色土粒・炭化物少食混)

④ 褐色土(③扇土より明るい)

⑤ H音褐色土 (A問。やや11音い。褐色土粒混)

⑤ー 1 11音褐色土 (AI否。③層より明るい)

⑥ -2 IItr褐色土 (A層。褐色土絞iJO
⑥ -3 11[;褐色土 (AI音。⑥-4・5層より 11青い)

⑤…4 1Iil'褐色土 (A層。粗砂・小磯混)

⑥ 5 11青褐色土 (A問。やや切るい。小際・褐色土粒、土苦手多最;混)

⑦ー1 黒褐色土 (A居。小際混)

⑦ -2 黒褐色土 (AI冒)

③ 11音褐色土 (A層。 fj、際多量混)

⑨ 黒褐色土 (A!¥ll。炭化物多量・土器・焼土少量混)

⑬ 1 11音褐色土 (All望。炭化物・小際・粗砂j昆)

⑬ -2 11音褐色土 (A居。粗砂少汲混)

⑬-3 黒褐包土 (AI，員。炭化物混)

⑪ -1 11音褐色土 (AI否。粗砂多量・小際多食混)

⑪一2 11音褐色土 (A層。⑬ 11百より明るい)

⑫ー1 褐色土(粗砂と小磯多く;昆)

⑬ 2 褐色土(粗砂と小礎非常に多量:i昆)
⑫一3 褐色土(粗砂と小隊多最j昆)

⑬ 褐色土(⑫股より明るい。w.化物少堂、粗砂と小磯多数混)

⑬ーI 裁褐色土(粗砂と際混)

⑬ -2 黄褐色土(⑬ー 11百より明るい。しまりあり。粗砂と際非常に多量混)

⑬ 1 11音褐色土(粗砂、小際j昆)

⑬ -2 11音褐色土(⑬ー1層より目音い。粗砂・小隊混)

45.00m 

図12 調査区内土層断面図 (7)

る谷地形(1-1')では厚く堆積し、多くの遺物が出土している o A層直下で、 B層(褐色流土)

を確認したo III層と土色土質が類似し、 E層の下位、 E層の上位に位置することから (D-D' )、

E層が流土化したものの可能性がある O 部分的に存在しなかった箇所があり、一部流失した可能性が

ある O 古墳時代前期前葉を最新とする遺物を含んでいた。 c層は、斜面部下半で確認した。調査区内

には類似した土色土質の基本層位がなく、より遠い上流部から流れてきたか、台地上に形成されたが

流失した土層に由来すると考えられる O 東西斜面部とも、遺物を含むA.B層は工事影響範囲内の調

査地外へと延びており、今後の調査が望まれる o 湯)11)
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第 2節 弥生時代中期後策から後期1商業の調査

第 2節 弥生l時代中期後葉から後I~J前葉の調査

1.慨要

当骸朋の遺構は、 E層値下の田町で検出した。台地上の平製部にのみ杯在しており 、東西斜而部で

は造物が出土するものの、遺構は確認できなかった。他時四jのものと比較して、遺構の深さが浅く、

やや淡い梢色系のJ.!ll土を持うのが特徴である。押。立柱建物も、規般に比べ柱穴は浅い。他の時期の遺

構と比べ浅い遺構が多い'1'融は、周辺地域の遺跡でも同梯である。当政調lの遺構が当初から浅かった

のではなく、旧地表面の土境化や集落利用とその後の流失の結果、浅くなった可能性がある。

検出した遺構数は、堅穴住居4棟、掘立柱建物 1棟、土坑5基である。この内、中期後葉に属する

のが、監穴住居 1-3、土坑 I、後期前葉に属するのは、竪穴世間 4である。当該期以前の明確な遺

構は確毘しておらず、遺物も縄文時代中期以降のものは11¥土していない。また、当該期以降は、後期

ー- s

土筑'9こ5

。

図13 弥生時代中期温情配置図
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第3章押平尾無遺跡の調査
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変遷図
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図14 竪穴住居 1

ZE i∞ 

A' 

c' 

1b 

1: 160 2m 
匡 ニ=出

且ー4 

-にgD D 

1:80 2m 

焼土

①褐色二t(炭化物と陪褐色土粒を少量j昆)

②灰褐色土(炭化物非常に多く、焼土少量j昆)

③灰褐色土(炭化物混)

o:褐色土(①層よりやや明るい)

⑤階灰褐色土(炭化物少量混)

表 1 竪穴住居 1ピット計測表

長径 短径 深さ
底部

No 標高
C皿 C皿 C皿

m 

Pl 36 33 32 56.8 

P2 43 38 32 56.8 

P3 34 30 34 56.8 

P5 60 45 69 56.4 

P6 50 48 50 56，6 

P7 40 36 62 56.5 

P8 56 50 54 56，6 

P9 (80) (63) 

中葉まで遺構・遺物ともに確認していない。したがって、調査区内の集落としての利用は、この時期

からであり、短い期間で一旦終息するものと考えられる。以上のことから、集落の時間的な連続性を

重視し、本節では弥生時代中期後葉から後期前葉にかけてをまとめて報告する。

2 .竪穴住居

竪穴住居 1 (図14、図版4-3・44、表1)

(湯JII)

平坦部中央、 F5グリッドで検出した。平面形は円形を呈する。 E層に切られ、調査時の撹乱もあ

り遺存状況は悪い。柱穴や周壁溝等の床面施設は確認したが、床面の大半は失われていた。周壁溝は

2 -14 



第 2節 弥生時代中期後難から後期iÌíJ~艇の御資

第 2節 弥生時代中期後葉から後期l前I葉の調査

l 概要

当該期の遺構は、E層直下の田面で検出した。台地上の平坦部にのみ存在しており、東西斜而部で

は遺物が出土するものの、遺構は確認できなかった。他時期のものと比較して、遺構の深さが浅く、

やや淡い褐色系の:ilIl土を持つのが特徴である。掘立柱建物も、規模に比べ柱穴は浅い。他の時期の遺

構と比べ浅い遣榔が多い事融は、周辺地域の遺跡でも同様である。当該J聞の遺構が当初から浅かった

のではなく、 l日地表面の土壌化や集落利用とその後の流失の結果、浅くなった可能性がある。

検出した遺構数は、竪穴住居4棟、掘立柱建物 1練、土坑5基である。この内、中期後識に属する

のが、竪穴住居 )-3、土坑 l、後期前喋に属するのは、壁穴住居4である。当該期以前の明確な遺

構は郁認しておらず、遺物も縄文時代中期以降のものは出土していなし、。また、当該期以降は、後IUJ

図13 弥生時代中期遺構配置図

2 -13 

。
』

川町

一一一ー一一一~

F 



第 2節 弥生時代中期後葉から後期前葉の調査

グ

57.20m 

、、---"

1 :20 50cm 0 1:40，阻

図15 竪穴住居 1遺物出土状況および出土遺物

同心円状に 2本検出しており、内側周壁溝に堆積した④層の上に外側周壁溝と一連の①麗が堆積して

いた。このことから、拡張されたものととらえ、拡張前を竪穴住居 1a、拡張後を 1bとした。

竪穴住居 1aは、長軸5.6m・短軸5.5m、床面積23.4rrlを測る o 1 bに切られているため、竪穴部の

堆積土は残存しておらず、床面施設のみを検出した。ピットは 4基検出しており、ピット 1~ 3が主

柱穴、ピット 4がいわゆる中央ピットである。主柱穴の配置から、ピット 6の西側にもう 1基、主柱

穴の存在を想定できるが、伐根にともなう撹乱により検出できなかった。主柱穴は径38~42cm、深さ

28~31cmを測る O 主柱穴・周壁溝ともに褐色系の土が堆積していた。遺物は出土していない。

竪穴住居 1bは、 1aを切って構築している。長軸6.7m'短軸6.0m、床面積35.2ぱを測る O 深さは、

遺存状況の良い南東側で約 5cmを測る。確認したピットは 5 基で、ピット 5~8 が主柱穴、ピット 9

が中央ピットである O 主柱穴の規模は、 1 a よりも大きく、径40~60cm、深さ 50~60cmを測る O 地床

炉と考えられる焼土面を検出している。南側の一部でのみ、竪穴部の堆積を確認した。周壁溝・主柱

穴と同様、褐色土である O 南端部、周壁溝付近の床面直上から、蓋 2個体が出土している O

1・2は、弥生土器の謹で、床面直上から横倒しになった状態で出土した。 1は底部を除き、ほと

んどが残存している。外面には煤が付着している o 2は、 1のすぐ東で床面直上から出土した。口

縁・体部の 3分の 1程度が残存している O 口縁部には凹椋文が施され、体部は内外面ともハケ調整さ

れる O 出土遺物から本遺構は、弥生時代中期後葉に属する竪穴住居と考えられる o 湯川1)

竪穴住居 2 (図16、図版 6-4・6-5・7-1 . 44) 

平坦部東側の傾斜変換点付近、 D . E， 4' 5グリッドで検出した。竪穴住居 5に、大半を切られ

ており、北側を除く壁面付近しか残存していない。平面形態は、隅丸方形に近い円形を呈する。規模

は、長軸6.6m'短軸6.3m、深さ56cm、床面積は推定で約30.3ぱを測る。壁は直線的に立ち上がるが、

周壁溝は存在しない。その他、主柱穴などの床面施設は確認できなかった。このため、竪穴住居以外

の遺構である可能性もある O ここでは、規模と形態が当該期の竪穴住居と類似すること、床面が平坦

であることを重視し、竪穴住居として報告する O 褐色系の土が堆積しており、 2層に分層した。①・

②層ともに、少量の遺物が出土している。 3は、②層出土の弥生土器の査である O 口縁下端部が突出

する O 本遺構は、出土遺物から、弥生時代中期後葉に属すると考えられる o 湯川)

竪穴住居 3 (図17、図版 4-4・4-5・44・64-1) 

平坦部の調査区南端、 G5・6グリッドで検出した。南半分は調査区外へと延びており、検出した

北半分も、竪穴住居 7に床面積の半分近くを切られている O 平面形は、円形を呈すると推定できる。

2 -15 



第 3章押平尾無遺跡の調査

/ 

57. 10m 

A 

バ:

ヴ¥J
~/ 

竪穴住居5

./ 
勺

l:4 lOcm 

CI褐色土 (ill'N層プロック、炭化物混)

②褐色土(①府より暗い)

よト 01:80  2m 

57. 10m 
A. ① 

o 

図16 竪穴住居 2

3 

周壁講を同心円状に 2本検出しており、内側の周壁溝は貼り床を除去した後に検出した。このことか

ら、拡張されたものととらえ、拡張前を竪穴住居 3a 、拡張後を 3bとして報告する O

竪穴住居 3aは、直径が推定で、約4.8mを測る。床面施設は、周壁溝と 2基のピットを検出した。周

壁溝は部分的にしか残存しておらず、 3bへ拡張する際、削られた可能性もある O ピット 1は、配

置・規模から主柱穴の可能性がある O その他の主柱穴を確認していないため、本遺構の主柱穴は、 4

本以下であったと推定できる O いずれも、にぶい褐色土が堆積していた。

竪穴住居 3bは、 3 aを切って構築している O 約60
0

の角度で、直親的に立ち上がる壁を持つ。直

径が推定で、約6.3mを測る O 遺存状態の良好な東側で深さ29cm、床面の南側には、貼り床(③層)が施

されており、周壁溝を検出した。本遺構に伴うピットは、ピット 3の1基のみであり、配置と規模か

ら主柱穴と判断した。竪穴部には、単層の褐色土が堆積しており、やや淡い色調を呈する。遺物は全

て、この層からの出土である。

4・5は、弥生土器の高杯である o 4は、口縁部外面に凹線が施され、内外面ともミガキ調整され

るo 5は、器台の可能性もある。両方とも、外面に赤色塗彩が施される。 F1は板状鉄製品で、袋状

鉄斧の可能性がある O 出土地点が明確ではなく、混じり込みの可能性もある O

出土遺物等から、本遺構は、弥生時代中期後葉の所産と考えられる。(湯)11)

竪穴住居 4 (図18、図版 4-6・5、表 3) 

平坦部の調査区南端、 G3グリッドで検出した。南側は調査区外に延びており、検出したのは北半

部のみ。残存部の形状から、平面形は長軸約5.5mの円形あるいは、円形に近い隅丸方形を呈すると推
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竪穴住居7

変遷図

1:160 2m 
回=日

カクラン

第 2節 弥生時代中期後葉から後期前葉の調査

①褐色土(炭化物混)

②灰褐色土 (N.V周粒多く I昆)

③lこぶい褐色粘l1f土
(しまりあり。補色土、 ¥'1層ブロック多く、炭化物少量混)

④沃褐色ゴニ (N.V防粒多く j昆)

赤色主主彩

5 

01:80  2m 

1:4 lOcm 

Fl 
[:2 5cm 

図17 竪穴住居 3および出土遺物

定できる。壁は、垂直に近い角度で立ち上がり、床面よりlOcmほどのところで外へ折れ曲がる。検出

面よりの深さは42cm、床面の標高は57.4mを測る。壁近くの床面上には、壁面を構成する地山土が多

く含まれており、壁面の崩落に伴う可能性がある O 床面からは、ピット 5基を検出している O 配置・

規模から、ピット 1~3 が主柱穴、ピット 4 がいわゆる中央ピットに相当する。主柱穴の配置から、

調査区外にもう 1基、主柱穴の存在を想定でき、 4本主柱穴の可能性が高い。ピット 5は深さ24cmで、

底面には径20cm、厚さ 8cmの肩平な川原石が置かれていた。壁際には、周壁溝がめぐる。ピット 4周

辺を除く床面に、貼り床(⑪層)を確認した。ピット 2の西には、床面が約lcmくぼみ、底面が焼士

化した箇所がある O 底面は凹凸が激しく、炭化物が堆積しており、地床炉と考えられる。貼り床除去

後、床面を精査したところ、掘削痕跡と考えられる工具痕跡を検出した。平面形は底辺の広い二等辺

三角形から三日月状を呈するものが多く、深さは2~7cmを測る。竪穴部には、やや淡い褐色士を主体

とする堆積を確認している。①・②層からの出土遺物もあるが、遺物の多くは床面直上からの出土で

ある O 掲載した遺物は、下層出土の 8を除き、残りは全て床面直上からの出土である O

6 . 7は、口縁部に平行沈線文が施される聾である o 6の肩部には、斜行する連続刺突がめぐる O

8・9は、口縁部に平行沈線文が施される壷である。 8は小型で、頚部には斜行する連続刺突がめぐ

るo 9の頚部には斜行する平行沈線がめぐる010はミニチュア土器の査である O 体部の内外面には指

頭圧痕が残り、外面には赤色塗彩が施されている o S 1は安山岩製の大型蛤刃石斧で、刃部の右側が

2-17 
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1:80 

図18 竪穴住居 4

E口

貼り床

回

目。耳目

①褐色土(炭化物混)
②褐色土(①腐より明るい。
にぶい褐色土校、炭化物混)

③褐色土(にぶい褐色土粒多く、
炭化物多く、焼土多く混)

④にぶい褐色粘質土(褐色土粒多く、
賞褐色砂'l!f土粒多く、炭化物多く混)

@褐色土(炭化物多く混)
⑤目音褐色土

(褐色土校少量、賞褐色砂質土粒少量i昆)
⑦灰褐色土(にぶい褐色粘質土粒多く混)
~褐色土(にぶい褐色粘'l'î土枝、炭化物混)
⑨にぷい褐色土 (N.V脳再堆積土)
⑪にぶい褐色粘質土(褐色土プロック多く混)
@褐色土 (N.V周粒多くj昆)
⑫褐色土 (N.VJlヨ粒多く、炭化物混)
⑬灰褐色土 (VI層ブロック多く混)

2m ⑬lこぶい褐色土 (N.VJ習土と褐色土のj昆土)

やや短いO

出土した遺物から、弥生時代後期前葉に属する遺構と考えられる O

3 .掘立柱建物

掘立柱建物 1(図20、図版45-2、表 4)

平坦部中央やや北よりのD5・6、E5・6グリッドで検出した。南東隅を土坑 9に切られている

ため、 5本しか柱穴を検出していないが、桁行 2問、梁行 1間の掘立柱建物と推定できる。桁行(長

(湯川[)

軸)約4.9m、梁行(短軸)約2.9mを測る O 主軸は尾根筋とほぼ並行しており、真北から西へ約13
0

傾く O 柱間す法は桁行が約2.4~2.3m、梁行が約2.8mで、ある O 柱穴掘り方は円もしくは楕円形で、直

径約64~97cm、深さは平均で、26cmを測る O 柱穴が浅く、簡易な建物である可能性もある O しかし、簡

易な建物と考えるには、柱穴の平面規模と柱間寸法が大きい。したがって、旧地表面が流出している

可能性が高い。柱穴の堆積は、掘り方部分を除き、やや淡い褐色土が主体である O 柱痕跡を確認でき

た柱穴はなく、全ての柱は抜き取られたものと判断した。遺物はピット 2・3. 5から出土している O

11はピット 5から出土した弥生時代中期の聾底部である O

出土遺物と堆積する土の色から、当該期の遺構と判断した0

4.土坑

(湯)11)

土坑 1 (図21、図版 6-1・45-2) 

平坦部東の傾斜変換点に近い、 E4グリッドで検出した。平面形態は長方形、底面中央は方形に一

段低くなる O 断面形は逆台形に近い。 3層の堆積を確認した。遺物の大半は、②層からの出土である O

2 -18 
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竪穴住居4披大図および出土遺物

。1

~< 3 車穴住居4ピフ ト計測表

..径 短径 深さ
底面

'0 標高 l
~ ~ 0・m 

PI 35 26 " 56.5 I 

n 関 40 " 56.6 p3 伺 38 79 56.6 
p4 120 (110) 31 57.1 
p5 55 38 24 51.2 

雪量穴住街 4 縮削復勝検出状況 {北西から}
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57.00m 
P5 

→ォー
①11音褐色土(炭化物多く j見)

②暗灰色土

③11音灰色土(炭化物多く i昆)

③褐色土

⑤にぶい黄褐色土

⑤にぶい黄褐色土(地山ブロック混)

国

goo-ト
由

1:4 lOc阻

i 一一一」

図20 掘立柱建物 1および出土遺物

12~15は、②層からの出土である o 12・13は査で、同一個体の可能性がある。 14は壷で、口縁部に凹

棋をめぐらした後、直交する沈線が施される。頚部には、キザミ日を有する貼付突帯がめぐる。 15は、

無頚査で、外面に赤色塗彩が施される。 16の土玉と S2の砥石は、 E層相当の可能性がある①層から

の出土である。

出 土 遺 物 か ら 、 弥 生 時 代 中 期後葉の遺構と考えられる。(湯川)

土坑 2 (図21、図版 6-2・6-3・45-2・62)

土坑 Iの北側で検出した。西側は竪穴住居 2に切られている。平面形は不整形で、壁は緩やかに立

ち上がる O 底面は 3段に分かれ、北にいくにしたがい深くなる。長楕円の土坑が、 3基連結したよう

な形態をとる O 褐色土が堆積しており、主に①層から少量の土器が出土している。 17は小型の査で、

外面は赤色塗彩され、頚部と胴部には連続刺突がめぐる。混入の可能性がある。

弥生時代中期後葉の竪穴住居 2に切られることと、土色から、当該期の遺構と判断した。(湯川)

土坑 3 (図22)

平坦部北端、 C6グリッドで検出した。北東辺を、土坑15に切られている O 平面形態は方形、断面

形態は箱掘りと推定できる。やや淡い色調の褐色土を主体に 4層が堆積していた。②膚を中心に土器

が少量出土しているが、細片のため図化しなかった。

弥生時代終末期に属する竪穴 Iに切られる土坑15に切られていることと、土色から当該期の遺構と

判 断した。(湯川)

2 -20 



弥生時代中期後葉から後期前葉の調査第 2節

①H音褐色土(褐色土粒混)

②褐色土(焼士、炭化物混)

③灰褐色土

A' A 
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国
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土坑1:11-16・S2

土坑2:17 

A' 

①褐色オニ(炭化物混)

②褐色土 (N'V約ブロック、炭化物混)

A' 

土坑256.70m 

A 

1:40 1m 

. 2および出土遺物

2 21 

土坑 1図21
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57.l0m 土坑4

A' 55.90m A 
A E A' 

①褐色土 (m層ブロッ夕、暗褐色土プロック混)

②褐色土(皿-v層プロック混)

③暗褐色土(炭化物混)

④灰褐色土 (m-v層プロック混)

①陪褐色土(褐色土プロッ夕、炭化物混)

/ 
匂

C
土坑5

竪穴住居19

〈

57.20m 
A A' 

1:40 1m 
..-------.-.-.J 

1:2 5cm 

¢筒色粘質土 (n音褐色土ブロック混)

~褐色粘質土(暗褐色土プロック少量、 W層ブロック混)

図22 土坑 3・4・5および出土遺物

土坑 4・5 (図22、図版62)

平坦部中央、 E4グリッドで検出した。両土坑は、近接しており、長軸方向は尾根筋と直交方向で

ある O 土坑 5は、竪穴住居19に南半を切られているため、形態等は残存部からの推定である O 平面形

は長楕円形で、壁は緩やかに立ち上がる O 褐色土が堆積しており、土坑 4は1層、土坑 5は2層に分

層した。遺物は、両土坑とも土器が少量出土している o 18は土玉で、土坑 5からの出土である O

両遺構とも、当該期に特徴的な色調の土が堆積していることから、当該期の遺構と判断した。

(湯川[)
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第 3節 弥生時代後期後難から古噴時代前期の調査

第3節 弥生時代後JVJ後葉から古I即時代前期前楽の調査

1.概要

当核抑!の遺構は、 nmili下の田而と、東西斜而部のnf'i褐色流土直下で検出した。台地上の平坦部で

は、開査区の全而に、多くの遺構を確認している。斜面部では、東側の上半部に多く分布しており、

西側の斜面上端にも少数分布している。この時期の特徴として、遺構量の多さと、遺構内に堆積する

土がややIIlrrい褐色を呈するものが多いことがあげられる。

検出した遺構数は、竪穴住居13棟 (焼喪住居 2練含む)、竪穴 3越、掘立柱建物 5棟、テラスIO基、

土坑凶器、構 2，長である。弥生時代後期後輩に属するのは、 i昨I。弥生時代終末期に属するのが、竪

穴住居 5・6. 8 . 9・12.15、竪穴 I、テラス 1. 4 . 10、土坑19 初である。古墳時代前期前葉

に属するのは、竪穴住居10.13.14、テラス 7、土坑19.20である。その他の遺構は、詳細な時期比

図23 弥生時代後期~古繍時代前期遺構配置図

2-23 
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第 3章押平尾無遺跡の調査

57.00m 

上I百 下面

床面炭化物範囲

1:160 2m 

同 = 副

表 5 竪穴住居 5ピット計測表(1)

長径 短径 深さ
底面

No 標高
C皿 cm C皿

m 

P1 50 30 72 55.0 

P2 60 48 68 55.1 

P3 61 37 47 55.3 

P4 56 45 75 55.0 

P5 58 49 45 55.3 

P6 33 25 11 55.6 

図24 竪穴住居 5

2-24 
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灰

焼土

床
口
H
Mハ

拡大関

①階褐色土(褐色土粒、炭化物少量j昆)
c?:褐色土 (V. ì~層粒少量混)
CI褐色土 (V.~層プロック多く、炭化物混)
④褐色土 (V. ì~厨校、炭化物多く j見)
③褐色土(しまりややなし。炭化物混)
⑤灰褐色土(しまりややなし)
(f褐色土(炭化物多く j昆)
③褐色土
③褐色土 (V.~府ブロック、炭化物混)
⑬灰褐色土(しまりなし。炭化物j昆)

⑬褐色土(明褐色土粒、炭化物j昆)
⑫明褐色粘質土 (V鴎ブロック混)
⑫明褐色粘質土(しまりなし)
⑬明褐色粘質土(時褐色こt校、炭化物少量j昆)
③JI音褐色土
⑬褐色土(明褐色土ブロック混)
⑫炭化物周
⑧明褐色土(しまりあり。 W-~層粒主体。貼床)
⑬炭化物j習
③明褐色土(しまりあり。 W-v1J詰粒主体。貼床)
⑧褐色土(しまりなし。 V'v1層プロック混)
②明褐色土 (V層ブロック多くi昆)
③明褐色土(日青褐色土粒少汲混)
⑧灰褐色土(しまりなし。 W'V厨ブロック多く混)
③明褐色土 (V層ブロック混)
③明褐色土(しまりややなし)
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図25 竪穴住居5貼床除去後および出土遺物

2-25 

6 竪穴住居 5ピット計i別表(2 ) 

長径 短径 深さ
底面

No. 標高
CIll C田 CIll 

ロ1

P7 58 35 35 55.3 

P8 38 29 50 55.2 

P9 55 42 42 55.3 

P10 42 34 21 55.5 

P11 47 36 19 55.5 

P12 37 34 11 55.6 

P13 24 22 13 55.6 

G 

F2 

V~ 
1:2 5cm 



第 3章押平尾無遺跡の調査

定を行えないが、弥生時代後期後葉~古墳時代前期前葉の時期幅に収まるものと判断した。

この時期の遺構量は、他時期のそれと比較して多い。特に、弥生時代終末期前葉~古墳時代前期前

葉においては、尾根の突端部という立地条件を考えた場合、遺構量の多さが際立つ。また、竪穴住居

をはじめとする遺構は、弥生時代終末期前葉~古墳時代前期前葉にかけての各小期で連続して営まれ

ている O したがって、調査地内の集落としての利用は、この時期最も活発であり、連続したものと捉

えることができる O 集落の時間的な連続性を重視し、本節では弥生時代後期後葉から古墳時代前期前

葉にかけてをまとめて報告する o 湯川)

2 .竪穴住居

竪穴住居 5 (図24'25、図版 6-4~7 ・ 7 -1・45-3・62-2・64-1、表 5・6) 

平坦部東側、傾斜変換点付近のD'E5グリッドで検出した。竪穴住居 2を切り、竪穴住居20に北

東辺を切られている O 平面形は円に近い隅丸方形を呈する O 長軸5.5m、短軸4.9m、床面積22.5m'、床

面の標高は55.8mを測る O 床面は、ほほ全面に貼り床が施されており、ピット 6基と周壁溝を検出し

た。ピット 1~4 では、径約20cmの柱痕跡を確認しており、配置と合わせ主柱穴と判断した。ピット

5はいわゆる中央ピットで、高さ約 2cmの周堤がめぐる O 床面には、被熱により焼士化した部分を 5

箇所確認した。特に、ピット 5東側の 3ヵ所は焼士化部分の厚さが 3~ 5 cmと厚く、高熱を受けた地

床炉と考えられる O 床面直上の中央部には、薄い 2枚の炭化物層が、⑬層をはさんで、広がっていた。

前述の焼士面はいずれも、この層の下からの検出である O ⑬層は地山質であることから、貼り床や床

面の補修痕跡の可能性を指摘しておく O 貼り床(⑫層)除去後、掘り方と考えられる不整形の落ち込

みを検出した。底面には、長径1O~20cm前後の長楕円形を呈する落ち込みがあり、掘削痕跡と考えて

いる O

掘り方堆積士と考えられる⑫層の除去後、前述の主柱穴とは別に 7基のピットを検出した。ピット

7 ・ 8 ・ 9 は柱痕跡を有し、配置から主柱穴の可能性がある O ピット 10は、ピット 7~9 のほぼ中心

に位置し、中央ピットの可能性がある O 新しい段階の住居を構築するに際し削平されたためか、ピッ

ト7~10に伴う周壁溝は検出できなかった。これらピットの存在から、建て替えもしくは 2 つの竪穴

/" 
ト58.00m

A 

/ 

、r、L 〆/

ぷぷ品小

/な

¥ 
1:80 2m 

J 

A' 

\~23 
[:1 lOc皿

①ややH音い褐色土(黒褐色土ブロック混)

②やや暗い褐色土 (V関粒、炭化物混)

③やや暗い褐色土 (V・¥'1層粒多く混)

④褐色土 (V層プロック混)

③褐色土 (V層粒、炭化物i昆)

⑤褐色土 (VIlヨ粒、炭化物混)

⑦にぶい黄褐色土(しまりあり。 N・V層のj見土。貼床)

図26 竪穴住居 6および出土遺物
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・ lOcm

¢褐色土(炭化物混)

②灰褐色土 (N-VI層粒多く、炭化物多く i完)
③褐色土(①層より明るい。 N-羽厨ブロックと炭化物を非常に多く混7
<I:褐色土 (N-羽綴粒多く、炭化物多く j昆)

⑤明褐色土(羽層ブロック主体。褐色土粒混)

⑥灰褐色土(明褐色粘質土粒、炭化物混)

⑦灰褐色土(しまりなし)

<E控褐色粘質土(褐色土粒、にぶい褐色土粒混)

⑨明褐色土(しまりなし。炭化物混)

⑬明褐色粘質土(しまりあり。褐色土粒、にぶい褐色土粒混。貼り床)

図27 竪穴住居7および出土遺物

住居が重なって構築されていると考えているO

竪穴部には、 E層相当と想定した①層を除き、褐色系の土が堆積していた。③・④層は、地山質土

をブロック・粒状に多く含んでおり南東側が高い。南東側からの人為的な堆積と考えている。⑬・⑬

層は、壁板裏込め土の可能性がある O 周壁溝内から敵打痕を有する喋石器が出土しているものの、床

面直上出土遺物はない。出土遺物は少量で、ほとんどは②・③・④層からの出土である O

19~21は弥生時代後期後葉~終末期前葉の輩、 22は弥生時代終末期後葉の壷である o S 3は、黒曜

石で漆黒を呈し、不純物を少量含む。風化が著しく、一部には後世の剥離面(リングを図化していな

い部分)もある。一部に原喋面が残る横長の剥片を素材としている O 稜根上に調整があり、先端にも

細かい調整が施されるO 後期旧石器後半の角錐状石器と考えられる o F 2は小型の袋状鉄斧であるO

出土遺物と形態から、弥生時代終末期の竪穴住居と考えているo 湯)11)

竪穴住居 6 (図26、図版 7-2・8-1・45-4) 

調査地平坦部南端、 G4グリッドで検出した。大半が調査地外へと延びており、正確な平面形態は

不明である。調査部分から、隅丸方形もしくは隅丸長方形を呈すると推測している O 検出面からの深

さは43cm、床面の標高は57.0mを測る O 床面には部分的に貼り床が施されており、周壁溝と性格不明

の落ち込みを検出した。周溝には、壁板の抜き取り痕跡(④層)と裏込め土(⑤層)と考えられる堆

積を確認している O 竪穴部には、やや暗い褐色を呈する土が堆積しており、 3層に分層した。少量の

遺物が出土している。床面直上からは、円喋 6個と弥生時代終末期後葉の蓋 (23) が出土した。

床面直上出土遺物から、弥生時代終末期の竪穴住居と考えている o 湯川)

竪穴住居 7 (図27、図版8-2・45-4) 

調査地平坦部南端、 G6グリッドで検出したO 竪穴住居 3を切って構築されているO 大半が調査地

外へと延ぴており、正確な平面形態は不明である O 調査部分から、隅丸方形もしくは隅丸長方形を呈

すると推測している O 壁は直線的に立ち上がる O 東西方向の軸長は3.4m、検出面からの深さは76cm、

床面の標高は56.6mを淵る O 床面には部分的に貼り床が施されており、周壁溝とピット 1基を検出し

た。このピットは、想定される竪穴部の中心軸上に位置し、径約15cmの柱痕跡を有していた。このこ

2-27 



第 3章押平尾無遺跡の調査

①暗褐色粘質土(黒褐色土ブロック少量混)

<I褐色粘質土(黄褐色土ブロック少量混)、く1 G:褐色粘質土 (s音褐色土フ'ロック混)

④褐色粘質土 (N. VI層ブロック混)

⑤褐色粘質土 (N ・\~厨プロック多量混)
⑥褐色粘質土 (N・VI層粒多量i昆)
⑦赤樫色粘質土 (N層粒少量千昆)

③暗褐色粘質土(町周ブロック、炭混)

⑨褐灰色粘質土(赤樫色土粒混)
一 (n~ roγ~)\ 鴨 ⑬にぶい黄褐色粘質土C f¥ 吋

c' 
⑪にぶい黄褐色粘質土(灰褐色土粒混)

⑫暗褐色土 (V居プロック混)

⑬明褐色土 (VI扇ブロック多量混)

⑬褐色土 (V. VI層ブロック、炭化物混)

::¥1 IIJ 111 !-;v 
⑬明褐色土(炭化物混)

⑬明褐色土 (V. VI層再I樹立土.~占り床)
⑫暗褐色土(しまりなし。炭化物混)

⑬時褐色土

(しまりなし。やや粘質。炭化物混)

⑬褐色土

D' (しまりなし。 V-四層粒、炭化物混)

⑫灰褐色士 (V. VI厨ブロックを多く混)

「¥、; ③H昔褐色土(炭化物、焼土、明褐色土粒混)

②明褐色土(百.¥'11層再堆積土)

③褐色土(階褐色土ブロック混)

@褐色土(明褐色土校、炭化物混)

③日昔褐色士(しまりなし。明褐色土粒混)
57.00m ③褐色土(しまりなし。明褐色土粒多量混)

②明褐色士 (V ・ \~I習再堆積土)

表 7 竪穴住居8ピット計測表

懇繁繁懇撃機織 焼土

貼り床

掘り方

56.50m P6 

57.00m 

P3 

⑪ E' 

26 

E 

P4 D 

。ヮ F4

子「十ぷ7

1:4 IOcm 
___._.-------1 

図28 竪穴住居 8および出土遺物
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長径 短径 深さ
底面

No 標高
C皿 C皿 C皿

m 

P1 80 67 79 55.2 
P2 72 51 74 55.7 

P3 56 47 69 55.4 

P4 52 51 51 55.5 

P5 55 56 49 55.6 

P5 50 42 16 55.9 

P7 25 8 56.0 

P8 20 25 55.8 

1:80 2m 
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第 3節 弥生時代後期後葉から古墳時代前期の調査
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表8 竪穴住居 8樹種同定結果

番号 層f立 材の種類 樹種

1 床直 カヤ中才 イネ科

2 床直 カヤ以外の構造材 スダジイ

3 床直 カヤキオ イネ科

4 床直 カヤ以外の構造材 不明

5 床直 カヤ以外の構造材 ヤマグワ

1:40 1m 

炭化材 灰 焼土

図29 竪穴住居 8焼土・炭化材検出状況

とから、主柱穴の可能性が高い。竪穴部には、褐色系の土が堆積していた。②~④層には地山質土が

ブロック状に多く含まれており、東側から人為的に埋められたものと判断した。

床面直上で出土した遺物はなく、竪穴部埋土中から少量の遺物が出土している。 24.25は、弥生時

代終末期前葉の歪である。遺物の出土量は少ないものの、時期の推定できる遺物は弥生時代終末期の

物に限られており、弥生時代終 末期の竪穴住居と考えている。(湯川)

竪穴住居 8 (図28・29、図版8-4・8-5・9・45-4・45-5・63、表7・8)

平坦部西側、 F6・7グリッドで検出した。平面形は隅丸方形を呈し、長軸4.9m、短軸4.8m、床

面積21.3rri、床面の標高56.1mを測る。最下層及び床面直上から、多くの炭化材と焼土を検出してお

り、焼失住居と判断した。

床面にはほぼ全面にわたって貼り床が施されており、周壁溝とピット 8 基を検出した。ピット 1~

4は、径約20cmの柱痕跡を持ち、配置から主柱穴と判断した。ピット 5は、いわゆる中央ピットで、
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堀り方

， 
56.30m 

A 

D' 

56.30m 

D 

竪穴住居 9ピット計測表

長径 短径 深さ
底面

No. 標高
cm cm cm 

m 

P1 50 42 64 54.5 

P2 52 43 53 54.6 

P3 52 48 62 54.6 

P4 48 44 80 54.4 

P5 42 41 55 54.6 

P6 23 19 11 55.1 

P7 31 18 12 55.1 

P8 26 24 5 55.2 

表9①黒褐色土(しまりなし、粘性なし。 N-百層粒、炭化物混)

②黄褐色土(しまりなし、粘性なし。 N-刊層粒、炭化物混)

③程褐色土(しまりややあり、粘性やゃあり)

④黄褐色土(しまりなし、粘性なし。 N-羽層粒、炭化物混)

⑤時黄櫨褐色(しまりなし、粘性なし。黒褐色土混)

⑥H音賛褐色土(しまりやゃあり、粘性なし)

⑦黄櫨色粘質土(しまりややあり、粘性ゃゃあり。V!層粒、炭化物混)

③黄褐色粘質土(しまりややあり、粘性やゃあり。 N-V!層粒混)

⑨褐色土 (N.V庖粒j昆)

@稜褐色土(しまりややあり、粘性やゃあり)

⑬黄褐色土 (N-V!層プロック主体。炭化物混)

⑫褐色土 (N-V!層粒、焼土、炭化物多く混)

⑬炭化物防(褐色土プロック多く j見)

⑬炭化物層(褐色土粒、焼土多く 1昆)
⑬黄褐色土(褐色土粒、炭化物少量混)

⑮炭化物層(褐色土粒、焼土多く混)

⑫黄褐色土 (N-V!層粒、炭化物多く1昆)
⑬褐色土

⑬明褐色粘質土

⑨明褐色粘質土 (V厨プロック多く混。貼り床)

@明褐色粘質土(しまりなし。 V層プロック多く混。貼り床)

②明褐色粘質土(硬化。炭化物浪。貼り床)

③明褐色粘質土(炭化物少量j昆。貼り床)

竪穴住居 9
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第 3節 弥生時代後期後葉から古墳時代前期の調査
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図31 竪穴住居 9出土遺物

高さ約 3cmの周提がめぐっている。ピット 6からは、径約25cmの安山岩礁が出土しており、地山質の

土が充填されていた。ピット 8は、柱痕跡を持つ。ピット 3・5聞には床面が 2~ 3 cmの厚さで焼土

化する範囲があり、地床炉と推定している O 貼り床(⑬層)除去後、不整形な落ち込みを検出した。

底面に凹凸があり、掘り方の可能性がある。

調査工程上精度の高い検出はできず、図化できなかった情報もあるが、最下層及ぴ床面直上から、

多くの炭化材と焼土を検出した。最下層中の焼土・炭化材のあり方の詳細は不明であるが、③・①層

に多く含まれていた。炭化材はカヤ材が多く、焼土は粒・小ブロック状に含まれていた。特に壁面際

では、屋根材となるカヤ材と焼土が多く出土した。床面直上で検出した炭化材は、原形を想定しうる

ものは少なく、炭化物の薄い広がりとして認識した場合が多い。焼土は、ビット 3・4・5の外側を

取り巻くように検出した。

竪穴部の堆積は、上層の①層、下層の②~⑥層、最下麗の⑦~⑬層に大別できる。下層にはブロッ

ク土が多く含まれ、人為的な埋め戻しによる堆積と考えられる。最下層は、焼土・炭化物を多く含み

土屋根の可能性がある O 最下層を土屋根とするならば、ピット 3・4・5に固まれた最下層が存在し

ない部分は、土を葺かない屋根中央部分と推定でき、焼失に際し南西側に傾いて倒壊した可能性があ

ろう。⑦・⑬麗の堆積が南東側で厚いのも、南西側へ倒壊した傍証になろう。前述した床面直上の焼

土の広がりも、これに対応する可能性がある。

出土遺物は少量で、床面直上からは少量の喋石器が出土したのみである O そのほかは、大半が上・

下層からの出土である。 26は古墳時代前期前葉の小型の妻。 27は弥生時代終末期の歪である。 F4は

鋤の可能性がある。 F5は万子。 F6は鎌、 F7は鋤の可能性がある。

出土遺物と形態から、本住居は弥生時代終末期と考えている。 (湯)I[)

竪穴住居 9 (図30~33、図版10~13 ・ 46- 1・46-2・63、表 9・10)

調査区平坦部北東端、 C.D6グリッドで検出した。南東には、竪穴住居18が隣接する。平面形態

は隅丸方形を呈し、長軸・短軸ともに約5.1m、床面積24.1rrl、床面の標高55.2mを測る。最下層及び

床面直上から、多くの炭化材と焼土を検出しており、焼失住居と判断した。

床面にはほぼ全面にわたって貼り床が施されており、周壁溝とピット 8 基を検出した。ピット 1~

4は、径約21~24cmの柱痕跡を持ち、配置から主柱穴と判断した。ピット 5 は、いわゆる中央ピット

で、高さ 1~ 3 cmの周提がめぐっている。周堤の西側は高さ約 1cmと低く、この部分を切って幅約 6
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竪穴住居 9樹種同定結果

番号 府{立 材の種類 樹種

9 下層 カヤ材 イネ科

10 床夜 カヤ材 イネ科

11 下層 カヤ材 イネ科

12 E転直 カヤ以外の構造材 クスノキ科

13 F転直 垂木 コナラ属アカガシ亜属

14 床直 カヤ以外の構造材 イネ科

表10

竪穴住居 9焼土・炭化材検出状況(上面)
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弥生時代後期後難から古境符代前期の調査第 3節
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竪穴住居10・土坑20配置図

竪穴住居10

同

日
O

由
民

A' 

c' 

押平尾無遺跡の調査第 3章

、 え 米

灰

焼土

57.50m 

A 

一一一堀り方

c' 

P3 

57.50m 

C 

O ド80 皿

『 一一一一

①累褐~階褐色土

(地山プロック多く、炭化物多く混)

②にぶい黄褐色土(地山プロック多く、

炭化物多く、焼土粒多く i昆)
③にぶい褐色土(地山ブロック多く、

E層プロック多く、炭化物少量混)

④灰黄色土(地山ブロック多く、炭化物多く混。

部分的に底面に炭層がある)

⑤暗褐色土(炭化物微量混)

⑥明褐色粘質土(⑥厨と⑦層の聞に炭)

⑦明褐色粘質土(貼床)

③にぶい黄褐色土(しまりなし。

地山プロック多く、炭化物少量混)

①にぶい褐色土(しまりやゃなし)

⑬褐色土(地山プロック多く i昆。
上面に炭化物多くのる)

⑪にぶい褐色土(やや粘質)
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竪穴住居10および床面直上出土遺物
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第 3節 弥生時代後期後葉から古墳時代前期の調査

下1二三
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図35 竪穴住居10出土遺物①層

cm、深さ13cm、長さ82cmの講を検出した。ピット 5との距離は、約20cmで、ある。貼り床(⑫・ 23層)

除去後、明褐色を呈する地山質土が堆積する不整形な落ち込みを検出した。竪穴部南西のものは、

23cmと最も深く、長軸も約4.3mを測る。住居壁面に沿っており、本遺構に伴うものと判断した。規

模が大きく、いわゆる湿気抜き土坑など、掘り方以外の可能性を想定しておきたい。

竪穴部の堆積は、黒褐色を呈する上層(①層)と、褐色から黄褐色を呈する中層(②~③層)、褐

色・樟褐色を呈し炭化物と焼土を多く含む下層(⑨・⑬層)に大別した。上層は、土色から E層相当

と考えられる。中層は、地山質土を粒状に含む層が多い。特に③層は、地山質土粒が多く、南東側が

厚い。本住居の南東102mには、弥生時代終末期と考えられ、形態も類似する竪穴住居18が位置する。

この掘削土が、堆積した可能性があろう。下層には、焼土と炭化物が多く含まれていた。特に上面と

下面では、炭化物と焼土が層状に検出された。下層は、ピット 5 より西と、壁面より 60~80cmまでの

聞に途切れる部分がある (B-B' )。壁面部分では、壁面の傾斜に沿って堆積しており、単純な自

然堆積、流入とは考えにくい。上・下面の層状を呈する炭化物中の炭化材は、樹種同定の結果イネ科

と判定され、屋根に葺かれたカヤ材と判断した。したがって、下層は屋根に葺かれていた土が堆積し

たものである可能性が高い。本住居は、カヤ材の上に土を茸き、さらにその上にカヤ材を葺いた屋根

構造を有していたと推定している。

下層の上面炭化材は、ほとんどがカヤ材である。方向にはばらつきがあり、規則性を見出すことは

できなかった。カヤ以外の構造材は極少量検出したが、遺存状況が悪く繊維の方向がわかる程度の小

片であった。下層上面の焼土は、平面の分布に大きな粗密があり、竪穴部南隅に集中していた。この

部分では、炭化物と焼土の層を 3層確認しており(図32 A-A〆)、他の部分より下層の厚さが 2

倍ある。崩落した土屋根の上に、別の部分の屋根が崩落した可能性があろう。崩落した屋根土の上に

葺かれていたカヤ材と、後から崩落した土屋根下に茸かれていたカヤ材が燃料となり、後から崩落し

た土屋根に覆われ、蒸し焼き状態となったため、土屋根の焼土化が顕著であった可能性がある。その

他の焼土は、ピット 5西側の下層が途切れる部分を囲むように分布していた。この部分は、屋根中央

が崩落した部分の可能性がある。下膚下面の炭化物には、カヤ材とそれ以外の構造材がある。カヤ材

の大半は方向に規則性を見出せなかった。ただし試料Nu10の部分は、竪穴部南壁と平行方向のカヤ材
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の上に直行方向のカヤ材が乗っており、この繰り返しを少なくとも 3単位確認している。下層下面の

焼土は、上面ほど顕著なものはない。炭化材直上に、粒状に広がる場合が多かった。

出土遺物は少ない。床面直上からは、敵打痕を持つ喋石器を含む円喋が 9個出土しているのみであ

る。その他の遺物は、いずれも中層からの出土である。 28は輩、 29は高杯で、弥生時代後期後葉から

終末期前葉に属する。 F8は袋状鋤先である。

本住居は、出土遺物と形態から、弥生時代後期後葉から終末期の竪穴住居と考えられる。(湯川)

vd ld 

dつ つ
山 OS'9S

D' 

、国

①黒褐色土

②暗褐色土

③l官補色土(やや粘質。褐色土ブロック滋)

④11音褐色土(褐色土・黄褐色土校混)

⑤褐色土(褐色土フ。ロック混)

(E褐色土(炭化物微量j見)

⑦にぶい黄褐色土 (N層粒混)

⑧褐色土 (V. \~層ブロック少i註混)

⑨にぶい褐色土(⑤府土少量j昆)

⑬灰黄色粘質土

⑬黄褐色粘質土

⑫11音褐色土 (VIJ沓粒、炭化物混)

⑬にぶい黄褐~明褐色粘質土(砂多く i昆)

⑬明褐色粘質土(しまりややなし。貼床)

⑬H音灰褐色土(やや粘質。 M層ブロックj見)

③晴灰褐色土 (V.VI層ブロック多く混)

⑬褐色土(しまりなし。灰黄色土多く I昆)

⑬褐色土(しまりややなし。 V.\~層プロック混)

⑬にぶい褐色粘質土

②灰黄色粘質土

③明褐色土(しまりややなし)

③灰黄色土(\~賂ブロッ夕、炭化物多く f昆)

③階褐色土

(しまりややなし、\~ . i]層プロッ夕、炭化物混)

表13 竪穴住居11ピット計測表

56.80m 
C0EE 。2Zi |凶

A' A カクラン

1:80 2m 

56.80m 
D' D P3 P6 P2 

長径 短径 深さ
底面

No. 標高
C田 crn crn 

m 

P1 58 58 76 55.0 

P2 50 48 57 55.0 

P3 38 35 67 55.0 

P4 50 43 56 55.1 

P5 50 45 60 55.0 

P6 45 42 64 55.0 

P7 80 65 40 55.2 

P7 
56.00m 56.00m 

子一⑬ @ @ F' 

図36 竪穴住居11
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③層:F17 

一括:F16 
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a ー

図37 竪穴住居11出土遺物

-b 
F17 

竪穴住居10(図34・35、図版14・46-3・46-4・63、表11・12)

平坦部中央、 E5・6、F5・6グリッドに位置する。長軸4.0m、短軸3.2mで、平面形は隅丸長方

形を呈する竪穴住居である。深さは検出面より約60cmを測り、床面積は11.5ばである。埋土除去後、

主柱穴 2基(ピット 1・2)、中央よりやや東側に寄る周堤を持つ中央ピット(ピット 3)と周壁溝

を検出した。床面は全面に貼り床が施されている。主柱穴は径30~60cmの平面円形を呈し、深さは53

~65cmを測る。中央ピットは長径45cm、短径38cmの平面楕円形を呈し、深さは24cmを測る。

中央ピット周辺では炭化物が床面及び周堤直上、中央ピット埋土の⑬層上面にかけて検出された。

周堤下面と⑩層下面にも炭化物が確認されている。南西部の床面直上では炭化したクリ材が検出され

た。炭化材除去後、下から焼土が検出されたが、炭化材の範囲と一致しない事から、材が焼けたとき

に伴うものではなく、地床炉と判断した。炭化材は住居の焼失に伴い炭化した構造材の可能性もある

が、竪穴部埋土中に焼土や、他の炭化材が検出されていないことから、焼失住居ではないと考える。

貼り床除去後、部分的に掘り方が存在することを確認した。形状等から、竪穴部構築の際の掘削痕の

可能性がある。竪穴部埋土②~④層には地山ブロックが多く含まれていることから、人為的に埋め戻

されたと考えられる。①~③層中からは遺物が多く出土している。図化できなかった遺物の中に、土

坑20から出土している、いわゆるブランデーグラス状の杯部を持つ高杯 (116) と同一個体の破片が

ある事から、土坑20は竪穴住居10に付属するものか、ごく近い時期に廃絶した可能性がある。

30・31・S4.F9・FlOは床面直上出土である。 30は査で、西側壁面近くの床面直上に口縁部を

下むけて据えられた状態で出土した。口縁部は平行線がナデ消され、下端部はやや突出している。器

壁は肉薄である。外面には肩上部に波状文が施されている。外面口縁音防ミら胴部にかけて煤が付着し

ている。 31は聾口縁で、端部は平坦面を持っている。ともに古墳時代前期前葉のものである。 S4は

台石である。中央ピットの南側床面直上から出土している。蔵打痕と、擦痕が見られる。周縁部端が

やや赤化しており、周辺から炭化物も多く出土しているため、被熱している可能性がある。 F9は板

状鉄製品で、断面の一辺が薄くなっており、もう一辺の縁は弧を描いている事から、鎌の可能性があ

る。 F lOは含鉄鉄淳である。 32~35 . F 11・F12は①層出土遺物である。 32は護口縁である。器壁は

肉薄で、下端部の突出が非常にシャープである。 33は査で、やや内傾し、立ち上がりの高い口縁を持

つ大型のものである。口縁下端部の稜は鈍い。 34も査で口縁の立ち上がりが高い。 35は小型の査であ

る。口縁部は内傾し、外面肩上部にはキザミがみられる。 32・34・35は古墳時代前期前葉もので、 33は

古墳時代前期中葉から後葉のものである。 F11は棒状の不明鉄製品である。 F12は板状の鉄製品であ
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るが、断面の一辺が薄くなっている事から万子の可能性がある。

この遺構は、床面直上の遺物から、古墳時代前期前葉のものと考えられる。 (三木)

竪穴住居11 (因坊・ 37、図版15・63、表13)

平坦部北西、 E6・7グリッドに位置する竪穴住居である。埋土除去後、主柱穴になりうるピット

6基(ピット 1~ 6) と周堤をもっ中央ピット 1基(ピット7)、周壁溝と周壁溝から中央ピットにか

けての床講を検出した。周壁溝が 1条しか検出されず、床溝がピット 6を切る事から、建て替えが行

われている事を確認した。建て替え前をlla、建て替え後をllbとする。

lla は長軸4.7m、短軸4.6mで、平面形は隅丸方形を呈し、深さはllbに切られるため不明、床面積

は17.7ばである。ピット 4~6の 3 本を主柱穴とする。この時期の竪穴住居には中央ピットを伴う場合

が多いが、中央ピットは 1基(ピット7)しか検出されておらず、 llbで検出された中央ピットと同

一地点で存在していたか、 llaからllbで継続して使用していたと考えられる。ピット 4も同様に考

ィ¥ 調査地外 A 

C 

/ 
56.00m 

56.00m 

C P3 P2 

1:80 2m 

56.00m 56.00m 
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⑥暗灰黄色土(炭化物多く、焼土粒微量混。貼床)

⑦にぶい褐色粘質土

③明赤褐色粘質土(粘性やや弱い)

⑨にぶい黄褐色土

(地山プロック少量、地山粒少量、炭化物少量混)

⑬黄灰色粘質土(炭化物微量混)

⑪褐色土(しまりややなし)

⑫にぶい褐色土(地山プロック、炭化物少量混)

⑬にぶい黄褐色土(炭化物混)

⑬にぶい黄褐色土

(⑬層よりしまりややなし。炭化物少量混)
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図38 竪穴住居12
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表14 竪穴住居12ピット許制表

No. 長径 短径

C皿 CIIl C皿
m 

P1 (51) (51) 71 54.3 
P2 60 59 71 54.4 
P3 60 86 54.2 
P4 77 70 50 54.6 
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床面直上:36・S5・F18・F19

上層:S6 

中層:F20 

下層:37 

ζ~ S6 

0団

図39 竪穴住居12出土遺物

llb はlla と規模を同じくし、深さは検出面より約60cmを測る。ピット 1~4 の 4 本柱を主柱穴と

し、床溝を持つ。中央ピット(ピット7)は平面形が卵形で、南西側にテラスを持つ。ピット 1~6

が同じ面で検出された事から、 llaの床面はllbでは貼り直されず、継続して使用されたと考えられ

るO 床面南東部の一部で貼り床の補修痕と思われる、砂利を含む面を確認した。中央ピット付近では、

床面に炭化物が広がっている事を確認した。竪穴部の③・④層を中層、⑤~⑦層を下層とした。下層

に地山土ブロックを多く含むこと、明確な三角堆積が見られないこと、南東からの堆積が著しいこと

から、この方向から人為的に埋め戻された可能性がある。

F13は周壁溝内出土で、不明鉄製品である o F 15は下層出土である。棒状の鉄製品で、断面の一辺

がやや薄くなっているので万子の可能性がある o F 17は中層出土である。断面L字状を呈する不明鉄

製品である。 F14' F16は一括出土である o F 14は板状の鉄製品で、一辺の断面は薄くなっており、

もう一辺の平面形は、穏やかに弧を描いている事から、鎌の可能性がある。 F16は万子である。その

他、床面直上から川原石が3個出土している。土器は埋土中から細片が少量出土しているが、時期を

確定できるものはない。

この遺構はE面での検出であり、やや暗い褐色の覆土であること、竪穴住居19と類似した形態を持

つことから、弥生時代終末期後葉から古墳時代前期前葉のものであると考えられる。(三木)

2 -39 



第 3章押平尾無遺跡の調査

竪穴住居12(図38・39、図版16・46-2・46-6・63)

平坦部北端、 C6・7、D6・7グリッドに位置する O 舌状にのびる正陵上平姐部のほぼ先端にあ

り、調査区内で一番北端に位置する竪穴住居である。北半は調査地外に広がる。貼り床を除去後、新

たに周壁溝が検出できたため、 12aから12bへ拡張が行われている事を確認した。

12 a は、長軸4.2m程度で、平面形が隅丸方形もしくは隅丸長方形と推定できる。 12bに切られている

ため、深さは不明である。主柱穴はピット 1・2を検出した。柱間と、検出された 2本の主柱穴の配

置から調査区外にのびる 3本柱の可能性がある。中央ピットは12bで検出された 1基(ピット 4)の

みであるが、この時期の竪穴住居には中央ピットを伴う場合が多いことから、 12a . 12 bの同一地点

で存在したか、 12aから12bへ継続して使用されていた可能性がある。ピット 2も中央ピットと同様

、x 、。
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図40 竪穴住居13
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図42 竪穴住居13出土遺物

の可能性がある。

12 bは、長軸4.5m程度と推定できる O 深さは検出面より約60cmを測る。主柱穴はピット 2・3で、

i2 aと同様、 3本柱の可能性がある O 中央ピット(ピット 4)は、平面長方形の二段掘りになってい

る。中央ピット北西側の一部に低い高まりを検出したことから、周堤を持っていると思われる。中央

ピット埋土中層(⑮層)には約25cmの厚さの炭化物層が確認できた。貼り床は南端の一部を除くほぼ

全面で確認でき、北西部の床面の一部には、焼土面が検出された。竪穴部の②・③層には地山土をほ

とんど含んでおらず、レンズ状の堆積であることから、自然堆積と考えられる。

36 . S 5 . F 18 . F 19は床面直上出土である。 36は蓋口縁である O 器壁は肉薄で、口縁部の立ち上

がりが高い。口縁下端部の突出がシャープである O 弥生時代終末期のものである。 S5は砥石で、 36

の近辺から出土している。全面が砥がれ、よく使われている事が観察できるO その他、 36.S 5付近

からは炭化桃核が2点出土している。 F18・19は共に万子である。 S6は①層出土遺物で、小型の打

欠石錘である。 F20は②層出土で不明鉄製品である。万子の可能性がある o 37は③層出土遺物で蓋口

縁部である。口縁の平行親がナデ消されている O 弥生時代終末期のものである。

この遺構は床面直上の遺物から、弥生時代終末期後葉のものと考えられる o 三木)

竪穴住居13(図38・39、図版17・18・47・63、表15)

調査地南側、台地平坦面上に位置する。遺構の南側は竪穴住居15を切るO 平面形は隅丸方形を呈し、

貼り床を施し床面としている。床面での長軸は3.84m、短軸は3.24m、床面積は約11.0ばである O 検出

面から床面までの深さは最も残存する北東側で、66cmで、ある。床面に幅12cm、深さ 8cmの周壁講を検

出した。一部とぎれるものの本来は全周していたものと想定している。主柱穴と考えられるのはピッ

ト 1~3 で、主柱穴間距離は2.70m (ピット 1-2)、2.20m(ピット 2-3)、2.26m(ピット 3-1) 

である O ピット 2には径約17cmの柱痕跡が残り、ピット 1・3からは柱抜き取り痕跡を観察している O

住居中央部にはピット 4を検出した。平面は円形を呈し、周提が全周している O いわゆる中央ピット

に相当しよう。ピット 1・4間と、ピット 4と南壁の聞には被熱して硬化した床面と、床面直上に薄

く広がる炭化物を検出した。地床炉の可能性がある O

2…42 



¥~¥  

C 

国

E
C
U
.
出

......---， 
h 

/ 
ト

57.60m 

A n' A' 

C C' 

盛講:S8 

②層:47 

一括:45・46・F24

①褐色土(炭化物多く I昆)

②褐色土(①よりやや暗い。炭化物多く混)

③暗灰褐色土(にぶい褐色粘質土ブロック混)
ド80m②褐色土

(しまりなし。にぶい褐色粘質土プロック、炭化物混)
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R二三7

砥面

J:4 lOc図

58 

日 1:3 10国

46 

⑬じこ〉:
F24 

1:2 5cm 

⑤褐色土(褐色土粒、炭化物混)

⑤灰褐色土(褐色土プロック多く混)

⑦褐灰色粘質土(炭化物少量混)

③黄櫨色土

⑨明裕色粘質土(しまりあり。陪褐色土粒、炭化物混)

図43 竪穴住居14および出土遺物

住居覆土の最上層(①層)は暗い色調を呈し、自然堆積とみられる。②層から下層は淡い色調を呈し、

地山ブロックが混じる O

遺物は床面の薄い炭化物の直上またはその周辺の床面直上より聾の胴部片と思われる39、高杯脚部

38、台石もしくは石皿と思われる S7が出土した。また、③・④層から42・43・F21・F22が、竪穴

部堆積の一括として40・41・44.F23が出土している。 40・41は輩、 42は査、 43は小型丸底査で、古

墳時代前期前葉の所産である。 44は、弥生時代終末期前葉の高杯脚部と考えられる。 F21は袋状鉄斧

もしくは鎌。 F23は鎌と考えられる O

竪穴住居13は、出土遺物と形態から古墳時代前期前葉の竪穴住居と考えられる。 (森本)

竪穴住居14(図43、図版18-5・48-1・48-2・63)

調査地平坦部南西端、 G6グリッドで検出した。竪穴 2・3を切って構築される。南側は、調査地

外へと延びており、正確な平面形態は不明。北壁と南西壁が約60
0

の角度差を持つことから、隅丸三

角形の平面形態を想定している。床面の一部には、貼り床が施されていた。東西コーナ一部分にピッ

ト1・2があり、その配置と規模から主柱穴と判断した。ピット Iからは柱抜き取り痕跡が、ピット

2からは径約16cmの柱痕跡が観察で、きた。平面形態が想定どおりなら、隅に主柱穴を有する 3本柱と

2-43 



第 3章押平尾無遺跡の調査

57.50m 
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57.50m 

B 

竪穴住居12

B' 

貼床

A' 

B' 

ド80 2m 

48 

01:4Oc凪

煤

①褐色土(地山プロック、炭化物混)

②褐色士(①層よりやや暗い。地山ブロック、炭化物混)

③褐色土(②層よりやや暗い。地山ブロック、炭化物混)

CI褐色土(やや暗い。地山ブロック、炭化物混)

③灰褐色士(しまりややなし。地山プロック、炭化物i昆)

⑤にぶい黄褐色土(地山プロック、炭化物混)

49 

図44 竪穴住居15および出土遺物

推定できる O ピット 1・2聞の距離は、 2.9mを測る O 周壁溝は、北壁に沿って検出した。ピット 2部

分では、掘り方部分を切って構築されている O ピット 1より西では、検出していない。

竪穴部には、ブロックを含まない褐色土が堆積しており、北西側の平坦部より流入したと推定して

いる。出土遺物は少量で、 S8は周壁溝、 47は②層からの出土である o 45は輩、 46は鼓形器台で、弥

生時代終末期後葉から古墳時代前期前葉の遺物である。 47は弥生時代終末期前葉の査で、口縁部の平

行沈線をナデ消している。 S8は砥石である O

出土遺物および、弥生時代終末期と考えられる竪穴 2とそれを切る竪穴 3を切り、竪穴 3に人為的

な堆積が認められないことから、古墳時代前期前葉の竪穴住居と考えている。(湯川l)

竪穴住居15(図44、図版17・48-1) 

調査地南側、台地平坦面上に位置する O 遺構の北西側は竪穴住居13に切られ、消失している O かろ

うじて、貼り床が残り、平面形は楕円形を呈すと思われる。床面での短軸は約2.78mを測り、検出面

から床面までの深さは最も残存する北東側で、62cmを測る。床面には幅 9cm、深さ 2cmの周壁溝を検

出した。主柱穴と考えられるのはピット 1・2で、ピット 2は竪穴住居13の貼り床除去後に検出した。

主柱穴間の距離は、 3.90mを測る O

住居覆土は褐色土で、百層ブロックが多く混入する O 住居の壁側から中央付近に向かい、流れ込む

ような堆積の様相を示す。地山質土ブロックの多さから、人為的な堆積と推定している。

遺物は覆土の下層(③層)より斐49、中層(②層)より翠48が出土している。

2-44 
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竪穴住居16ピット計測表

長径 短径 深さ
底面

No 標高
C皿 C皿 C皿

m 

P1 40 39 81 55.4 

P2 51 45 71 55.5 

P3 38 32 73 55.4 

P4 58 (50) 83 55.4 

P5 82 48 55.6 

P6 45 38 22 56.0 

P7 35 32 90 55.4 

P8 28 26 25 56.0 
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も

1:80 

続》
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表16

竪穴住居21
① 

57.50m 

A 

c 
57.50m 

C 

¥ 
56.30m 

D' 

57.50m 

D 

1 :20 50cm 
I 

⑬黒褐色粘l'iこ1::(語表多i註j昆)

。日昔褐色粘質土(にぶい貨褐色土粒少最I昆)

⑫褐灰色粘質土(にぶい賛褐色土大校j昆)

⑬褐灰色粘質土(しまりなし。 日昔褐色土小粒少量j昆)

⑬黄褐色粘質土(際少量:i.昆)

江主H音褐色料i質土(にぶい賞褐色士、 l清褐色土小ブロック、炭化物少量j昆)

⑧褐色粕l'i土(にぷい黄褐色土小プロック混)

⑫にぶい黄褐色粘質土

⑬黒褐色粘'l'J土(際混、炭化物多量混)

集石拡大図

①陪褐色粘質土(賞褐色士大粒、炭化物微量混)

②H音褐色粘質土(褐色土大粒、炭化物微ilti.昆)

③H音褐色粘質土

③暗褐色粘i't:J:(にぶい黄褐色土小ブロック、炭化物少量j昆)

⑤地山賀土(灰褐色士大粒混)

⑤H音褐色粘質土(地山士大粒少泣j昆)

⑦にぶい黄褐色土(地山プロック、炭化物混)

③時褐色粘質土(焼士大校少量混)

@D音褐色粘質土

竪穴住居16および拡大図
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図46 竪穴住居16出土遺物

竪穴住居15は床面直上には時期を特定できる遺物は出土していないが、竪穴住居13に切られること

や、出土遺物から判断して、弥生時代終末期後葉に廃絶した住居と考えられる。(森本)

竪穴住居16(図45・46、図版19・20-1・48・63、表16)

平担部東側の傾斜変換点付近、 E. F， 3 . 4グリッドで検出した。後述する竪穴住居17の上部に

ほぼ重なるように位置し、主軸もほぼ同じと考えられる。竪穴住居17より 1回り大きいもので、南東

壁及び南西壁は竪穴住居17の壁を一部再利用している可能性が高い。規模や構造が異なることから、

建て替えではなく新たな住居と判断した。平面形態は方形と判断されるが、調査時の撹乱もあり、住

居北側を中心に遺存状態があまり良好ではない。壁際には周壁溝が巡るが、北側では確認できなかっ

た。想定される規模は、長軸 6m以上・短軸5.7m程度、深さl.2mで、床面積は28.7rrlを測る。竪穴部

埋土(①~⑤層)は住居の主軸を異にしているが、上部に重なるように位置する竪穴住居21によって

ほとんどが掘削されているため、あまり残存していない。ピットを 8基検出したが、そのうち、ピッ

ト 1~4 が主柱穴、ピット 5 がいわゆる中央ピットである。主柱穴の規模は、径38~58、深さ7l~83

CIllを測る。それ以外のピット 6~8 のうち、ピット 6 ・ 8 は浅く柱穴とならない可能性もあるが、ピ

ット 7については主柱穴と同程度の深さが存在する。中央ピットと推測されるピット 5には竪穴部埋

土の①層とピット埋土の③・⑨層に挟まれて、にぶい黄褐色土が主体である⑦層が存在している。⑦

層には地山土のブロックが含まれており自然流入とは考えにくく、人為的に埋められた可能性が高い

埋土である。

ピット 3の脇には北西壁と平行するように高さ10CIll程度の段が存在した。後述する竪穴住居17の埋

土を掘り残して整形したもので、全体形を確認することは出来なかったがベッド状遺構の痕跡と推測

される。

本遺構に伴う遺物は少ない。 50はピット 5から、 F26は床面直上からの出土で、その他は本遺構一

括で取り上げた。 50~57は弥生時代終末期の蓋である。 53~57は外面にタタキが施され、内面はケズ

リもしくはナデ調整される。いわゆる庄内査もしくは、庄内藷の影響を受けた北近畿など非在地系土
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⑤日音褐色粘質土(地山土小粒多量混)

⑥暗褐色粘質土(地山土大粒多最混)

⑦明黄褐色粘質土(黄褐色桂色土小プロック少量混)

③黒褐色粘質土(黄褐色・燈色土小プロック多最混)

①明黄褐色;名古賀土(黄褐色・糧色土小プロック多最混)

⑬澄褐色粘1Ii土(燈色土ブロック微iii.昆)
⑬地山質土(暗褐色土小プロック少量混)

⑫地山質土(暗褐色土小プロック混)

⑬日音褐色粘質土(地山土大粒混)

⑬地山1Ii土

⑬明黄褐色粘質土(黄褐色・稜色土プロック多長i混)
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図47 竪穴住居17

器の可能性も想定したが、胎土分析により在地産と判定された(第 6章第 2節参照)0 S 9は磨製石

製品で、側面が緩やかな曲線を描くことから、石包丁の可能性があるo F26は万子で、柄部に木質が

残存している O また、床面直上に長さ20cm.I幅10cm程度にほぼ大きさが揃った河原石からなる集石が

存在した。 8点の出土状況を図化したが、それら 8点以外にも周囲の掘り下げ時に図化できなかった

ものが数点存在したO

ピット 5から出土した50から、弥生時代終末期の時期幅に収まる竪穴住居と考える。(西日1)

竪穴住居17(図47、図版19-1・20-2、表17)

平坦部東側の傾斜変換点付近、 E. F， 3 . 4グリッドで検出した。前述した竪穴住居16の下部に

ほぼ重なるように位置する O 平面形態は方形と判断される O 床面での規模は、長軸4.7m・短軸4.6m

程度、深さ1.3mで、床面積は20.9rrlを淵る O

壁際には周壁溝が巡る O 竪穴部埋土は上部に重なるように位置する竪穴住居16によって掘削されて

いるためあまり残存していないが、西側の一部でのみ竪穴部の埋土(①~④層)を検出した。地山質

2…47 
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表18 竪穴住居18ピット計測表

A' 

長径 短径 深さ
底面

No. 標高
C皿 C皿 C皿

立1

P1 45 44 54.4 
P2 49 44 53 54.5 

P3 50 42 57 54.3 

P4 52 35 62 54.5 

P5 78 I 6日 30 54‘6 
P6 22 21 10 55.2 

P7 (24) 16 30 55.0 

P3 

①i倍褐色土(やや明るい。褐色土粒多く、炭化物少量滋)
②褐色土(地山粒少量、炭化物、焼土混)
③褐色土(ややi暗い。上面に炭化物と焼土の ì\~い悶をi昆)
④褐色土(皿-VI層粒多く、炭化物少量混)
⑤灰褐色土(やや粘質)
⑥i市褐色土(地山粒j昆)
eL褐色土 (H音褐色土粒混)

③I珂褐色土(ì~層プロック主体。炭化物混)
@H音褐色土(羽層粒混)
⑬明褐色粘11土 (VI層符:Ijt積土。 V層粒、炭化物少量混)
⑪授褐色土(しまりあり)
⑫明褐色土 (V層粒、炭化物微量i混)
⑬明褐色粘質土 (VI厨再Jjt積土。 v層校、炭化物少量混)
⑬にぷい褐色土 (V層再堆積土)
⑬i河褐色粘質土 (VI屑再:Ijt積士。 VRヨ粒、炭化物少量混)
⑬黄褐色土 (H音い。しまりなし。やや粘質。明褐色土粒、炭化物混)
⑫明褐色粘質土(ì~ ， ¥'TI層碍堆fff土)

図48 竪穴住居18および出土遺物

土のブロックを含み、人為的な堆積の可能性がある O

また、⑤・⑥層は周壁溝の埋土であり、⑪層(貼り床)を掘り込んでいるが、⑭層は地山土との識

別が困難な埋土である O なお、①層中にはピット 3の周辺に炭化物を多く含む部分が存在する。ピッ

トを 3基検出したが、そのうち、ピット 1・2が主柱穴、ピット 3がいわゆる特殊ピットである O 主

柱穴の規模は、径42~58cm、深さ 50~70cmを測る O 特殊ピットと想定されるピット 3 は、段を持ち逆
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第 3節 弥生時代後期後葉から古墳時代前期の調査

凸状の断面形を呈するものである。上部の段は長径95crn ・短径74crn、深さ1O~16crnの楕円形を呈し、

住居壁に寄った位置に径約50crnのピットが掘り込まれている。本遺構から図化できる遺物は出土しな

かった。出土した遺物が無いため詳細な時期比定を行うことは出来ないが、竪穴住居16に先行する遺

構であることと、平面方形で 2本主柱穴という住居の形態から、弥生時代終末期に収まる可能性が高

い竪穴住居と考える。(西川 )

竪穴住居18(図49、図版20・48-4、表18)

平坦部北東傾斜変換点付近、 D5・6グリッドで検出した。土坑27・32を切って構築される。平面

形態は隅丸方形を呈し、壁面は上端部で大きく外に広がる。長軸、短軸とも4.6m、床面積18.3rrl、床

面の標高55.4mを測る。

床面には、竪穴部南隅掘り方部分の一部に貼り床が施されており、周壁溝とピット 7基を検出した。

ピット 1~4 は、径約18~21crnの柱痕跡を有し、配置と規模から主柱穴と判断した。ピット 5 は、い

わゆる中央ピットで、高さ約 3~ 5 crnの周提がめぐる。周壁溝は、壁に沿って 1条めぐっていた。貼

り床(⑪層)除去後、地山質土(⑬~⑮層)の堆積する不整形な落ち込みを検出した。底面に凹凸が

あり、掘り方の可能性がある。

竪穴部に堆積する土は、①~⑤層に分層した。①・②層は、レンズ上に堆積しており、自然堆積と

考えられる。③層上面は、平坦で炭化物と焼土の薄い層がある。④層は、竪穴部南側にのみ存在し、

壁面側が厚く堆積していた。地山質土を粒状に多く含む。③・④層とも自然堆積とは考えにくい。

出土遺物は少量で、床面直上からは少量の喋石器が出土したのみである。そのほかは、大半が③層

からの出土である。 58は古墳時代前期前葉の蓋で、③層から出土した。

前述したように、本住居掘削時の廃土と想定される堆積が、北隣りの竪穴住居 9焼失時の堆積直上

で観察された。竪穴住居 9の廃絶から時期を置かずに、本住居が構築された可能性がある。出土遺物

と形態とを併せ、本住居は弥生時代終末期の竪穴住居と考えている。(湯 川)

竪穴住居19 (図49~51、図版21 ・ 48- 4・0 ・63. 表19)

調査地南側、台地平坦面上に位置する。土坑 5 ・1O~12を切って構築される。建替えを確認した。

北西側への部分的な拡張である。建替え前を竪穴住居19a、建替え後を竪穴住居19bとする。

竪穴住居19aは、 19bの貼り床を除去した後に検出した。平面径は隅丸方形を呈し、床面での長軸

は約4.36m、短軸は約4.68m、床面積は約17.6ばである。床面に幅lOcrn、深さ 7crnの周壁溝を検出した。

主柱穴と考えられるのはピット 1~3 で、主柱穴間距離は2.30m (ピット 1-2)、2.32m (ピット

2 -3)、2.24m (ピット 3-1)である。住居形態から中央ピットが存在した可能性があるが、検出

できなかった。竪穴住居19bにおいても、 19aの中央ピットを再使用したためとも考えられる。壁周

溝は、南東辺を除き検出した。本来は全周していたと推定でき、 19b壁周溝に切られている可能性が

ある。床面には、深さ 1~ 3 crnの不整形な落ち込みが複数あり、掘り方と推定している。

竪穴住居19bの平面形は隅丸方形を呈し、床面での長軸は4.9m短軸は4.7m、床面積は約19.7rrl

である。検出面から床面までの深さは最も残存する南東側で76cmで、ある。床面には、ほほ全面に貼

り床が施され、 l~liîlOcm、深さ 6cmの周壁溝が全周している。主柱穴と考えられるのはピット 5~8

で、主柱穴問距離は3.1m (ピット 5-6)、2.7m (ピット 6-7)、2.8m (ピット 7-8)、2.7m

(ピット 8-5) である。ピット 5底面中央には炭化物を検出した。平面形は径約18crnの円形を呈し、

炭化物の厚さは約 5crnで、ある。柱痕跡の一部と思われる。ピット 5-6聞にピット 9、ピット 7-8 
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⑬灰褐色土(地山ブロック多く、炭化物多く混)

③炭化物局

③日音褐色土(炭化物混)

②灰褐色土(炭化物混)

③灰褐色土(炭化物、焼土ブロックj昆)

③にぶい黄褐色土(炭化物混)

表19 竪穴住居19ピット計測表

①褐色土(日音い。地山ブロック、炭化物混)

②褐色土(地山ブロック、炭化物混)

③m色土(やや日音い。地山ブロック、炭化物混)

④灰褐色土(しまりややあり。目音い。地山ブロック、炭化物混)

③褐色土(やや明るい。地山ブロック、炭化物混)

~褐色土 (11音い。地山プロック混)

⑦灰褐色土

③焼土層

③にぶい赤褐色土

⑬褐色土(やや暗い。地山ブロック、炭化物混)

⑬灰褐色土(地山フ'ロック、炭化物混)

⑫灰褐色土(しまりややなし。やや暗い。地山ブロック、炭化物混)

⑬にぶい黄褐色土(しまりややなし。やや暗い。炭化物混)

⑬灰褐色土(ややしま旬あり o 地UJブロック、炭化物混)

⑬黄褐色土(やや暗い。地山ブロック混)

⑬黄褐色土 (11音い。地山ブロック混)

⑫にぷい黄褐色土(しまりあり)

⑬にぶい黄褐色士(しまりあり。やや明るい)

長径 短径 深さ
底面

No 標高
cm cm cm 

m 

Pl 56 44 40 55.9 
P2 50 49 45 55.9 
P3 60 51 60 55.8 
P4 60 56 37 56.0 
P5 60 58 目。 55.7 
P6 64 54 46 55.9 
P7 45 42 50 55.9 
P8 57 57 42 56.2 
P9 27 20 20 56.2 
PI0 15 12 10 56.3 
Pll 35 27 20 56.2 
P12 10 10 B 56.3 

図49 竪穴住居19
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第 3節 弥生時代後期後葉から古墳時代前期の調査

ト三-)t 

62 

68 

01  :4Ocm  

聞にピット 10を検出した。主柱間のほほ中央に位置するピット 9・10は桁や梁の支柱と思われる。住

居中央部にはピット 4を検出し、平面円形を呈す。ピット 4周辺には被熱して硬化した床面と、床面

直上に薄く広がる炭化物を検出した。ピット 4の埋土は 3層に分層でき、その内@層は炭化物を多く

含む。ピット 4の南側から南側のコーナ一部分の周壁溝までの聞には溝が掘削されている。溝の底面

の標高はピット 4側が約 6cm低い。溝はピット 2埋没後掘削されていることから、竪穴住居19bの段

階に築かれたと推察する。

住居覆土の最上層(①層)は暗い色調を呈し、自然堆積とみられる。②層から下層は淡い色調を呈

し、地山ブロックが混じる。

堆積土中からは、多くの遺物が出土した。特に③層中からは、古墳時代前期前葉から中葉にかけて

の遺物 (62~68) が多量に含まれており、住居廃絶後は土坑として機能していた可能性がある O

59・60は床面直上出土遺物。 59は古墳時代前期前葉の聾である。 60は複合口縁の聾で、口縁が直立

する o 61はピット出土の査で、口縁部は直立する。 62~64は聾で、 65は深い杯部を有する低脚杯、 66

は鼓形器台、 67・68は査である。いずれも、古墳時代前期前葉に属する。 S10~12 ・ F28~F32は

①・②層から出土した。 S10は、打製の槍先状石製品である。安山岩製で、鏑は部分磨製される O 一

部に新しい剥離面があり、 2つに折れた状態で出土した。 Sl1は細粒花両岩製の砥石である o F27は

袋状の鋤先、 F28は万子で 4本が錆着していた。①層からは、長楕円形の安山岩円礁が12個、 1箇所

にかたまって出土した。叩き石 (S12) なども含まれる O また、図化しなかったが、①・②層から 2

cm角の水晶片が 2個出土した。

63 

床面直上:59・60

P : 61 

③層:62-68 

図50 竪穴住居19出土遺物(1 ) 

2 -51 



1J| 

11

・

S>J 

• 
" 

t叶

( "つ

て二二コ

押平尾無遺跡の調査第 3章容

低町ill 

新しい制緩而

床面KLI:: F27 

①@雨 SJ2. F3J . F32 

曲目理 SIO . $11 . F28-30 

SiO 

くこ>t 叫 P 

ρ 

L
C
 

E三三:-@ ξラ声

巴 Sl2 

ldd| 

。 1:3 10.. 

v ー己
ー
C 

@) 

9 

F28 

:モヨ二
一乙コ:

集石検I.1HRiR.(取カら》E帰

F濁部分

¥.， 5<. 』ー ，
竪穴住居19出土遺物(2 ) 図51

竪穴住居19bは床面出土造物と形態から、古墳時代前期前葉と考える。

本世居から北西に約16m離れて、竪穴住居11が位置する。両住居は、形態規模堆積土が類似す

3本主柱穴から 4本主柱穴への建て替え方法、床構の切り方まで類似している。両住居

の関連性は高く、同じ設計の元で構築された可能性がある。

竪穴

(森本湯川)

さらに、る。

3. 

今回調査した遺構中、形態的に平坦な床面があり周壁i前や焼土而を持つなど監穴住居に類するが、
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第 3節 弥生時代後期後葉から古墳時代前期の調査

柱穴など上屋構造を推定できる施設を持たないか、不明確なものが 5基存在した。平面形態は方形を

呈するものと楕円形を呈するものがあり、時期も弥生時代柊末期や古墳時代中期と様々である。以下

では、これらを一括して「竪穴」と呼称し報告する。

竪穴 1 (図52、図版22-1) 

調査地平坦部北端、 C6グリッドで検出した。土坑15を切って構築される。平面形態は長楕円形を

呈し、床面は平坦で、壁は韓やかに立ち上がる。床面の規模は、長軸3.0m、短軸2.3mを測る。

床面では、被熱して赤色硬化した部分を 2箇所検出している。この 2箇所を中心に、薄い炭化物の

広がりを確認した。褐色・灰褐色土がレンズ状に堆積していた。

①・③層から、少量の土器が出土している o 69は、③層からの出土した弥生時代終末期前葉の蓋で、

口縁部に波状文が施される。 70は器台もしくは高杯で、赤色塗彩される。

床面が平坦で焼士面を有するものの、柱穴などを検出できなかったことから竪穴と判断し、出土遺

物と堆積土の色調から弥生時代終末期に廃絶したと考えている O

竪穴 2 (図53、図版18-5) 

調査地平坦部南端、 G6グリッドで検出した。竪穴住居14と竪穴 3に切られており、北コーナ一部

分を検出したのみである。平面形態は、残存部分から方形を呈すると推定できるが、詳細は不明。検

(湯川l)

出面からの深さは、約 8crnを測る。床面は平盟で、周壁溝が検出された。柱穴の検出には至らなかっ

。¥、x

ラ/一一一ーへ¥
/手

に明主ヨ

70 

1>1 lOcm 

焼土 赤色塗彩

/ よト

55.90m 

A ③ A' 

55.90m 

①褐色土(炭化物混)

②褐色土(明褐色土粒、炭化物混)

③灰褐色土(炭化物多く I見)

③炭化物問

B 
R
U
 ③ 

1:40 1m 
I 

図52竪穴 1および出土遺物
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1 …一一一」

A 

①にぶい黄褐色粘質土(褐色土プロック少量混)

②澄褐色土(褐色土粒少量混)

③褐色土(炭化物少量混)

④明裕色粘質土(褐色土7'ロックj見)

A A' 

たため、竪穴として報告する。

褐色系の土が堆積しており、少量の遺物が出土して

いる。 71は弥生時代終末期の蓋で、①層から出土した。

出土遺物から、弥生時代終末期の竪穴と考えている。

(湯]11)

57，60m 

表土 .1

?1101p  

竪穴 3 (図53、図版18-5) 

調査地平調部南端、 G6グリッドで検出した。竪穴

住居14に切られ、竪穴 2を切って構築されている。南

側は調査地外へと延びており、平面形態の詳細は不明。

図53竪穴 2・3および出土遺物
検出面からの深さは、約50cmを測る。床面は平坦で、

南端には周壁溝が検出された。柱穴の検出には至らず、竪穴として報告する O 褐色系の土が堆積して

おり、少量の遺物が出土しているが、時期を判断し得るものはなかった。

弥生時代と考えられる竪穴 2を切り、古墳時代前期前葉の竪穴住居14に切られることから、弥生時

代終末期から古墳時代前期前葉の竪穴と考えている。

4.掘立柱建物

掘立柱建物 2 (図54、図版22-2・50-2、表20)

調査地平坦部南側、 F5グリッドで検出したO 弥生時代中期後葉の竪穴住居 1を切って構築される。

(湯JII)

桁行 2問、梁行 1聞の掘立柱建物である O 桁行(長軸)約3.6m、梁行(短軸)約2.3mを測る。主軸

は尾根筋と直交しており、真北から東へ56
0

傾く。柱間寸法は、桁行約1.8m、梁行約2.3mを測る。

ピットの底面標高は56.5~56.6m を測る。ビット内には、褐色系の土が堆積していた。

ピット 1で、は径18cmの柱痕跡を、ピット 6では柱抜き取り痕跡を確認している O 少量の土器片が出

土している。 72は弥生時代後期前葉~中葉の蓋で、ピット 5から出土した。ピット 3・5からは、 20

cm大の安山岩礁が底面から出土している O

堆積土の色調と形態から、弥生時代後期後葉~古墳時代前期前葉の遺構と判断した。(湯川1)

掘立柱建物 3 (図54、表21)

調査地平坦部南側、 F5グリッドで検出した。掘立柱建物 2の南側に隣接し、竪穴住居 1を切って

構築される。桁行 2問、梁行 1聞の掘立柱建物である O 桁行(長軸)約3.6m、梁行(短軸)約2.5m

を測る。主軸は尾根筋と直交しており、真北から東へ62
0

傾く O 柱間寸法は、桁行方向の平均で約1.8

m、梁行約2.3m、ピットの底面標高は56.5~56.6m を測る O ピット内には、褐色系の土が堆積し、極
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第 3節 弥生時代後期後葉から古墳時代前期の調査

少量の土器片が出土している O ピット 3で、柱抜き取り痕跡を確認している O

堆積土の色調と形態から、弥生時代後期後葉~古墳時代前期前葉の遺構と判断した。(湯川)

掘立柱建物 4 (図55、図版22-3、表22)

平坦部南西、 E.F6グリッドに、尾根筋とほぼ直交する、桁行 2問 (3.lm)、梁行 l間 (2.2m)

の掘立柱建物である O 主軸は北から66度東にふる O 面積は6.8rrlで、柱間隔は、ピット 1-ピット 2が

1.4m、ピット 2-ピット 3が1.7m、ピット 4-ピット 5が1.6m、ピット 5-ピット 6がl.5mで、ある O

平面形は円形から楕円形を呈する O ピット 2・3がやや深いが、底面レベルは56.00m付近で、ほほ揃っ

ている。④~⑥層は形態から柱痕と考えられ、柱径は15cm程度と推測できる O 遺物はピット 3・4か

ら細片が少量出土しているが、時期を確定できるものはない。

57.50m 

〉icsヨコ

VP6  洋1

①灰褐色土(炭化物混)

②11音褐色土(地山ブロック、炭化物混)

、¥《
③灰褐色土(①厨より明るい。地山プロック、炭化物混)

@:褐色土(地山ブロック、炭化物混)

⑤褐色土(④層よりやや明るい)

⑥lこぶい黄灰色土(地山ブロック、炭化物混)
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表21 掘立柱建物 3ピット計測表

No 
長径 短後 深さ 底面の

C皿 C皿 C皿 標高m

P1 37 30 68 56.5 

P2 33 25 66 56.5 

P3 43 36 71 56.4 

P4 44 42 61 56.4 

P5 43 39 49 56.6 

P6 40 33 53 56.5 

①H音褐色土(炭化物混)

c?:褐色土(地山ブロック、炭化物混)

1:80 2m 

図54 掘立柱建物 2・3および出土遺物
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表22 掘立柱建物 4ピット計測表

No. 
長径 短径 深さ 底面の

cm C皿 cm 標高m
P1 (50) 47 73 56.1 
P2 45 (42) 93 55.8 
P3 46 41 98 55.7 
P4 45 35 48 56.1 
P5 34 32 50 56.1 
P6 41 34 30 56.2 

ci:褐色土(地山ブロック多く、炭化物少量混)

②H音褐色土(地山ブロッ夕、炭化物少量混)

③にぶい賛褐色土(地山プロッ夕、炭化物少量混)

④暗褐色土(地山プロッ夕、炭化物少量混)

③にぷい黄褐色土(地IlJブロック混)

([褐色土(地山ブロック多く j昆)

⑦H音褐色土(地山粒少量j昆)

③にぶい褐色土(地山プロックj見)

⑨v.日間の混土

57.20m 

1:80 2m 

①』こぶい黄褐色土(地山ブロック少量混)

②日音褐色土(地山ブロッ夕、炭化物微量混)

③階褐色土(地山ブロック多く j昆)

④H音褐色土

③褐色土(地山プロック少量混)

⑤にぶい褐色土

⑦黒褐色土とH音褐色土の泥土(地山ブロック少liti，昆)
③陪褐色土(地山ブロック多く混)

¥九九

出

E
O
N
-ト
目

主軸の方向や、規模から掘立柱建物 5と同様の時期と考えられ、褐色系の覆土を持つことから弥生

時代後期後葉から古墳時代前期前葉の遺構と考えている o 三木)

掘立柱建物 5 (図55、図版22-4・22-5、表23)

平坦部中央、 E5・6、F5・6グリッドに、尾根筋とほぼ直交する、桁行 2間 (3.5m)、梁行1間

(2.4m)の掘立柱建物である。主軸は北から73度東にふる O 面積は8.4rrlで、柱間隔は、ピット 1-2 

が1.9m、ピット 2-3が1.6m、ピット 4-5が1.8m、ピット 5-6が1.7mで、ある O 平面形は楕円形

を呈し、断面形態は片側がスロープ状を呈する浅い掘り方を持つ。ピット 1が一番大きく、長径104

C 
C 

P4 

ムレ〉

掘立柱建物 4

57.20m P3 

出
じ11

6

図55 掘立柱建物 4・5
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第 3節 弥生時代後期後葉から古墳時代前期の調査

5720m Pl S7.20m 

同
C c' 

1:100 2m 

\~ G ①階褐色土(地山粒j昆)

②褐色土(①層よりやや明るい。地il1粒混)

CI褐色土(①問よりやや暗い。地山粒混)

④褐色土(やや粘質。炭化物少量混)

⑤f白色土

目己l 国

図56 掘立柱建物 6

crn、短径76crnを測る O ①-④層は形態から柱痕跡と考えられ、柱径は約30crn程度と推測できる O 検出

面からの深さはややまばらであるが、底面レベルは56.00m付近でほぼ揃っている。太い柱痕跡とスロ

ープを有することから、掘立柱建物 2・3など他の建物と比べて高い建物であった可能性がある O 遺

物はピット 4・5から細片が少量出土しているが、時期を確定できるものはない。

主軸の方向や、規模から掘立柱建物4と同様の時期と考えられ、 E面での検出で、人為的に埋め戻

したと考えられる古墳時代前期前葉の竪穴住居10を切って構築されている事から、古墳時代前期前葉

の遺構と考えている。(三木)

掘立柱建物 6 (図56、表24)

調査地平坦部中央E.F5グリッドで検出した。桁行(長軸)約3.0m、梁行(短軸)約2.1m、桁

行方向の柱聞す法は平均で1.5mを測る O 主軸は尾根筋と直交しており、真北から東へ61
0

傾く O ピッ

ト2・5は、やや内側に位置し他のピットと比べて浅く、この建物に伴わない可能性もある O しかし、

堆積する土の色が他のピットと同じく土色を呈することを重視し、一連の柱穴として報告する O 遺物

は、少量の土器が出土しているが、時期を特定できるものはなかった。

堆積土の色調と、弥生時代中期後葉の士坑 5を切り、古墳時代前期前葉の竪穴住居19に切られるこ

とから、弥生時代後期後葉~古墳時代前期前葉期の遺構と判断した。(湯 川)

5 .テラス

テラス 1 (図57、図版23、表25)

東斜面部南側の上半部、 D3・4グリッドで検出した。テラス14に切られ、テラス 8と溝 1を切っ

て構築される O 床面の北東側は、流失している。残存部分の平面形態は、南東コーナーが直角に近い

角度で屈曲するのに対し、北西コーナーは湾曲している O 床面は平坦で、ピット 9基を検出した。床

面中央部には、褐色土が堆積するピット 2~7 が集中している O ピット 3 ・ 7 のように深いものもあ

り、これらのいくつかは上屋を支える柱穴であった可能性がある。ピット 9は、テラス外側の袋状土
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第 3章押平尾無遺跡の調査

坑部分と、テラス内側の一段浅い部分が、テラス北西コーナ一部分で接合している O また、袋状土坑

部分の壁はオーバーハングするが、接合部分の壁面のみ垂直に近い角度で立ち上がることから、テラ

スと一体のものと判断した。袋状土坑部分は、底径約1.9mを測る O 崩落土と流入土と考えられる土が

互層状に堆積しており、自然堆積と考えられる。形態から貯蔵穴と考えられ、内側の一段低い部分は、

貯蔵穴への階段の役割も果たしていた可能性がある。

テラス部には、地山質土を多く含んだ①~⑤層の上層と、やや時い褐色土を呈する⑤・⑦層の下層

に大別できる。上層は、このテラスを切るテラス14の盛土の可能性がある。床面下には、地山質土ブ

ロックを主体とする⑬層が堆積しており、盛土や掘り方内の堆積と考えられる O

堆積土中から多くの遺物が出土したo 73・S13は床面直上、 74は下層からの出土である。 73・74は

弥生時代終末期前葉の華である。 S13は石鎌もしくは大型の石包丁で、実測図下側の刃部には光沢の

ある部分があり、使用痕と考えられる。

出土遺物と、他の遺構との切り合いから、弥生時代終末期前葉の遺構と考えている。(湯川)
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①i培黄褐色土
(安山岩ノj、様、炭化物多量混)
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(安山岩小様、炭化物多量混)
④H部品色土
⑤褐色j二

(②府より明るい。安山岩際、炭化物混)

⑤時褐色土(炭化物混)

⑦褐色土

(⑤!習より 11音い。安山岩小際、炭化物少気:i.昆)
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表25 テラス 1ピット計測表
③H音褐色土

⑤H音褐色土(安山岩際少設混)
⑬明褐色土(国・医局のj昆土)

⑪褐色土 (11音褐色士、炭化物混)

⑫にぶい褐色士(安山岩小際j昆)

⑬11音褐色土(炭化物混)

⑬I珂褐色土(¥司層由来)

⑬褐色土(黄褐色土校、炭化物多量1昆)

⑬にぷい褐色土(医局ブロック多量混)

⑫にぶい褐色土(黄褐色土ブロック多量混)

No. 
長径 短径 深さ 底回の

C皿 C皿 C田 標高m

P1 26 17 41 52.9 

P2 30 28 24 53.0 

P3 24 23 48 52.7 

P4 50 36 36 52.8 

P5 32 23 26 52.9 

P6 22 19 44 52.8 

P7 38 35 67 52.5 

P8 53 43 37 52.8 

一一…堀り方

亭号ト¥¥-;jJ74 S13 

0 1 : 4 0，阻 1:3 10岨

1 一一一一一一一一一一一一」

図57 テラス 1および下層出土遺物
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第 3節 弥生時代後期後葉から古墳時代前期の調査

L-斗--:s75

テラス 2

①陪褐色土(炭化物多く、焼土少量混)

②褐色土

③褐色土(炭化物多く j見)

④褐色土(③層よりやや11音い)

テラス 2: 75・76

テラス 3: 77 煤
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77 

0 1 : 4 0，皿

テラス 3 ①褐色土(炭化物多量j昆)

~褐色土(炭化物混)

③褐色土(②層より明るい。炭化物少量浪。貼床)
1 :80 2m 

図58 テラス 2・3および出土遺物

テラス 2・6 (因坊・ 59、図版23-5・50-3・24-5・50-4・64-3) 

東斜面部中央、平担部からの傾斜変換点付近で東西に並んで検出した。両遺構とも、北東側が流失

し、平面形態の詳細は不明。②層下面が床面にあたる。 B層と同じ褐色士が堆積しており(テラス 2

②層・テラス 6①層)、少量の遺物が出土している o 75・76は弥生時代終末期前葉の斐で、テラス 2

の②層から出土したo 83~86. F33は、テラス 6から出土した。 83は弥生時代終末期後葉の輩、 85は

弥生時代後期後葉の蓋である o 86は弥生時代後期前葉から中葉の聾で、口縁部には3条の平行沈線と

竹管文が施され、 2箇所に穿孔があり、焼成は非常に良好である o F33は万子である O

出土遺物と堆積土の色調から、弥生時代後期後葉から終末期の遺構と判断した。(湯川)

テラス 3 (因坊、図版24-1・50-3) 

東斜面部西側、平坦部からの傾斜変換点付近で検出した。北東側は流失し、平面形態の詳細は不明。

残存部分から、隅丸方形を呈していた可能性がある O 床面は平担で、残存する南西辺は、 2.2mを測る。

炭化物を多く含んだ褐色士が堆積しており、床面下では、貼りの可能性がある③層を検出した。

①・②層から少量の土器が出土している。 77は、弥生時代後期後葉の斐で、②層から出土したO

出土遺物と B層除去後に検出したことから、弥生時代後期後葉~終末期の遺構と判断した。(湯川1)

テラス 4 (図59、図版24・50-3)

東斜面部東端、 E2グリッドで検出した。北東側が流失し、西側は調査地外へと延びるため、平面

形態の詳細は不明。床面は平坦で、周壁溝を検出した。褐色系の土が堆積しており、③層は貼り床の

可能性がある。①層から、弥生時代終末期後葉を最新とする少量の土器が出土している O

出土遺物と 堆 積 土 か ら 、 弥生時代終末期の遺構と判断した。(湯)11)
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①にぶい褐色土(貨褐色土枝、炭化物混)

②明褐色土(にぶい褐色粘11土粒、炭化物混)

③明褐色土(褐色土プロック、炭化物混)

④11音褐色土(明褐色土ブロック混)

eipi 

民

①褐色土(四勝ブロック潟)

②にぶい褐色土(階褐色ブロック混)

③11音褐色土(明褐色土プロック、炭化物混)

cr-¥ 
~京一一~ー/¥ i) 8 

¢褐色土(炭化物少鼓混)
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テラス 6: 83-86 . F33 
宇一ιiミ5

。こ」二二22Sm3
1:2 5cm 

-85Eι三礼

01:4Ocm  

図59 テラス 4~6 および出土遺物

テラス 5・7 (図59・60、図版24-4・50-4・50-5) 

東斜面部東側、 D3グリッドで南北に並んで検出した。両テラスとも北東側が流失し、平面形態の

詳細は不明。残存部分から、方形を呈していたと推定している。テラス 5の床面は流土もしくは盛土

と考えられる②・③層上に構築されていた。テラス 5の②層は、テラス 7を覆っている O

テラス 5の①層中から古墳時代前期前葉の蓋 (82)が出土している O テラス 7からは弥生時代終末

期後葉を最新とする遺物が出土している O 両遺構とも、出土遺物から弥生時代終末期後葉~古墳時代
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第 3節 弥生時代後期後楽から古墳時代前期の調査
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図60 テラス 7~10および出土遺物
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第 3章押平尾無遺跡の調査

前期前葉の遺構と判断した。テラス 7→ 5の順で構築されたと考えられる。(湯川)

テラス 8 (図60、図版50-5) 

東斜面部南側の上半部、 D3グリッドで検出した。床面の北東側は流失し、平面形態は不明。床面

は平坦で、一部は盛土と考えられる④層上に構築されていた。少量の遺物が出土した。弥生時代終末

期前葉のテラス 1に切られることから、弥生時代後期後葉~終末期前葉の遺構と判断した。(湯川)
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土坑7
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①11音褐色土(微細炭化物混)
②褐色士(地山明褐色土プロック、微細炭化物混)
③ややH音い褐色土(微細炭化物混)
③やや暗い褐色土(地山明褐色土ブロック、炭化物混)
③やや暗い褐色jこ(①層よ可やや明るい。炭化物混)
⑥ややi暗い褐色土(地山明褐色士プロック、微細炭化物混)
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①にぶい黄褐色士(炭化物、焼土j昆)
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図61 土坑 6~8 および出土遺物
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①暗褐色土 (N.V府ブロック少登、炭化物少量、焼土少量j見)
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図62 土坑9および出土遺物

平弓三三平

107 

G
 。108

l:2 5cm 

一台

F38 

1:2 5cm 

テラス 9・土坑16・土坑17(図60・64、図版26-6) 

東斜面部北側、 B5グリッドで検出した。北東側が流失し、遺存状況は悪い。テラス 9の北コーナ

ーで土坑17が、南コーナーで土坑16が検出された。 3遺構とも、主としてにぶい褐色土が堆積してい

たO テラスの両端にあり、両土坑の底面標高、主たる堆積土も同じことから、 3遺構は一連の遺構で

あった可能性がある O
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¥ 九 九

竪穴住居19

/ 

/ 
土坑10

57. 30m 

土坑10

①II奇褐色土(微細炭化物混)
②やや11昔い褐色土(明褐色ことブロック混)

~んー←

土坑11

57.30m 

土坑11

a:褐色土(淡黒褐色土粒少量混)

土坑12

①11音褐色土(淡黒褐色土粒混)
②褐色土(にぶい黄褐色土小ブロック少量混)
@fI;l色ゴニ(にぶい賞褐色土小ブロック少量混)

図63 土坑10~12および出土遺物

57.30m 

土坑10: 109 

土坑11・110

1:40 1m 

トーI=C!
110 

1:4 lOcm 

土色と B層除去後に検出したことから、弥生時代後期後葉~終末期の遺構と判断した。(湯川)

テラス10(図的、図版24-7)

西斜面部中央、 F7グリッドで検出した。西側を流失するが、残存部から方形の平面形態を呈する

と推定できる。 91は古墳時代前期前葉の護、 92・93が弥生時代終末期後葉の蓋である。出土遺物から、

弥生 時 代 終末期後葉~古墳時代前期前葉の遺構と判断した。(湯)1 1 )

6. 士坑

土坑 6・7 (図61、図版25-6・25-7) 

平坦部南東で検出した。両土坑の長軸方向は、尾根筋と平行する。調査時の撹乱により、切り合い

関係は不明。平面形態は、土坑 6が楕円形、土坑 7が長方形を呈する。褐色系の土が堆積しており、

両土坑とも色調は大差ない。土坑 6からは少量の遺物が出土したが、図化できるものはなかった。土

坑 7は、④層から多くの遺物が出土している o 95は弥生時代終末期前葉の輩、 96は弥生時代後期後葉

~終末期前葉の壷、 97は土製品で土笛の可能性がある o 98~100は弥生時代中期後葉の斐である。

堆積土と出土遺物から、両遺構とも弥生時代後期後葉~終末期前葉の遺構と判断した。(湯川)

土坑 8 (図61)

東斜面中央、 D3グリッド、テラス 8の北側に位置する土坑である O 平面形は長楕円形で、長径約

2.6m、短径1.4m、検出面からの深さは最大約50crnで、ある。①層から土器が多く出土している。

10Hま弥生時代終末期前葉の斐口縁で、①層出土である O テラス 1に切られ講 1を切って構築され
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①やや暗い褐色土(褐色土大粒j昆)
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②黄褐色土(IV. V層ブロック非常に多く j昆)
③灰褐色土

/ 

土坑16
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①明褐色土(にぶい褐色土粒混)
②にぶい褐色土(炭化物混)
③褐色土(安山岩際混)

111 

1:<1 IOcm 

B …ー

ノ

、-ノ
r 戸 f 、、ー----

52.90m 

I ...---

f 

土坑17

①にぶい褐色土(やや暗い。安山岩際混)
②にぷい褐色土

1:40 1m 

図64 土坑13~18および出土遺物

ていることと、出土遺物から弥生時代終末期の遺構と考えられる。

土坑 9 (図62、図版25-3・25-5・51-1 ) 

¥¥ノ

¥、ι.> 土坑18

57.00m 

①明褐色土
(粘性やゃあり。 W.V!l'lブロッ夕、炭化物混)

②灰黄色土(しまりややなし。炭化物微量混)

(三木)

平坦部中央、 E6グリッドに位置する。底面の平面形は一辺約1.6mの隅丸方形で、検出面からの深

さは約l.4mで、ある O 断面から、①・②層土が③層土以下の土を切って堆積していることが観察できる O

②層土上面の中央付近で焼土塊が検出されている O 遺物は、①・②層土中から多く出土している O 周

囲には 4本のピット(ピット434・438・445・454)がめぐり、土坑9に伴う可能性がある。

2 65 



第3章押平尾無遺跡の調査

ーI
A

¥/二L
f71 

114 

E
C凹
.
甲
山
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①にぶい褐色土(炭化物ごく少量混)
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③陪褐色土(褐色土大粒、炭化物混)
@:褐灰色土(炭化物少量混)
⑤燈褐色土(炭化物少量混)

煤

1:4 lOcm 

図65 土坑19および出土遺物

F37を除き、①もしくは②層の出土遺物である。 102~104は査の口縁部で、 105は鼓形器台である。

弥生時代終末期後半のものである。 106・107は小型の査である。弥生時代後期後葉~終末期のもので

ある。 108は無孔の土玉である。 F34~38は鉄製品である。 F34 ・ 35は、同一個体の袋状鉄斧で、 F

36・37は万子である。 F38は釘である。出土遺物から弥生時代終末期の遺構と考えられる。(三木)

土坑10・11・12(図63、図版51-1) 

平坦部南東、 F4・5グリッドに位置する。 3遺構とも竪穴住居19に切られているため、正確な規

模は不明である。埋土はやや暗めの褐色系で、レンズ状の堆積であることから、自然堆積と考えられ

る。 109は土坑10から、 110は土坑11から出土している。 109は査である。 110は鼓形器台である。弥生

時代終末期後葉から古墳時代前期前葉のものである。

土坑12からは遺物は出土していないが、土坑11と同様な形態である事と、出土遺物から、 3遺構と

も 弥生時代終末期後半から古墳時代前期前葉の も の と 考 え ら れ る 。 ( 三木)

土坑13(図64、図版26-1・61-1) 

平担部南東、 F4グリッドに位置する。平面形は略方形で、長軸1.5m、短軸1.1m、検出面からの

深さ25cmを測る。褐色系の土が堆積しており、弥生時代終末期後葉~古墳時代前期前葉の土器が少量

出土した。出土遺物から、弥生時代終末期後葉~古墳時代前期前葉の遺構と判断した。(三木)

土坑14(図64、図版61-1 ) 

平調部北東の傾斜変換点付近、竪穴住居18の東側に隣接する。平面形態は、不正楕円形を呈し、長

軸1.1mを測る。堆積土は、炭化物を含んだ褐色土の単層で、少量の遺物が出土した。 112は弥生時代

終末期後葉~古墳時代前期前葉の鼓形器台で、本遺構もこの時期の土坑と考えられる (湯JII)

土坑15(図64)

平坦部北に位置する。②層土は地山ブロックを多く含んでおり、上面は竪穴 1の床面と同じ標高で

ある。竪穴 1構築時に、人為的に埋められた可能性があろう。遺物は出土していない。竪穴1と大き

な 時 期差がないと考え、弥生時代後期後葉~終末期のものと判断した。( 三木)
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竪穴住居9・土坑20配置図

被熱痕跡

赤色塗彩

¥ヘ》¥
①灰褐色粘質土(明褐色粘質土粒多量。炭化物混)
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土坑18(図64、図版26-3) 

1:40 1m 

③明褐色粘質土(灰褐色士粒、炭化物混)
④明褐色粘質士(灰褐色土粒多量:i.昆)

図66 土坑20・21および出土遺物

平坦部中央、 F6グリッドに位置する O 正確な規模は不明である O 検出面からの深さは56cmを測る。

埋土はVI層土が主体である O 遺物は出土していない。弥生時代中期から後期後葉の遺構はVI層を切っ

て構築されている遺構がない事と、古墳時代前期前葉の土坑24と竪穴住居10に切られていることから、

弥生時代終末期から古墳時代前期前葉のものと考えられる。(三木)

土坑19(図65、図版26-4・51-1) 

西斜面南端、 H7グリッドに位置する、長径1.4m、短径l.lmの平面形が楕円形を呈する土坑であ

るO 検出面からの深さは65cmを測る。断面形は斜面上側がオーバーハングしており、下側の壁面はゆ

るく立ち上がる。遺物が多く出土している o 113・114は護で、 115は椀である O 弥生時代終末期後葉

から古墳時代前期前葉のものである O 当遺構もこの時期に該当するものと考えている。(三木)
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竪穴住居19

①褐色土(炭化物混)

土坑20(図66、図版26・51)

平坦部南側、竪穴住居10の南東約 2mで、検出した。

平面形態は円形で、断面がフラスコ状を呈する袋状土

坑である O 暗褐色土と灰褐色土が堆積していた。④層

は地山質土ブロックを多く含み、崩落土と考えられる。

③層を中心に多くの遺物が出土している o 116は、ブ

j替2

図67 溝 1・2および出土遺物

ランデーグラス状の杯部を持つ高杯で、床面に伏せた

状態で、約 1/2個体が出土した。脚部切り取り、赤色塗彩され、口縁部には穿孔が1箇所ある O 口

縁部と底部には被熱し変色した部分がある O 同一個体の破片が竪穴住居10から出土しており、両者の

関連性は高いと推定している o 117は輩、 118は高杯、いずれも弥生時代終末期後葉の遺物で、③層か

ら出土した。床面直上から出土した116から、古墳時代前期前葉の遺構と考えられる。(湯川)

土坑21 (図66)

調査地平坦部東縁辺の、中央で検出した。竪穴住居20の壁面から横方向に掘り込まれ、掘り込む方

向は住居壁と直交する O 住居に伴う施設の可能性があるが、堆積土から当該期の遺構として報告する O

遺 物 は 出 土 し ていない。(湯JlI)

7.溝

溝 1 (図67)

東斜面中央に位置する O 斜面下に向かい湾曲する O 主に①・②層から多くの土器が出土している。

119~121は聾口縁で、内面頚部までケズリで調整されている O 胎土中に多くの安山岩小礁を含む。弥

生時代終末期前葉のものである。 122は査と考えられる O テラス 1、土坑 8に切られることと、出土

遺物から、弥生時代後期後葉~終末期前葉のものと考えている o 三木)

溝 2 (図67)

竪穴住居19に切られる。堆積する土の色から当該期の遺構と判断した。 (湯川)
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第一4節 古墳時代中期の調査

1 概要

第4節 古積時代中期の湖査

当該期の遺構は、尾根上の平坦部では E層上而の II11師、東西斜面部ではA層(暗褐色流土)直下で

検出した。平坦部では東半部分、斜面部では束斜面南半部分に遺構が集中していた。造物も、 C2グ

リッドを中心とする東側斜而部普地形のA層中から多く出土している。この時期の特徴として、遺構

内に堆積する土が晴樹色から黒褐色を呈することと、調査区内においては東半に遺構が集中している

ことがあげられる。

一-c

Q 土筑24

日層範闘

剛 山 肌

園田 古墳時代中矧遺構配置図

2-69 



第 3章押平尾無遺跡の調査

検出した遺構数は、竪穴住居 3棟、竪穴 1基、掘立柱建物 3棟、テラス 4基、土坑 5基、溝 3条で

ある O この内、中期前葉に属するのは、竪穴住居20、テラス12。中期中葉~後葉に属するのが、竪穴

住居21、竪穴 4、テラス13、土坑120中期末葉に属するのが、竪穴住居22である。その他の遺構は、

詳細な時期比定を行えないが、堆積する土の色と、形態、出土遺物などから古墳時代中期の時期帽に

収まるものと判断した。

竪穴住居 3棟を中心に、遺構内から比較的良好な一括資料が出土しており、当該期の土器の変遷を

考える上で貴重な資料となりうる(第 6章第 8節参照)。

竪穴住居をはじめとする遺構は、古墳時代中期を通じ、連続して営まれている。したがって、調査

地内の集落としての利用は、連続したものと捉えることができる O 集落の時間的な連続性を重視し、

本節では古墳時代中期の遺構をまとめて 報 告する 。 (湯川)

2. 竪穴住居

竪穴住居20 (図69~73、図版27 ・ 28 ・ 52 ・ 53 ・ 64- 5・64-6、表26)

平姐部東側、傾斜変換点付近の C4・5グリッドで検出した。竪穴住居 5、テラス 2を切って構築

され、北東壁面の大半は流出している O 平面形はややいびつな隅丸方形を呈し、壁は約80。の角度で

直線的に立ち上がる O 床面の規模は、長軸4.9m、短軸4.3m、床面積20.4rrf、検出面よりの深さ83cm、

床面の標高は55.5mを測る O

床面からは、ピット 6基と周壁溝を検出した。ピット 1・2は、柱痕跡があり、配置から主柱穴と

判断した。ピット 3・4・5は、規模・形態、堆積する土も類似している。住居の隅に位置し、柱痕

跡なども確認できなかったことから、貯蔵穴の可能性がある。ピット 6は、炭化物を非常に多く含む

土が堆積しており、炉や灰穴の可能性がある O 周壁溝は、床面を全周しており、底面から径約10cm、

深さ約 5cmの小ピットを11基検出した。この小ピットは、壁板を支える杭痕跡、もしくは壁支柱穴の

可能性がある。南隅には、土坑21がある m五{J66)0 この住居に伴う確証がないため別遺構として報告

したが、長軸方向は住居壁面と直交することから、この住居に伴うものである可能性がある。貼り床

下には不整形の掘り方が存在し、地山質の土(⑫層)が充填されていた。この層の上端はしまりがあ

り、貼り床として機能していたと考えられる O 竪穴部に堆積する土は、黒褐色から暗褐色を呈する①

~③層と、褐色系の④~③層に大別できる O レンズ状に堆積しており、自然堆積と考えられる。他の

古墳時代中期の住居と比べ、覆土中における暗褐色土の占める割合は少ない。遺物は床面直上と②層

下部から多く出土した。特に床面直上から完形に近い状況で出土した遺物 (123~127 ・ S 14・S15) 

は、この時期の住居内における遺物のあり方を考える上で貴重な資料と言える。

床面直上からは、多くの遺物が出土した。 123は聾で、西壁中央付近の凹み部分において正位で出

土した。床面より 5cmほど浮いており、床面との問と周辺には焼土粒を含んだ、炭化物層が広がってい

た。また、同じ炭化物層の直上から、高杯脚部や土器片が少量出土している。炭化物層は、 123直下

が一番厚く、周辺になるほど薄くなる。また、樹種同定の結果、燃料材に適したアカマツであること

が判明している O この下の床面は被熱していなかったが、 123と炭化物層は関連するものと判断して

いる。 123が置かれていたこの部分が煮炊きの場であり、この炭化物層は住居使用時に形成された可

能性がある o 124は護で、ピット 5からの出土である。 123と同様肩部に 2条の刻文が焼成前に刻まれ

ている O 同様の刻文は、土坑22出土の201や、東斜面谷地形A窟出土の257にも刻まれている O 外面に
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炭

焼土

)1占り床

一一一一掘り方

竪穴住居20ピット計測表

I No.1長径
短径

C皿 C皿

P1 77 40 

P2 75 42 

P3 106 55 

P4 44 38 

P5 38 30 

P6 43 39 

P7 46 36 

P8 33 20 

①日音褐色土(しまりややなし)

②黒色土

深さ
底面
標高

C皿
m 

26 55.2 

45 55.1 

58 55.0 

72 54.8 

19 55.3 

70 54.8 

32 55.2 

24 55.3 

(しまりやゃあり、やや粘質。地山粒j昆)
@Il音褐色土(しまりあり、やや粘質)
④褐色土(やや粘質。地山粒、炭化物混)
⑤1It褐色土(ややH音い。しまりあり、粘質。

地山校、炭化物混)
⑤褐色土(しまりやゃあり、粘質。地山粒、

炭化物混)
⑦1有種色オニ(しまりやゃあり、粍i'El。

地山粒少量、炭化物混)

③黄褐色粘i't土(しまりあり)
⑤H音褐色土(炭化物j昆)
⑬褐色土 (N-VI!脅粒j見)
⑪明褐色土(1情褐色土I昆)
⑫明褐色粘質土 (N'VI習粒非常に多く i見。

日占り床)

⑬灰褐色ゴニ(炭化物混)
@階灰色土(炭化物多く混)

⑮灰褐色こlニ(しまりなし。
明褐色粘'El土ブロック非常に多く混)

⑬i珂褐色粘質土
(VlI夜干ヰ堆積土。日音褐色土ブロック混)

⑫明褐色粘質土(しまりややあり)
⑬黒褐色土(炭化物、焼土非常に多くi昆)
⑬明褐色粘質土(階灰色土粒をj昆)

は煤が、底部内面にはコゲに相当する炭化物が付着していた。 125は輩、 126は高杯、 123・124同様ほ

ぽ 1個体分が出土している。 127は、高杯杯部を転用した蓋と考えられる O 脚部との接合部は摩耗し

ており、折り取り後調整されている可能性がある O 北隣には、護が口縁部を127に向けて出土してい

るO この藷とセット関係にあった可能性がある O 床面より浮いた状態で出土しているのも、蓋として

斐に被せられていたものが、ある時期転落した可能性を示す。以上のことから、⑦層の出土であるが

床面直上相当の遺物として報告する。
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上崩 128' 129 

国71 竪穴住居20遺物出土状況およU出土遺物 (2 ) 

S 14・S15は、床面直上で出土した台石である。 S14は、際石器2個と地山賀土の盛土によって、

西壁側が約15"低くなるよう床面上に設置されていた。表裏而とも摩耗しており、使用痕を確認して

いる。石皿や、大型の荒砥を想定している。造物図を掲載しなかったが、 S15から約50cm北東には、

ほほ同じ大きさの台石と、長さ約20cmで敵打痕と磨り面を有する礎石;擦が出土している。煮焚きの場

と考えられる西辺中央付近を取り囲むように台石等が出土したことは、当時の竪穴住居の利!llを考え

る上で示唆に富んでいる。これらは、出土状況からこの遺構が住居として機能していた時点から、検

出位置に置かれていた可能性がある。照明、暖房を兼ね備えた煮焚きの場の周辺が、作業場となって

いたことは想像に難くない。
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第 4節古墳時代中期の調査

130~137も床面直上出土遺物である。ただし、残

存率が低く、②題に覆われていることから、②層堆

積時のものである可能性がある。 131~133は護で、

123~125より型式学的には新しい。 134 も翠で、安

山岩小礁を多く含み、口縁部内面にもケズリが施さ

れている。この土器の類例を見出すことはできなか

った。 135は小型丸底査、 128は高杯の杯部で、古墳

時代中期前葉のものと考えられる。 129・130・

136・137は高杯である。

その他、鉄製品も多く出土している o F39は袋状

鉄斧。 F40は、片側鏑を持つ錨もしくは鉄鉱である。

F41は、ピット 7からの出土で、万子である。

本住居は、床面直上出土遺物と形態から、古墳時

図73 竪穴住居20出土鉄製品 代中期前葉の遺構と判断した。 (湯)11)

竪穴住居21 (図74~77、図版29 ・ 54 ・ 55 ・ 64- 5・64-6、表27)

平坦部東側の傾斜変換点付近、 E. F， 3・4グリッドで検出した。前述した竪穴住居16の北西壁

を切っている。

平面形態は床面形態から考えて方形と推測されるが、検出時には南東側を中心として壁上半部が広

がり五角形状を呈していた。これは、竪穴住居21が先行する竪穴住居16・17の埋土を再掘削している

ために、地山に比べて締まりが劣る住居埋土部分に形成された竪穴住居21の掘り方肩部が雨水等によ

って浸食され広がったためと推測される。この部分の規模は、長軸7.5m・短軸7.4m、深さ1.0mで、あ

るO しかし、前述したように平面形は本来の形態とは変わっていると想定されるものである。床面の

規模は、長軸5.3m ・短軸4.9mのほほ正方形状を呈するものであり、床面積は25.5rri、床面の標高は

56.3mを測る O 北西壁が本来の壁形状を留めていると推測されるのであるが、北西壁のような傾斜を

持ち周壁溝から直線的に立ち上がる形状が他の 3方の壁面においても同様であったと想定するなら

ば、本来の平面規模は、長軸5.8m'短軸5.6m程度の正方形状で、あったと考えられる。

壁際には周壁溝が巡る O ピットは 5 基検出しており、ピット 1~4 が主柱穴、ピット 5 は用途不明

のピットである O ピット 5については上部から掘り込まれた別遺構の可能性も考えたが、径が15cm程

度の小さなものであり、このように小さくてかつ深いピットが上部から掘り込まれる可能性はきわめ

て低いと判断し、竪穴住居21に伴うピットと判断した。主柱穴の規模にはばらつきがあり、径は38~

47cm、深さ 44~95cmを測る。王柱穴のビット 1~4 に固まれた中央部には地床炉と考えられる径約40

cmの焼土面が存在する。

竪穴部には 3つの主要な埋土が存在する。上層の②層と中層の③層は黒色系の埋土であり、下層の

⑥層は暗褐色系の埋土を主体とする堆積である。埋土はいずれも流入による自然堆積と考えられるが、

⑤層と②層の境界は漸移部分がほとんど無い明瞭なものであり、急激な埋土の変化を示している。

竪穴部からは、多くの遺物が出土した。②・③層からも破片となった多くの土器片が出土したが、

2-75 
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表27 竪穴住居21ピット計測表

No.1長径|短径|深さ1::1

m
H
 

E
C出.出

D' 

E' 

①黒色粘質土
②淡黒色粘質土(明褐色土大粒混)
③黒色粘質土(明褐色土大粒j昆)
④黒色粘質土
⑤黒色粘質土
⑤目音裕色粘質土(褐色土大粒、炭化物少量混)
⑦陪褐色粘質土
③にぶい黄褐色粘質土 (R音褐色土大粒混)
⑨にぶい糧褐色粘質土 (R音褐色土大粒混)
⑬暗褐色粘質土(にぶい賞褐色土大校、

焼土少量、炭化物多量混。貼り床)
⑬明褐色土(地山土プロック、暗褐色土大粒

多量;混。貼り床)
⑫にぶい黄褐色粘質土(階褐色土小ブロック、

賞褐色土小粒j昆。貼り床)
⑬明褐色土(地山土質土フeロック浪。貼り床)

⑬暗褐色粘質土(地i1J土小粒少最混)
⑬褐色粘質土(地山土小プロック多量混)
⑧暗褐色;粘質土
⑫淡黒褐色粘質土(炭化物混)
⑬にぶい黄褐色粘質土(暗褐色土大粒多量混)
⑬澄色粘質土
③にぶい授褐色粘質土
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143 

煤 149 

1:4 10cm 

図76 竪穴住居21出土遺物(2 )⑥層

⑥層中からは廃棄された完形に近い多くの土器が出土した。

138~140 ・ F43は、床面直上ないしピット内から出土した。 138 ・ 139の出土位置は、レベル的には

床面直上であるが、平面的には⑥躍が直接床面に接地する範囲にあたる。このため、⑥層出土の可能

性がある o 138は童、 139・140は複合口縁査で、 138には口縁音防ミら肩部にかけての内外面に煤が付着

している o F43は欠損しているが、鋤先の可能性が考えられる鉄製品である o 141~155は⑥層中から

出土したもので、床面に若干流入土が堆積した後に廃棄されたと想定されるものであり、一括遺物と

して捉えることが出来るものである O このうち、 141~146は複合口縁の輩、 147~149は単純口縁の輩、

150~155は高杯である O その他にも埋土中から 156~167、 F44~F47、 S 16が出土した。土器には護

や高杯以外にも 163の椀、 167の鼓形器台などが出土している o F44は錨の柄部、 F45・46は万子と考

えられる。

出土した遺物から古墳時代中期中葉に属する竪穴住居と考える O (西)11)

2-78 
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図77 竪穴住居21出土遺物(3 ) 

竪穴住居22(図78・79、図版30・31・56・64-5・64-6、表28)

第4節古墳時代中期の調査

辺倒A65

戸ヰベ167

1:4 lOcm 
a …一一一一一一一一」

S16 

1:3 10団

平坦部南東、 F3グリッドで検出した。平面形は方形で、垂直に近い壁を持つ。床面の規模は、長

朝14.4m、短軸3.8m、床面積18.9rrl、検出面よりの深さ80cm、床面の標高は56.7mを測る。床面の大半

は貼り床が施されており、ピット 6基と周壁溝、床溝を検出した。ピット 1・2は、柱痕があり、配

置から主柱穴と判断した。ピット 1には南北二つの柱痕跡があり、柱を立て直している可能性がある。

ピット 3は、いわゆる蓋置きの一段浅い掘り込みを有することから、貯蔵穴と考えられる。ピット 5

2-79 
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の⑪層は、焼土化しており、上部には炭を多量に含むことから、⑪層堆積時点で地床炉として機能し

ていた可能性がある。床面の周囲には周壁溝がめぐっており、南西辺から 1m内側には並行する床溝

を検出した。床面下では、不整形の平面形をした掘り方を確認している。竪穴部に堆積する土は、暗

褐色系の①~③層と、褐色系の④・⑦層に大別できる。他の古墳時代中期の住居と比べ、覆土中にお

ける暗褐色土の占める割合は多い。レンズ状の堆積をしており、自然堆積と考えている O 遺物は床面

直上から多くの遺物が出土している O

168は、土師器の蓋である O ピット 1柱痕跡の上、床面レベル前後からの出土である。出土した⑬

層は、住居廃絶時もしくは、廃絶後あまり時間を経ずに堆積した可能性が高い。 169~172も、土師器

の葺で、床面直上からの出土である o 169 ・ 170は、ほほ 1 個体分が出土している。 169~172は、 168

に比べ口縁部下端の張り出しが強く、 1型式古い可能性がある o 173は土師器椀。 S17は凹石で、周

縁部にも蔵打痕がめぐる。 F48は万子で、柄から関にかけての部分である O この遺構は、床面直上の

土器と、住居の形態から古墳時代中期末葉の遺構と判断した。(湯川)

表宅ノ〆

居一竪表

長径 短径 深さ
底面

No 標高
C皿 C皿 C皿

m 

P1 65 63 46 56.1 

P2 70 61 60 56.4 

P3 53 50 31 56.5 

P4 35 29 18 56.5 

P5 65 50 31 56.4 

P6 37 27 16 56.4 

P7 75 53 29 56.6 I 

C 

①黒褐色土
②暗褐色土

(褐色土フψ ロック多く混)

③階褐色土
(②層よりやや暗い。褐色士粒iJtl

@:褐色士 (B音褐色士校混)
⑤暗褐色士 (N'VJi!lプロック混)
⑤褐色土 (V層プロック混)
⑦明褐色士 (V・VI隠ブロック胞)
⑧階褐色士

(明褐色土粒、炭化物混)
⑤褐色土('11層ブロック混)
⑬褐色土(明褐色士粒混 57.80m
⑪黒褐色土 石

(炭化物多く、焼士多く混)
⑫褐色土 (¥1厨ブロックと

H音褐色士絞のj昆士)
⑬黒褐色土(明褐色土校、炭化物混)
⑬暗褐色土(明褐色土粒j昆)
⑬褐色士 (V・¥1Ji!lブロック

非常に多く i昆)
⑬明褐色士 (VIJi!l潟地税土 57.80m
⑫にぶい褐色土 (V厨再tjt絞士) 百一
⑬i珂褐色土('111活再tjt桜土)
⑬にぶい褐色土(しまりあり。

V周主体、 ¥1層粒i見。 i泊り床)
③明褐色士(百府プロック主体。

時褐色j二粒混)

B' 

図78 竪穴住居22
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図79 竪穴住居22遺物出土状況および出土遺物
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3 .竪穴

竪穴 4 (図80、図版32-1・2)

調査区平坦部の南東隅、 F2グリッドで検出した。南東側は調査地外へと延びており、北東側は流

失している。全体の規模は不明であるが、残存部分から、楕円もしくは隅丸方形の平面形態を呈して

いた可能性がある。床面の標高は、 57.5mを測る。床面からは、ビットや壁周溝等の諸施設は検出で

きなかったことと、床面が水平であることを重視し、竪穴として報告する。

堆積する土は、 E層に類似した暗褐色を呈する①・②層と、褐色系の④・③層の 4層に分層した。

②・④層聞が水平であることから、この部分を床面と判断した。床面下の④層は、調査地境界付近で

確認した。底面は、谷側に向かい、緩やかに傾斜している。また、掘り方を有する竪穴の類例が少な

いことから、流土や、他の遺構など、この竪穴に伴わない堆積の可能性がある。

遺物は、②層及び床面直上から少量の土師器が出土している。 174・175は、土師器護で、 174は複

合口縁、 175は単純口縁を持つ。 176・177は土師器高杯で、赤色塗彩される。この遺構は、出土遺物

と堆積する土色から、古墳時代中期中葉に属する と考えら れる。( 湯川1)

4.掘立柱建物

掘立柱建物 7 (図81、図版32-3、表29)

調査地平坦部南側F . G， 3・4グリッドの E面で検出した。桁行 2問、梁行 1間の掘立柱建物で

ある。桁行(長軸)約4.8m、梁行(短軸)約2.7mを測る。主軸は尾根筋と直行しており、真北から

東へ約51
0

傾く。柱間す法は、平均で、桁行約2.4m、梁行約2.7m。ピットの底面標高は56.5~56.6m を

測る。ピット内に堆積する土は、主として暗褐色土である。柱を抜き取った可能性のあるピット 2・

6 を除き、他のピットからは柱痕跡が検出された。土層断面の観察から、柱の直径は約15~20cmと推

定できる。ピット 6から少量の土器片が出土している。

堆積する土の色と、形態から、古墳時代中期の遺構と判断した。 (湯J11)

掘立柱建物 8 (図82、図版32-4、表30)

調査地平坦部南端F.G3グリッドの E面で検出した。竪穴住居4を切って構築されている。桁行

2問、梁行 1間の掘立柱建物である。桁行(長軸)約4.9m、梁行(短軸)約3.0mを測る。主軸は尾

根筋と直行しており、真北から東へ約46
0

傾く。柱間す法は、平均で、桁行東側が約2.3m、西側が約

2.5m、梁行約3.0m。ピットの底面標高は56.5~56.6m を測る。平面形態は、桁行方向東側が短く、や

やいびつな方形を呈する。よって、ピット 3は、他のピットよりも底面標高が低くこの建物に伴わな

い可能性もある。しかし、堆積土の色と、西側の柱間す法に比べ、ビット 2・3間同様、ピット 1・

2間もその距離が短いことから、この建物のピットと判断した。堆積する土は、暗褐色土が主体であ

る。柱を抜き取った可能性のあるピット 1・2を除き、他のピットからは柱痕跡が検出された。土層

断面の観察から、柱の直径は約20cmと推定できる。

遺物は、ピット 1・3・6から少量の土器が出土している。 178は古墳時代中期の斐で、ピット 6

からの出土である。 179は弥生時代後期後葉の査で、ピット 3から出土した。

堆積する土の色と、形態、出土遺物から、古墳時代中期の遺構と判断した。(湯J11)

掘立柱建物 9 (図82、表31)

調査地平坦部東端の傾斜変換点近く E.F3グリッドで検出した。桁行(長軸)約2.8m、梁行(短

軸)約2.4m、桁行方向の柱間す法は平均で1.4mを測る。主軸は尾根筋と直行しており、真北から東
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図80 竪穴4および出土遺物
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へ約27
0

傾く。ピット 2・ 5は、他のピットと規模が異なっており特に底面標高が高く、この建物に

伴わない可能性がある。ピット 1・3・4・6のみ、あるいは流失等の理由により検出しえなかった

ピットと組み合わせて、ひとつの建物を構成していた可能性もある。しかし、堆積する土の色が他の

ピットと同じく暗褐色を呈すること、柱筋が通り、桁行き方向のほぼ中間に位置する配置を重視し、

ピット 2・5は補助的な役割を果たしていた柱穴として報告する。遺物は、 P3から少量の土器が出

土している。

堆積する土の色から、古墳時代中期の遺構と判断したO (湯)11)

5 .テラス

テラス11 (図83、図版33-1・2・57-1、表32)

東斜面部南側の上半部、 E2・3グリッドで検出した。想定される床面の北東側半分は流失してい

るものの、残存部分と後述する主柱穴の配置から、方形に近い床面を持っていたと推定している。床

面の標高は55.3mで、ある。床面および、想定される床面の範囲から、 8基のピットを検出した。ピッ

ト 1 は、 2~4 よりも規模が小さい。しかし、柱痕跡を有するのはピット 1~4 のみであり、主柱穴

と判断した。床面下には、西側を中心に不整形な掘り込みがある。地山質土⑪層が堆積しており、し

まりのあることから、掘り方と考えられる O 北側には、⑫層が堆積しており、地山質土と黒褐色土ブ

ロックが主体となっている。斜面をカットし、谷側は盛土することで床面を構築と判断した。テラス

上端から約 2m南の斜面上側からは、溝を検出した。一部途切れるものの、床面南側と並行し堆積す

る土の色も類似していることから、テラス外側の周溝と判断した。周溝と 4本の主柱穴を有し、床面

内の主柱穴の配置が竪穴住居と類似することから、このテラスは竪穴住居状に利用された可能性があ

C c' 
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一一一 P6 c c' 〉印
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〉
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¥ 。J

P5 P2 
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②褐色土(しまりなし。 JI音褐色土少量混)
③H音褐色土(明褐色土多く混)
@:褐色土

(明褐色土ブロック多く、暗褐色土少量i昆)
⑤暗褐色土(しまりなし)
⑤褐色土(しまりなし)
⑦暗褐色土(明褐色土やや多く混)
③暗褐色土(しまりあり。明褐色土少毅j昆)

Q 

~I 
P4 

1:80 2m 

図81 掘立柱建物 7
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表30 掘立柱建物8ピット計測表

No. 
長径 短径 深さ 底面の

cm C皿 C皿 標高m

P1 52 42 53 57.0 

P2 46 40 36 57.0 

P3 46 37 35 57.4 
P4 39 38 54 57.0 

P5 42 36 58 57.0 

P6 50 41 47 57.1 
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②H音褐色士(しまりなし。明褐色土プロック多くi昆)
③H音褐色土(しまりやゃあり。明褐色土ブロック多く j昆)
④H音褐色土(しまりあり。明褐色土ブロック少量混)
⑤階褐色土(しまりあり。明褐色土やや多く混)
@R音褐色土(明褐色土ブロック後に混)

じ- I " 7J 

O ド 10四

〉
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、
吋
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O
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>:1 >:1 

堀立柱建物9

、出

57.40m 
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57.40m 

同

E
C
Z由

①H昔褐色土 (N'V層粒、炭化物i昆)
CI褐色土 (N-VIJ習粒多く、炭化物少量i昆)
③明褐色土 (N層再堆積土、褐色土混)
④陪褐色土(褐色土ブロック、炭化物混)
⑤褐色土 (V. VI厨ブロック多く j見)
@R吉褐色土(やや明るい。炭化物少最j昆)
⑦明裕色土(羽層プロック主体。 H音褐色土多く j昆)

図82 掘立柱建物 8・9および出土遺物

るO テラス部分には、土色からA層に相当すると考えられる暗褐色系の上層(①~③層)と、地山質

土ブロックが主体で暗褐色系の土を含んだ下層(④~⑤層)に大別できる。

遺物の多くは、上層からの出土である。 180は複合口縁の護、 181は小型丸底査である。古墳時代前

期から中期の所産であろう O 上層がA層に相当し、下層に暗褐色系の土が含まれることから、古墳時

代中期の遺構と判断した。(湯川 )
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テラス12(図84、図版33-3・4・57-1) 

東斜面部南側の中腹部D3グリッドで検出した。北東側は流失し、南東側もテラス13にきられてい

るため、残存状況は悪い。残存する床面の壁際には、壁溝を検出した。床面の標高は、約51.5mで、あ

る。堆積する土は、 A層相当の①層を除き、暗褐色土と褐色土の混土である O 床面直上から、少量の

土器が出土している。 183は、土師器の椀で、古墳時代中期に属する。

①層がA層に相当し下層に暗褐色系の土が含まれること、及び床面直上出土遺物から、古墳時代中

期 前葉の遺構と判断した 。(湯川1)
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図83 テラス11および出土遺物
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拡大図A

山守
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テラス12・13および出土遺物図84

図版33・57-1・57-2) (図84、テラス13

東斜面部南側の中腹部D3グリッドで検出した。北西横のテラス12を切って構築されている。北東

アフしかし、残存部分から方形の床面が想定される。床面の標高は、側は流失し、遺存状況は悪い。

ス12と同様、約51.5mで、ある。堆積する土は、暗褐色系が主体である。床面下には少量の土器を含ん

それ以前の流土の可能性がある。テラス構築時の盛土あるいは、だ⑤層があり、

とも

(湯川)

床面からは、 185・188が出土している。 185は土師器童、 188は高杯脚部で、正位で出土した。

に古墳時代中期前葉~中葉の遺物である。

床面直上出土遺物から、古墳時代中期前葉~後葉の遺構と判断した。
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No. 
長径 短径 深さ 底面の

cm C皿 cm 標高m

Pl 30 26 23 53.3 
P2 40 28 40 53.2 

P3 24 23 38 53.2 
P4 33 26 40 53.2 

P5 33 26 40 53.2 
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テラス14(図85・86、図版34・57-1・2、表33)

東斜面上半部、 D3・4グリッドで検出した。テラス 1を切って構築されている O 北東側は流失し

ており、正確な平面形態は不明であるが、残存部から平面形態は方形を呈していたと推定される。床

面の標高は、 53.2mを測る O 床面南西側は地山削り出し、北東側は、床面構築のための盛土と推測す

る④~⑥・⑫~⑬層が堆積していた。なお、⑥・⑬層は褐色を呈しており、テラス 1の堆積土である

可能性がある O 床面上には、暗褐色系の土が堆積するピットや溝が掘り込まれており、いくつかは切

り合い関係にあった。このことから、テラス面上で最低 3回にわたる利用があったと考え、それらを

古いものから、テラス14a . 14 b . 14 cとして以下に報告する。

テラス14aは、コの字型に溝が配置され、この内部の床面は他の部分と比較して 1~ 3 cm低い。北

側壁溝と南側床溝の距離は、約3.8mを測る O

テラス14bは、 14aの床講を切る南北方向の床溝と、ピット 6で構成される O この 2つが、同時期

に機能していたかは不明である O しかし、同一テラス面を共有する14aと14cの聞に大きな時期差が
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。 1:3O国

一括:189~191 

①層:192 ・ 195~197

P6: 193・194・S18

518 

ないと考え、 14bとして報告する。ピット 6は長軸1.7m、短軸1.1m、深さ75cmを測る。暗褐色土と

黄褐色土が堆積していた。③・⑨層には、地山質土がブロックあるいは粒状に多く含まれており、人

為的に埋め良されたと判断した。このピットから193・194・S18が出土している。

14 c は、ピット 1~4 を中心とする。これらのピットは、柱抜き取り痕跡を有し、方形に配列され

ていることから、何らかの上屋構造を支える主柱穴と考えられる。ピット 6を切って構築される北西

辺の溝、この溝と直交方向にある壁溝は、ピット 1~4 と軸を同じくすることから、同時期に機能し

ていたと判断した。ピット 1・2の中心から、北西辺の溝と14a南東辺の溝までの距離は、ほほ同じ

である。このことから、 14cの段階では、テラス14のほほ全面が利用されていたと考えている。テラ

ス部に堆積する土は③層で、この上に、 A層に相当する②層が堆積している。①層からは、弥生時代

終末期から古墳時代中期の土器が少量出土している。

14 a . b ・Cは同一テラス面を利用しており、暗褐色系の土が堆積していることから、連続して営

まれた可能性が高い。出土遺物と堆積する土の色から、古墳時代中期の遺構と判断した。(湯川)
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第 3章押平尾無遺跡の調査

6.土坑

土坑22(図87、図版35・57-3・58-1) 

東斜面南側中腹部、 D3グリッドで検出した。テラス13から南西に約0.7mに位置する。平面形態は

長楕円形、断面形態はU字状を呈する。長軸1.4m、短軸0.7m、検出面からの深さ48cmを測る。底面

南東側には、径約40cm、深さ約lOcmの落ち込みがある。堆積する土は、褐色~暗褐色を呈し、 6層に

分層した。すべての層から遺物が出土したが、特に④・⑤層から土師器がまとまって出土した。

198~200は輩、 201 は直口査、 202は椀、 203は弥生時代終末期の聾である。 203を除き古墳時代中期

中葉の所産である。すべての個体は、欠損した状況での出土である。また、 201は査にもかかわらず

内外面に煤が付着しており、廃棄前に火にかけられた可能性がある。これらから本遺構は、古墳時代

中期中葉の廃棄土坑と考え てい る。 (湯 川)

土坑23(図88、図版57-3) 

平坦部中央付近、 F6グリッドに位置する、長径1.9m、短径l.5mの平面形が長楕円形の士坑で、あ

日
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〉
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③褐色土 (11昔褐色土粒混)
④H音褐色土

⑤褐色土
⑥黄褐色土(褐色土粒j昆) 煤

亡士二コ 日
ノ[¥
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o 1:40，図

図87 土坑22および出土遺物
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第 4節古墳時代中期の調査

①H音渇色土
(炭化物少量、焼土少量混)

②にぶい賞褐色土(皿-v厨土混)
⑤褐色土

(炭化物多く、焼土多く混)
④暗褐色土

(炭化物多く、焼土多く混)
⑤黄褐色土

(やや粘質。褐色土j昆)
e褐色土

(黄褐色粘質土フeロック微最、
炭化物微景j昆)

赤色塗彩

EC0.民

E
C甲
.
ド
凹

¥ 

①褐色土(炭化物、焼土混)
②褐色土 (v層ブロック多く混)

士坑26

図88 土坑23-26および出土遺物

る。検出面からのは深さ28cmを測る。

204は高杯杯部口縁である O やや深い皿状を呈するもので、口縁端部が外反している。外面には赤

色塗彩が施されている O 古墳時代前期前葉のものである。

竪穴住居10の①層を切っていることから、古墳時代中期のものと考えている。(三木)

土坑24(図88、図版36-1・57-3) 

平担部中央付近、 E.F6グリッドに位置する、径1.0mの平面形が楕円形の士坑で、ある O 検出面か

らのは深さは60cmを測る O 壁面はほぼ垂直に立ち上がり、下場は一部オーバーハングしている。土層

は①・②層の上層と③層以下の下層とに大別できた。下層上面には、焼士と炭化物が広がり、壁面に

も焼士が付いていた。また同一面で、炭化物と焼士の入る小ピット 3基を検出した。この事から下層
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ι一二
/ 溝3
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図89 溝 3~5

以上は何らかの焼成遺構として機能していた可能性がある O

205は護口縁で、下層出土遺物である。 206は高杯で、杯部はブランデーグラス状を呈するものであ

る。上層出土遺物である。ともに古墳時代前期前葉のものである。 206は同一個体と思われるものが

竪穴住居10と土坑20から出土しており、竪穴住居10の堆積土に由来する可能性もある。

古墳時代前期前葉の竪穴住居10の最上層である①層を切り、堆積する土が暗褐色系であることから、

古墳 時代中期のものと考えられる。(三木)

土坑25(図88、図版36-2・57-3) 

平坦部南東、 E2グリッドに位置する、長辺l.5m、短辺1.1mで、平面形が隅丸長方形を呈する。検

出面からの深さは12crnを測る o 207は器種・時期は不明である。口縁は厚く、内面のケズリは頚部ま

で、あがっている。その他、古墳時代中期の土器が少量出土している。出土遺物と、暗褐色の埋土をも

つことから、古墳時代中期のものと 考え てい る。 (三木 )

土坑26(図88、図版36-3) 

平担部南西、 F . G 6グリッドに位置する、長辺2.0m、短辺1.3mで、平面形が長楕円形を呈する O

検出面からの深さは30crnを測る O 遺物は細片が出土している O 図化はしていないが古墳時代中期の土

器片が出土しており、 E面での検出とあわせ、古墳時代中期のものと考えている o 三木)

7.溝

溝 3・4・5 (図89)

平坦部南、 F.G5グリッドで検出した。長軸は、尾根筋にほぼ直交する O 芯々で約 2mの間隔を

保ちほぽ並行する関係にある o (隔は約50cmで、検出面からの深さは 5cm程度と浅い。 3条の東西の

底面レベルはほぼ同じで、堆積する土からも流・湛水の証拠は見出せなかった。遺物は細片が少量出

土している。検出がE面であり、堆積する土の色から、古墳時代中期のものと考えられる。(三木)
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第 5節 その他のl時期の遺構と造物

1.概要

穿~ 5節その他の時期の遺情と遺物

本節では、これまで述べてきた以外の時期の遺構と、詳細な時期決定を行えない遺構、および遺構

外出土遺物を報告する。逃構については、古墳時代前期の土器を含む造物包含陪である H府と、古代

を最新とする遺物を古むA層 (1暗褐色流士)を挟み、これらの上而以上で検出した遺構と、下面以下

で検出した遺構に大別した。一苦払本来の検出面で把握できなかったものがある。これらについては

ピットを除き、埋土 ・形態等の検討からどちらに帰属するものかを判断している。後者には、竪穴 1

基招立柱建物 4椋 土 坑35基が帰属する。前者には、土坑11基 ー構 1条が帰属する。後者のうち士

十B

c 

o t畑 出

J 

一-K

図90 その他の時期遺構配置図 (1)古墳時代前期以前
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第 3章押平尾無遺跡の調査

坑48~61は、形態・配置等から落し穴状遺構と判断した。前者のうち、土坑69~72は、近世の遺物包

含麿である I層を掘り込んで、構築していることから、近世以降の所産である。ピットは、時間的な制

約から、その大半が本来の検出面以下での検出である O このため、本節にまとめて報告する。

遺物については、近世後半を最新とする遺物を含む I層および、古墳時代前期以前の遺物を含むE

層の包含層、古墳時代初頭以前の遺物を含むB層(褐色流土)および平安時代以前の遺物を含むA層

(暗褐色流土)の東西斜面流土、表土その他の遺物を報告する。(湯川)

2 .古墳時代前期以前の遺構

竪穴 5 (図91、図版37-5、表44)

E. F 7グリッドで検出。平面形は正方形に近く、規模は南北3.0m、東西2.9m、深さ20cmを測る O

床面は地山で、壁に沿って深さ 5cmの溝がめぐる。形態から簡易な建物跡の可能性がある。(北)

掘立柱建物10(図旬、図版36-4、表34・45)

G 6グリッドで検出。桁行 2問、梁行 1間で、桁行(長軸)約3.4m、梁行(短軸)約2.3mを測る O

主軸は尾根方向にほぼ平行する。⑦・③層は掘り方込め土の可能性が高く、⑤層は柱痕跡の可能性が

高い。 P6の柱痕跡内から、柱材の一部の可能性がある拳大ほどの炭化材が出土しており、樹種同定

の結果アカガシと判定されている(第 6章第 5節参照)0 北)

掘立柱建物11・12・13(図92・93、図版36-5， 37 -1 ~ 4、表35・45)

平坦部北側、 D6グリッドに位置する。主軸は、ほぽ尾根筋に直交している。規模はすべて桁行 2

間×梁行 I間で、柱穴の底面レベルは55.50mで、ほほ揃っている O 平面での切りあい関係の観察から、

、白

A 

56.60m 

図91 竪穴 5
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第 5節 その他の時期の遺構と遺物

11→12→13の順に構築されたと判断した。

掘立柱建物11は、柱間間隔にはばらつきがあり、平面形も平行四辺形を呈している。掘立柱建物12・

13よりも規模は小さく、堆積している土の色調も暗い。 P1・3・4・6で柱痕を確認した。掘立柱建

物12・13は、桁行方向の柱聞が203m程度で、揃っており、規模・堆積している土の色調もほぼ同じである O

共に、柱は抜き取っていると考えている。遺物は、細片が少量出土しているピットもあるが、時期を

確定できるものはない。掘立柱建物12・13は共通性が多い事から、建て替えの可能性がある o (三木)

掘立柱建物14(図93、表38・45)

F . G， 5' 6グリッドで検出。桁行 2問、梁行 1間で、桁行(長軸)約209m、梁行(短軸)約
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図92 掘立柱建物10・11
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掘立柱建物12

①灰褐色土(地山プロック少量滋)
②にぶい黄褐色土(地山プロック多く混)
③陪褐色土(地山ブロッ夕、炭化物少量i昆)
④にぶい褐色土(地山プロック多く、炭化物微量混)

表36 掘立柱建物12ピット一覧表

No. 
長径 短径 深さ 底面の
C皿 C皿 C皿 標高m

P1 74 50 70 55.5 

P2 57 54 60 55.6 

P3 57 55 70 55.54 

P4 62 51 68 55.56 

P5 38 37 74 55.50 

P6 57 47 76 55.48 

56.60m P2 

〆~G( ノ

P6 I P1 

①灰黄色土(炭化物小量混)

/も
②にぶい黄褐色土(地山ブロッ夕、炭化物少量混)
③暗褐色土(地山ブロック多く、炭化物微量混)

¥ ど金
④にぶい黄褐色土(地山ブロック多く混)
⑤にぶい黄褐色土

P5 (しまりややなし。地山ブロック多く混)

表37 擁立柱建物l3ピット計測表
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図93 掘立柱建物12~14
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No 
長径 短径 深さ 底面の
C皿 C皿 C皿 標高羽

P1 75 52 66 55.5 

P2 57 53 66 55.6 

P3 (58) 56 76 55.5 

出
62 (52) 62 55.5 

40 37 62 55.5 

57 47 49 55.5 

①褐色土

表38 掘立柱建物14ピット計測表

No. 
長径 短径 深さ 底面の

C皿 C皿 C皿 標高m

P1 36 34 66 56.4 

P2 35 32 46 56.6 

P3 46 35 27 56.8 

P4 40 34 66 56.3 

P5 32 26 35 56.6 

P6 40 33 32 56.7 I 



第 5節 その他の時期の遺構と遺物

1.9mを測る。主軸方向は尾根方向に直交する。柱穴内には褐色土が堆積している。

テラス15(図94、図版38-1) 

C 5・6グリッド斜面肩部で検出。テラス16、テラス 3に隣接し、テラス19を切っている。半楕円

形を呈し、長軸約2.6m、深さ25cmを測る。床面は地山削り出しで、壁に沿って深さ約 5cmの溝が切ら

れる。壁溝をもつことから建物跡の可能性がある。( 北)

(北)

テラス16(図94、図版38-2) 

C 6グリッド斜面肩部で検出。テラス15に北接する。方形を呈し、長軸約1.8m、深さ15cmを測る。

①層がB層に対応する。地山削り出しで、平坦面を造っており、作業場として利用するためや、建物建

築のために造成した平場と見られる。(北)

テラス17(図94、図版38-3) 

B5・6グリッド、調査地北端部に位置し、遺構の一部は調査地外に延びる。遺存状態は悪い。①

層がB層に対応する。長軸約2.5m(検出部分)、深さ17cmを測る。地山削り出しで平坦面を造ってお

り、作業場として利用するためや、建物建築のために造成した平場と見られる。(北)

テラス18(図94、図版38-4) 

C 5グリッド斜面部に位置する。不整矩形を呈し、長軸約2.9m、深さ25cmを測る。南側の一部は土

坑16に切られる。遺構の流失が大きく、平坦面はわずかしか残っていない。①層がB層に対応する。

平坦面は地山削り出しで造られる。残存する平坦面からは外れているが、付属すると考えられるピッ
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④にぶい褐色土(炭化物多く j昆)
③にぶい褐色土(国府ブロック混)

①褐色士(暗褐色土混)
②にぶい褐色士(炭化物混)
③明褐色士(風化安山岩混)

1:80 2m 

図94 テラス 15~18
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第 3章押平尾無遺跡の調査

¥ 

ι=¥ 
①褐色土(炭化物少量混)
②にぶい褐色土(しまりやゃあり)

¥ 

①にぶい褐色土(炭化物少量混)

¥ !  

E三jE
γτ 』

~l 

庄三フ
テラス19 ①褐色土(炭化物少量i昆)

②黄褐色土(炭化物少量混)
③黄褐色土(②厨よりやや明るい。しまりなし)
④明褐色土
⑤にぶい褐色土(炭化物少量j昆)

事、 、¥九goo-mm 
テラス21

E
C∞.苫

テラス20

テラス23

テラス22

①燈褐色粘質土(にぶい褐色土小プロックi昆)

1:80 2m 
①程褐色粘質土(にぶい褐色土小プロック少量j昆)

図95 テラス 19~23

ト26を検出している。ピットの存在から建物跡の可能性も考えられる。

テラス19(図95)

C 5・6グリッド斜面肩部で検出。重なって造られたテラス15に上面の一部を切られる。平坦面の

流失も大きく、遺存状態は極めて悪い。方形を呈し長軸約1.7m、深さ20cmを測る。地山削り出しで平

坦面を造っており、作業場として利用するためや、建物建築のために造成した平場と見られる。(北)

(北)

テラス20(図95、図版38-5) 

E2グリッドの斜面部に位置する。平面不整形で、長軸約2.1m、深さ35cmを測る。平坦面は地山削

り出しで造られ、床面に掘り込まれた深さ約35cmのピットを 1基検出している。ピットの存在から建

物跡の可能性もある。(北)

テラス21 (図95)

C 5グリッドの浅い斜面部に立地する。方形を呈し、長軸約4.0m、深さ30cmを測る。①層がB膚に

相当する可能性がある。地山削り出しで、平坦面を造っており、作業場として利用するためや、建物建

築 の た め に 造 成 し た平場と見られる。(北)

テラス22(図95、図版38-6) 

G 7グリッドの斜面肩部に位置する。遺存状態は比較的よい。平面不整形で、長軸2.2m、短軸約

1.5m、深さ30cmを測る。地山削り出しで、平坦面を造っており、作業場として利用するためや、建物建

築 の た め に 造 成 し た平場と見られる。(北)

テラス23(図95、図版38-7) 

G7グリッドの斜面肩部に位置する。平面形は不整形で、長軸約2.2m、深さ25cmを測る。地山削り出
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、¥人

56.l0m 

土坑27 ×二 l-y土坑28
------

57.30m 

P与

57.40m 
土坑29

A A' 

、、
、
¥

¥

 

¥

¥

 

¥

¥

 

¥
 

戸

①褐色土(炭化物少量混)

②褐色土 (N'V周粒、炭化物混)

¥ --一一一
『

4 

56.30m 

①にぶい黄褐色土(やや粘質。褐色土プロック混)

/~ I~ 

①暗褐色粘質土(炭化物、
黒褐色土小プロック少量混)

②褐色粘質土(にぶい黄褐色土大粒混)
③11音褐色粘質土

(にぷい黄褐色土大粒多量混)

-a、、

土坑31
56.00m 

----"" 土坑30

E 
Cコム
日引

巴1-<

①階褐色土(やや粘質)
②暗褐色粘質土(やや明るい)
①暗褐色粘質土(やや暗い)
④にぷいJ燈褐色土
⑤H音褐色粘質土
⑤にぶい授褐色粘'1Ii土

a:褐色土 (N層プロック、炭化物混)
②褐色土(①層よりやや明るい。炭化物少最j昆)

抗日
v F50 

57.20m o 

1:2 5cm 

①褐色土 (N'V層粒、炭化物混)
②陪褐色土(褐色土粒多く、炭化物混)
①褐色土

江褐色土
②褐色土 (ill'N層ブロック、炭化物混)
③明褐色土(褐色土プロック混)
④褐色土(炭化物混)

0 ド40 1m 

図96 土坑27~33および出土遺物
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第 3章押平尾無遺跡の調査

ーにJ?~_-.
56.50m 

57.70m 

①にぶい褐色土(炭化物ごく少量混)

CI褐色土(やや暗い。地山粒、炭化物混) 〆
②褐色土(①厨よりやや明るい。地山プロッ夕、炭化物混 y'
@:褐色土(やや暗い。地山プロッ夕、炭化物混) 〆

/ 

)一 ¥Ff
上坑37 vf T 

57.l0m \_.J-~ 土坑38

①褐色土(炭化物少量混)
②H音褐色土(焼土少量、炭化物多量j見)
③明褐色土(羽層ブロック多量混)

55.20m 

①褐色土(羽周ブロック多量混)
②褐色土

図97 土坑34-39

57.60m 

CDE音褐色粘質土(にぷい黄褐色土粒ごく少量混)
②褐色粘質土(にぷい賞褐色土粒少最混)
③褐色粘質土(にぷい黄褐色大土粒多量混)

¥ 

土坑39

57.70m 

a::褐色土
(②層よりにぷいo N. V厨粒、炭化物少量j昆)

②褐色土(炭化物混)
③明褐色土 (N'V層プロック多量、炭化物少量混)

1:40 1m 
t 一一一 一」

しで平坦面を造っており、作業場として利用するためや、建物建築のために造成した平場と見られる。

(北)

土坑27(図96)

D5グリッド検出。竪穴住居18に切られる。円形を呈し、径約l.lm、深さ約30cmを測る。(北)

土坑28(図96)

F 5グリッド検出。竪穴住居 lを切る。長楕円形を呈し、長軸約1.2m、短軸約O.9m、深さ約10cm

を 測 る。(北)

土坑29(図96、図版39-1・2) 

F 3グリッドで検出。埋土はブロックを多く含むので、人為的に埋められた可能性がある。竪穴住

居 7に切られる。楕円形を呈し、長軸約l.2m、短軸約O.8m、深さ約60cmを淵る。(北)

土坑30(図96、図版39-3・4) 

F 7・8グリッドの援斜面に位置する。西側はかなりの部分が流失している。いわゆる袋状土坑で、

長径約1.7m、短径約1.3m、深さ約50cmを測る。埋土①層がA層に 対応 する 。(北 )

土坑31 (図96)
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第 5節 その他の時期の遺構と遺物

/土坑40

土坑41
:戸1J

ヤ

¥ 

土坑12

、『民1、

56.60m 
57.20m 、、--

56.00m 

If)-

①暗褐色土
②褐色土

①褐色土(暗褐色土粒多最、炭化物少量混)
a:褐色土(①厨より明るい。 rn.w層ブロック多量j昆)

①lこぶい燈褐色土(にぶい褐色土大粒j昆)

Y 
¥ 

¥ 
、札

、」

¥
 

57.30m 
土坑44

57.00m 
土坑45

①褐色土(地山賀土粒i昆)

トCコご
↓l
寸

1
1
1
1
j

了
f

穴

一

竪

土

¥¥ 

①H音褐色土(地山ブロック混)

01:40  1m ①灰褐色土(炭化物混)
②明褐色土(灰褐色土粒、炭化物混)

図98 土坑40~47

D5グリッドで検:出。

m、i栗さ約30cmをilUる。

土坑32(図96)

D5グリッドで検出。褐色流入土と地山崩落土で埋まった後に、竪穴住居18に切られる O 東壁側は

断面フラスコ状を呈する。残存値で、長軸約1.3m、短軸約0.4m、深さ約70cmを測る o 北)

土坑33(図96、図版39-5) 

一部を竪穴住居20に切られる O 平面形は楕円形で、長軸約0.7m、短軸約0.5

(北)

E5グリッドで検出。いわゆる袋状土坑で、径約0.8m、深さ40cmを測る。万子の柄部分の可能性が

ある棒状の鉄製品F50が出土している 。(北)

土坑34(図97)

G4グリッドで検出。平面楕円形を呈し、長軸約1.0m、短軸約0.7m、深さ40cmを測る。(北)
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第3宣伝 抑平尾無遺跡の関査

土坑35(図97、図版39-6) 

G7グリッドで検出。平聞は不整円形を呈L、径約0.8m、深さlOcmを測る。

土坑36(図97、図版39-7l 

F 3 . 4グリッドで検出。平面隅丸方形を呈し、長軸約1.4m、短軸約O.8m、

色町流入土によって埋没した後に、掘り返しを受けている。

土坑37(図97)

(北)

深さ約20cmを測る。禍

(北)

G 6グリッドで検出。円形を呈し、長軸約O.7m、短軸約O.6m、深さ約50cmを測る。喧層は込め土

の可能性が高い。形態的にもピットに近いので、柱の抜き取りを受けた柱穴と思われる。 (北)

土坑38(図97、Ilil版39-8) 

CD7グリッドで検出。上面を竪穴住居12に切られる。平而形は梢円形を呈し、

紬約l.Om、深さ約40cmを測る。

土坑39(図97)

長軸約l.2m、短

(北)

F7グリッドで検出。平面形は楕円形で、長軸約1.6m、短軸約LOm、深さ約50cmを測る。(北)

土坑40(図98)

F 4グリッド検出。土坑12、P263に切られる。円形を呈し、径約0.6m、深さ15cmを測る。(北)

土坑41(図98)

E6グリッドで検出。円形を呈し、径約0.9m、深さ20cmを測る。 (北)

G 

4 ω "， 

図99 土坑48-61(落し穴状週構)配置図
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55.70m 

q褐色土
②にぶい褐色土 (ill'NJ習プロック少量、炭化物j昆)
e褐色土 (N-VIIl'lプロック混)
④明褐色土 (VI厨プロック層、褐色士混)
⑤褐色土 (N・VRll粒少量滋)

10③ 

56.60m 土坑51

①褐色土(炭化物少量混)
②褐色土 (N'V層プロック、炭化物多量混)
③時褐色土(しまりややなし。 N'V層プロック混)
@:褐色土(しまりややなし。 H音褐色土粒混)

55.50m 

①褐色土
②lこぶし、褐色土

(N屑プロック o 炭化物少量j昆)
③褐色土
④明褐色土(\~層プロック)
③黄褐色土(明褐色土プロック混)
⑥褐色士

/ 
/。

第5節 その他の時期の遺構と遺物

/ 

ーコ
土坑50

55.70m 

①明褐色粘'l't土
(しまりあり o V . VIJ習プロック主体)

ci褐色土(黄褐色土粒少量、炭化物混)
③褐色粘質土 (N'V層プロック、炭化物j見)
④暗褐色土 (N'V層粒少量j昆)
a校褐色士(しまりなし。 i尤石層有)
⑥灰褐色土(しまりなし)

A A' 

白

戸口
O
自
由
山

田

一

A

坑土

①にぶいH音褐色土(炭化物混)
@fi音褐色粘質土
③にぷい黄褐色土
④H音褐色粘質土

1:40 1m 

~--------------~ 

土坑42(図98)

G7グリッド、斜面肩部で検出。楕円形を呈し、長軸約1.2m、短軸約l.Om、深さ約40cmを測る(北)

土坑43(図98)

F2グリッドで検出。平面形は不整矩形を呈し、長・短軸約O.6m、深さ約lOcmを測る。(北)

/ 
勺

56.90m 
A 

図100 土坑48~52
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第 3章押平尾無遺跡の調査

、久1

57.00m 
土坑53

土坑44(図98)

/ 
B 

--___/ E 

57.30m 
B 

①明褐色粘質土 (V層粒多蚤混)
②褐色土(炭化物少量i昆)
CI褐色土 (VT胞ブロック混)
④褐色土(灰褐色粘質土ブロック多量i昆)
⑤黄褐色砂質土
⑤黄褐色土(褐色土粒混)

図101 土坑53・54

Cコi

土抗54 ~I ¥< .:f:!A:54 ~I< 

B' 

①暗褐色土(明褐色土i昆)
②黒褐色土(明褐色土プロック少量混)
③黒色土(明褐色土ブロック少量混)
④褐色土(黒褐色土j昆)

1:40 1m 

F4グリッドで検出。土坑 7に切られる。残存値で、長さ約0.8m、深さ約10cmを 測る 。(北)

土坑45(図98)

F4グリッドで検出。隅丸方形を呈し、長軸約l.lm、短軸約0.9m、深さ約10cmを測る o 北)

土坑46(図98)

E 6グリッドで検出。長楕円形を呈し、長軸約l.lm、短軸約0.5m、深さ約15cmを測る o 北)

土坑47(図98)

G6グリッドに位置し、竪穴 2、竪穴 3に切られる O 残存部で長さ約1.2m、深さ約30cmを澗る(北)

落し穴状遺構

深い掘り込みと底面ピットを有する土坑を14基検出したO 各土坑の埋土は褐色~暗・黒褐色の近似

した土質を見せる。調査区西南の谷に位置する土坑61以外は、正陵上平坦部を中心に分布する。平坦

部での分布は、平坦部東縁部付近に分布する一群(土坑48・49・50・51・52・53) と、調査区南部で尾根

を横切るように分布する一群(土坑54・55・56・57・58・59・60)のニ者に大きく分けられる。前者のうち、

土坑48・50・51・52の4基は南北にほぼ直娘に並び、列配置をとる可能性が高い。また、 4土坑の長軸

方向はいずれもほぼ北北東一南南西でそろい、列方向に対して直交している O 土坑49もこの列配置と

一連のものの可能性もあるが、列から東に外れ、長軸方向もそろわない。後者の一群の中には列配置

を見せるものはなく、軸方向もそろわないので、すべてが相互に有機的な関連を持つ可能性は低い。

これらの土坑は縄文時代の「落し穴」とされる遺構に共通した形態を有しており、列配置をとるも

のや埋土に縄文土器を含むものもある。こうした点からこれらを「落し穴状遺構」と認定しておく O

(北)
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ムーーーム
ーー 土坑55

56.50m 

/ 

土坑56

第 5節 その他の時期の遺構と遺物

/ 

57.80m 

①にぶい黄褐色土
(明褐色プロック、炭化物混)

②灰褐色土(しまりややなし。炭化物混)

①黒褐色土(地山明褐色土ブロック、炭化物混) ③不明
②灰褐色土(プロック状)
③i炎灰褐色土(プロック状。微細炭化物i見)
④黒褐色土(地山明褐色土プロック、炭化物混)
⑤黒褐色土(地山明褐色土プロック、炭化物混)
⑥灰褐色土(地山明褐色土プロック、微細炭化物混)
⑦淡灰褐色土(微細炭化物混)
③不明

①黒褐色土(地山明褐色プロック少量混)
②黒灰褐色土(明褐色土多量混)
③灰褐色土(粘性あり)
④黒灰褐色土(明褐色土j昆)
⑤不明

、~

百己
土坑58

57.40m 
掘立柱建物3P2 

①暗褐色料i質土(褐色土プロック、 N層ブロック少澄混)
②黒褐色粘質土(褐色土プロック、炭化物少量混)
③にぶい黄褐色土

③褐色粘質土(にぶい黄褐色土小粒、炭化物ごく少最混)

/ 
57.30m 

A 

57.30m 
A 

図102 土坑55~59

A' 

白

E
C的
.
h
b

①やや暗い褐色土(しまりややなし。
地山プロック、炭化物混)

②暗褐色土
(地山プロック、炭化物混)

1:-10 皿

土坑48(図100、図版40-1) 

C 5グリッドの平坦面肩部からわず、かに下った緩斜面地に位置する。楕円形を呈し、長軸約1.3m、

短軸約0.8m、底面までの深さ約130cmを測る。底面に、長軸35cm、短軸25cm、深さ34cmのピットを 1
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第 3章押平尾無遺跡の調査

、土米

包JJii'褐色二上(明褐色土ブーロックごく少致、炭化物ifu
ミ舎にぶい黄褐色土(微調11炭化物混)

②にぶい黄褐色土(②!百よりやや11苦い。微量11炭化物iJtl
②11苦悩色土(①股よりやや明るい。微細炭化物混)

⑤にぶい賞褐色土(微細炭化物i昆)
⑤にぶい1ttif;1色ニi二(②約よりやや切るい。微細炭化物混)

土坑60
ロ
目
(
)
ト
.
甲
山

の叫
d

ハU
nノ
M

ハO
U

l:-1 10cm 

¥ 
つもつ。 (北)

土坑61

土坑49(図100、図版40-2) 

D5グリッドの平坦面肩部に位置する O 一部をテラス 6に

切られる。平面楕円形で、長軸約0.9m、短軸約0.8m、底面

までの深さ 150cmを測る O 径約15cm、深さ32cmの底面ピット

47.90m をIつもつO

土坑50(図100、図版40-3) 

D5グリッド平坦面に位置する O 竪穴住居20によって上面

を削平されている O 楕円形を呈し、残存部で、長軸約1.2m、

短軸約 1m、深さ約80cmを測る O 長軸40cm、短軸20cm、深さ

40cmの底面ピットを 1つも つ 。(北)

(北)

土坑51 (図100、図版40-4) 
1:40 1m 

D4グリッド平姐面に位置する O 西側の一部を竪穴住居 5

に切られる O 平面形は楕円形で、長軸残存値約1.2m、短車111

約0.8m、深さ約150cmを測る O 長軸40cm、短軸20cm、深さ40

cmの底面ピットを 1つもつo 北)

土坑52(図100)

E4グリッドの平姐面上に位置する。平面形は楕円形で、

長車1I1約1.3m、短軸約0.9m、深さ約140cmを測る o 3つの底面

ピットが底面中央付近で長軸方向に密に並んでいる O 底面ピ

①11奇術色縦i'I'i二上(黒褐色士火粒、砂粒j昆)
②11fT褐色粘n二|二(①!国よりl1tlぃo mtiil色土大校、砂tla昆)
会1111褐色者li'I'i土(①!自より淡い。 A1A褐色土火粒、砂粒j見)
@褐灰色砂際土 (11苦褐色土フeロック少汲混)

~1Iì'i褐色砂'ftj: (にぶい~'fl.褐色土小フ。ロック少J;liJlD
@II昔褐色砂'iitj二(俗色土フ'ロック少五三j昆)

.(J)i炎褐色砂I緩ニ!こ
③11奇褐色ニl二砂'I'ij二(褐色土小ブロック少鼠j見)
⑤不rYl

図103 土坑60・61および出土遺物

ットは、それぞれ筏20cm前後、深さ25cmから30cmを測る O

土坑53(図101、図版40-5) 

調査区北部、 D6グリッドの尾根中央付近に位置する O 上面は大部分が竪穴住居 9に削平されてい

(北)

るO 平面不整円形で、径約1.3m、深さ約170cmを測る O 北側にテラスをI段もち、その対面の壁面は扶

れて南に拡がる O 径26cm、深さ28cmの底面ピットを Iつもつ。他の落し穴状土坑と形態的に差がある

が、 埋 土 は 列 配 置 を な す も の と ほ ぼ 同 一 の 褐色土が 中心にな る。( 北)

土坑54(図101、図版40-6) 

調査区南東部の平坦面上、 F3・4グリッドに位置する O 北半部上面を竪穴住居16に切られる O 隣

接する土坑55と長軸方向がほぼそろう O 平面楕円形で、長軸約1.4m、短111111約0.9m、深さ80cmを測る O
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径約20cm、深さ約50cmの底面ピットをIつもつ。

土坑55(図102)

第 5節 その他の時期の遺構と造物

(北)

調査区南東部の平坦面上、 F4グリッドに位置する。埋土は掘り返しを受け、更にピット 157が掘

りこまれている O 埋士下層は土坑54の埋土と近似する褐色土である O 平面形は楕円形で、長WUI約1.6m、

短軸約0.9m、深さ約110cmを測る O 長軸30cm、短軸18cm、深さ45cmの底面ピットをIつもつo 北)

土坑56(図102、図版40-7) 

F4グリッドで検出。長軸はほぼ正陵主軸方向に沿う。東側を土坑11に切られる O 平面形は楕円形

を呈し、長軸約1.3m、短軸約0.9m、深さ約90cmを測る O 径約30cm、深さ50cmの底面ピットを 1つも

つo 北)

土坑57(図102)

F4グリッドで検出。竪穴住居13に上面を削平される O 平面形は楕円形で、残存値で、長軸約l.2m、

短軸約1.0m、深さ約60cmを測る。径約30cm、深さ50cmの底面ピットをIつもつ。埋士①層は竪穴住府

13の貼り床で、②層灰褐色士が堆積土で、ある o 北)

土坑58(図102)

F. G 5グリッド検出。長判iは丘陵主軸方向に沿う。楕円形を呈し、長車IlJ約l.2m、短軸約0.9m、深

さ約80cmを測る O 方形の底面ピットを 1つもち、長軸30cm、短軸20cm、深さ45cmを測る o 北)

土坑59(図102)

F. G 5グリッドで検出。長車111は丘陵主軸方向に沿う。平面楕円形で、長ijilll約l.lm、短軸約0.8m、

深さ約110cmを測る O 径25cm、深さ50cmの底面ピットを 1つもつ。(北)

土坑60(図103、図版社-1)

調査区南縁部の G6グリッドに位置する。竪穴住居 7に上面を削平される O 長軸は正陵主軸方向に

沿う O 平面形は隅丸方形で、残存値で、長軸約1.1m、短軸約0.9m、深さ約50cmを測る。径20~25cm、

深さ30cmの底面ピットを 1つもつ。本土坑内からは縄文土器の小片・細片が15点出土している O

208は外面に RLの縄文が施される。 209は刻み目隆帯を有する。また、図示し得なかった細片に、

表裏に縄文が施された痕跡の残るものがある。これらはいずれも早期後葉から前期前葉にかけてのも

の であろう。 (北 )

土坑61 (図103、図版社一 2) 

他の落し穴状遺構と立地を異にし、調査区南西端J9グリッドの谷斜面に位置する。楕円形を呈し、

長軸約1.3m、短軸約1.0m、深さ約100cmを測る O 径15cm、深さ25cmの底部ピットを 1つもつo 北)

3 .古墳時代中期以降の遺構

土坑62・63・64(図105、図版41-3・4) 

D5グリッドの平坦面東縁部の I層上面で検出した。いずれの土坑とも埋士に炭化物を大量に含み、

土坑63には焼土も見られる。近世以降の製炭土坑と考えられる。(北)

土坑65(図105)

C 6グリッドで検出。平面隅丸方形を呈し、長さ約0.9m、深さ約10cmを測る。 (北)

土坑66(図105)

D 6グリッドで検出。竪穴住居 9を切る。平面不整形で、長軸約0.7m、短軸約0.6m、深さ約15cm

を測る o 北)
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第 3章 抑平尾無遺跡の開査

土坑67(図105)

D6グリッドで検出。竪穴住居 9を切る。残存部分で、長さ約O.5m、深さ約30cmを測る。(北)

土坑68(図106)

E6グリッドで検出。平面楕円形を呈L、長軸約l.Om、短軸約O.7m、深さ約lOcmを測る。(北)

土坑69(図106)

F 2グリッドで検出。平而隅丸長方形を呈L、長軸約l.lm、短軸約0.6m、深さ約40cmを測る。(北)

土坑70(図106)

A. B 4グリッド、東側の谷底検出。埋没後の溝 6を切る。平而円形で、径約l.5m、深さ約80cmを

illjる。 (北)

3

十

_1局側

0..刷。

図104 その他の時期遣情配置図(2 )古繍時代中期以降
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¥ / 、可九

56.l0m 

56.lOm 

①にぶい褐色土(黄褐色土を層状、炭化物少量i昆)
②陪褐色土(炭化物混)

①炭化物局(褐色土混)
②暗褐色土(炭化物混)

③褐色土(炭化物多く混)

I ~十、
/' ---一一、、}

(U 
56.l0m 士坑65

56.70m 

¢黒色土

土坑71

49.90m 

①褐色土(階褐色土ブロック混)

¥ 

ロ坑66
56.lOm 

図105 土坑62~67

-~コ-
土坑69

57. 10m 

①褐色粘質土(にぶい褐色土枝、炭化物混)

/ 

-cヨ二

図106 土坑68~72
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-([三64一

56.00m 

¥ 

①にぶい褐色士(黄褐色土を扇状に混)
②暗褐色士(炭化物混)
③褐色土(炭化物多く混)

¥ 

一四二

0 ド40 皿

，イコごでヘ

ノ
46.00m 

①11音灰褐色士(褐色土粒、炭化物j昆)
②暗褐色士(褐色土粒少最混)
③黒褐色土(黄褐色土ブロック混)
④黒褐色土(黄褐色土プロックを層状に混)

1:40 1m 



第 3'，'者押平尾無遺跡の調査

土坑71 (図106)

西斜面 18グリッド検出。楕円を呈し、残存部長軸約1.0m、短ヰiru約0.8m、深さ約30cmを測る o (北)

土坑72(図106)

F 2グリッドで検出。平面隅丸長方形を呈し、長軸約0.7m、短車rhO.3m、深さ 15cmを測る o 北)

溝 6 (図107、図版41-6) 

A.B4グリッド、正陵東斜面の谷底付近に位置する O 形態は、等高線にほぼ直交する直線状であ

るO 検出した長さは約4.2m、ljI日約1.0m、深さは平均で、約60cmを測る o i茸埋土は黒褐色土が主体にな

り、周囲の黄色系の土の崩落堆積がみられる。 i梓埋土からは、少数の土器とともに、加工痕ある剥片

S 19や石鍛が出土している O

遺構の時期は、埋土および土器から古墳時代中期以降と判断した。

/ ! ， !f 

、

「 5注勺勺にE百午iじ;三二二二:二:
\~、4久、1.-戸:...---~

48.00m 
C 

45.00m 

1:80 2m 

-一一

〈ご二コク7

凹浜

c' 

①11苦灰俗色土(褐色土粒j比)
11)11苦褐色ゴニ
③1W灰色土(しまりややあり、 f，lil'J:ゃゃない
岳黄色土(しまりややあり、粘性あり)
三会黒褐色こl:(褐色こi二7'ロックj比)
⑤烈倒包jニ(褐色土ブロックをIf!l状にife)
⑦裁褐色二!こ(黒褐色土粒混)

2:3 5c凪

図107 溝 6および出土遺物
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第 5節 その他のi時期の遺構と遺物

4. ピット(図108、表40~43)

調査区平坦部を中心に、多数のピットを検出した。その大半が、平坦部に集中する O 特に、柱痕跡

あるいは、柱抜き取り痕跡を確認しうる柱穴は、尾根頂部付近にのみ確認している O 特に、調査区南

端の平坦部には、深さ30cmを超える柱穴が多数分布している O これらは、調査区外へと延びる掘立柱

建物の柱穴になることが想定される O 調査期間の制約上、その大半は本来の検出面以下での検出であ

るO このため、良好な遺物が出土していないピットの詳細な時期決定を行うことはできなかった。し

かし、その他の遺構の土色から、褐色系の土が堆積するピットは古墳時代前期以前、暗褐色系の埋土

を持つピットは古墳時代中期以降の所産と考えられる o 湯)11)

/ 396 0391 
3DI<対1 0:)92 

398-よも却50:!悶
却式て n 03同¥，.Q.lllO口n. ... -却i

、て叩I

01:淵
内.(D307

308" " 

口26
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040-1 
04α} 

406 
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0408 

o 
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040ラ

6'423 
122 052"1 
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0519 

0151 
535 

O 0520 0526 
101 5却

0180 

※建物1~14は掘立柱建物

o
y
--O

円
-oz 

。
お5

 

1:400 10m 

図108 ピット配置図
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第 3章押平尾無遺跡の調査

¥ 
/‘ぷ¥。ゐ七@

P4 P5 P6 。
P7 。P3

@ 

P8 Q> ~ 
'" P9 (Q) P2 

4@pl 

ミーr 

58.00m 

A P2 

58.00m 

B P6 P8 
B' P4 -;;: 

『区¥ι

。
57.70m 56.90m 

①時褐色土
(土器多量j昆。炭化物、 N・V層粒少量混)

②明褐色粘質土
(V • \~層プロック主体。 11音褐色土j昆)

①暗褐色土
(IV' V厨プロック多く混)

210 

" 
1:4 10c回

F51 

表39 ピット群ピット計測表

No. 長径 短径 深さ 底面の

CID CID CID 襟高m

P1 20 17 26 57.2 

P2 26 22 18 57.2 

P3 20 16 12 57.3 

P4 26 23 18 57.3 

P5 15 15 21 57.3 

P6 23 21 27 57.2 

P7 20 19 21 57.3 

P8 24 20 28 57.2 

P9 22 20 32 57.1 

①褐色土(にぶい褐色粘質土粒、炭化物混)

1:40 1m 

一⑤-
56.90m 

1:20 50cm 

①H音褐色土(炭化物、焼土混)
②時褐色土(①騎より暗い。炭化物混)
③明褐色土 (ill'N悶ブロック主体。

階褐色土プロック混)

ピット 127:210 

ピット72:F51 

ピット 127:F52 

向

川

)

1:2 5crn 

図109 ピット群・ピット127・72・140および出土遺物

ピット群(図109、表39)

平坦部南東端の傾斜変換点付近で検出した。径10cm程度の小ピットが、半円形に並んでいる。各ピ

ット間の距離は、一定しないものの、土色・形態とも類似している O 北半は流失しているが、ピット

の配置から直径約2.6mの円形を呈していたと推測できる O 円形の平地住居の可能性がある o (湯川)

ピット127・72・140(図109、表40・41、図版41-5) 
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第 5節 その他の時期の遺構と遺物

ピット 127は、平坦部南東端、 G2グリッドで検出した。柱抜取り痕(①層)から、古墳時代前期

前葉に比定できる土師器壷が出土している。胴部破片は底面より 20cmほどのレベルにまとまっており、

肩部・口縁部はその上に横位で出土した。建物廃施に伴う祭杷の可能性がある O

ピット72・140は、平坦部中央付近で検出した。ピット72からは模状鉄製品のF51が、ピット140か

らは万子柄部のF52が出土している O (湯]11)

表40 ピット計測表(1) ( )は残存値cm、底面高は標高m
P No. 長翰一短車由，深さ c皿 底街角 土色/備考 P No 長車曲一銭戦，深さ c皿 底街角 土色/備考

P1 80.0-53.0 54.6 49.76 日音褐色/東斜面 P69 
P2 46.0-42.5 I 19.7 49.75 階褐色 P70 69.0 ; 69.9 56.09 備考:P71を切る

P3~9 欠番 P71 75.0 I 80.1 56.01 備考:掘立柱建物11…P6
P10 53.0 I (20.5) 55.85 P72 45.5-39.5 I 63.8 56.62 暗褐色

P11 77.5-51.5 I 30.0 54.54 P73 精灰色

P12 45.0 (56.0) 53.97 P74 55.0…48.0 70.8 55.42 備考:擬立柱建物ll-P4
P13 36.5-26.5 18.0 55.77 P75 38.5-38.0 62.1 55.46 係考:摺立柱建物12，13-P5
P14 30.0-28.5 I 20.5 55.61 P76 46.0 I 64.4 55.50 備考.掘立柱建物ll-P5
P15 24.0-22.0 I 8.5 55，62 P77 55.0-47.5 I 48.6 55.54 備考泡立柱建物12，13-P6
P16 52.5 I (19.3) 51.69 綴考:アフス12に切られる P78 47.0-44.5 I 68.3 55.36 備考:掠!立柱建物11-P6

Pl7，18 欠番 t 備考:溝1に変更 P79 48.0 29.0 56.28 時褐色

P19 備考:竪穴住蔚2を切る P80 43.0-37.0 47.0 55.95 時褐色

P20 P81 34.5-32.5 I 25.9 56.51 暗褐色

P21 22.5 I 32.0 54.39 P82 60.0 I 61.7 55.51 備考:掘立柱建物12-P4
P22 時褐色 P83 80.0…65.5 I 89.2 55.90 備考:擁立柱建物5-P4
P23 26.5-23.5 I 36.4 53.99 E音褐色 P84 46.5-45.0 I 43.4 56.27 時褐色

P24 28.5-27.5 24.5 53.88 褐色 P85 51.5…45.5 45.9 56.51 階褐色

P25 褐色 P86 47.5-44.5 I 81.6 56.10 結褐色/扱立柱建物6-P4
P26 47.0-42.5 I 29.3 52.38 にぶい褐色 P87 41.0-35.0 I 51.2 56.54 褐色

P27 46.5-32.0 I 55.1 53.75 精褐色/P12，23と遥か P88 45.5-42.0 I 23.9 56.53 暗褐色

P28 44.0 ~ (37.3) 53.15 lこぶい褐色 P89 40.0-34.5 I 21.3 56.30 暗褐色

P29 策褐 P90 44.0-34.5 I 48.7 56.12 5音褐色/擁立校建物4-P4
P30 19.5....17.5 I 9.2 56.22 H音褐色/竪穴住居10を切るか P91 39.0-34.0 30.7 55.94 褐色

P31 48.5 I 81.3 56.07 H者褐色/擁立柱建物5-P2 P92 褐色

P32 45.0 I 50.8 56.31 日音褐色 P93 88.0-81.5 I 42.2 55.87 暗灰色/掘立柱建物1-P6
P33 53.5 I 47.7 56.35 黒褐色 P94 27.5-24.0 I 28.0 56.43 5音褐色

P34 48.0-47.0 I 53.9 56.31 踏褐色 P95 45.0-40.0 I 49.0 56.23 
P35 70.0 42.0 57.38 備考:笠穴住居4を切る P96 32.5-30.5 65.3 56.41 褐色

P36 72.5 ; 23.9 56.61 黒褐色 P97 43.0-34.5 I 26.5 56.81 褐色/掘立柱建物14…P3
P37 70.0 I 9.4 56.74 黒灰色 P98 54.0-39.0 I 47.5 56.65 褐色

P38 45.0 I 30.2 56.31 黒褐色 P99 36.0-35.5 I 61.1 56.47 
P39 にぶい黄褐色 P100 32.5-30.0 I 48.6 56.58 褐色

P40 40.0…35.0 23.3 56.14 階褐色/竪穴住居8を切る P101 40.0-38.0 52.4 56.53 
P41 42.5 55.6 55.59 暗褐色/緊穴住居18を切る P102 96.0-72.0 57.0 55.99 続灰色/掘立柱建物1-P3
P42 38.0 I 44.6 55.66 暗褐色/竪穴住居18を切る P103 43.5-42.5 I 58.6 56.21 備考:掘立柱建物6-P6
P43 暗褐色/疑穴住辰8を切る P104 78.0-55.0 I 73.8 53.26 
P44 48.0 I 30.2 56.56 H音褐色/'笠穴住居8告と切る P105 39.5-20.0 25.5 55.76 
P45 : (58.5) 56.25 褐色/竪穴住居8を切る P106 
P46 39.0 62.0 56.28 褐色/蚤穴住居8を切る P107 70.5-61.5 33.0 56.44 褐色

P47 45.0 I 89.9 56.05 暗褐色/竪穴住居8を切る P108 (46.0)-41.5 I 76.1 55.61 
P48 I 68.8 56.18 日音褐色/竪穴住居8を切る P109~11 

P49 42.0 I 45.6 55.70 H音褐色/竪穴住居11を切る P112 30.0-(25.5) I 38.2 57.19 
P50 時褐色/竪穴住居19告と切る P113 24.5 I 26.8 57.23 
P51 暗褐色 P114 37.0-36.5 I 53.7 57.03 備考:掘立柱建物8-P4
P52 続褐色/竪穴住居3を切る P115 35.0 I 32.4 57.32 
P53 時褐色 P116 29.0-26.0 I 33.2 57.06 
P54 35.5-35.0 I 53.3 56.72 褐色土 P117 
P55 黄灰色土 P118 72.0-41.5 I 45.4 57.08 
P56 56.0-55.0 I 66.0 55.58 備考掘立柱建物11…13-P2 P119 29.0-28.0 I 45.5 56.84 
P57 74.0-48.5 I 66.4 55.49 備考・擁立柱建物12，13-P1 P120 I (52.6) 56.78 
P58 44.0-40.0 ; 63.7 55.53 備考擁立柱建物11-P1 P121 
P59 49.0-48.0 I 81.5 55.48 備考:掘立柱建物11-P3 P122 40.0-30.0 I 60.7 56.16 儲考:擁立柱建物9-P6
P60 47.0-42.5 I 65.3 55.91 P123 46.5-44.0 I 69.3 56.52 
P61 42.0-41.0 I 92.7 55.70 備考:擁立柱建物4-P3 P124 44.0-32.5 I 63.3 56.15 
P62 45.5 72.5 56.05 備考:揺立柱建物4-P1 P125 39.5 58.2 56.62 
P63 (47.5) ; 48.7 56.30 P126 46.0-37.0 I 64.1 56.36 
P64 72.0-57.5 I 91.4 55.91 備考:擁立柱建物5-P5 P127 33.0 I 54.5 57.05 
P65 106.0…77.5 I 98.2 55.89 {務考.掘立柱建物5…円 P128 36.0-32.5 I 42.5 56.24 
P66 42.5 I 93.1 55.79 備考:摺立柱建物4-P2 P129 I 36.6 56.48 備考:掘立柱建物9-P1
P67 40.0-37.0 11.0 56.51 黒褐色/(近役) P130 62.5-50.0 75.2 56.19 備考:擁立柱建物9-P3
P68 備考/土坑7を切る P131 32.0-29.0 36.4 56.43 
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第 3章押平尾無遺跡の調査

表41 ピット計測表(2 ) ( )は残存値cm、底面高は標高m
P No 長軸短軸，深さ c皿 底面向 土色/備考 P No 長軸短車由，深さ cm 底部r為 土色/備考

P132 32.5-27.0 I 24.1 P205 34.0 I 38.9 57.04 培褐色

P133 I (55.8) 56.47 P206 27.5-27.0 I 19.1 57.39 褐色

P134 30.0-20.5 I 22.6 56.85 P207 42.0-35.0 I 22.2 57.39 褐色

P135 39.0-25.5 I 13.4 56.77 備考:掘立柱建物9…P2 P208 35.0…34.0 I 24.8 57.38 褐色

P136 42.0-37.5 I 19.2 56.67 備考:掘立柱建物9-P5 P209 34.0-29.5 I 39.6 57.15 時褐色

P137 45.0-42.0 ; 77.5 56.14 備考:掘立柱建物9-P4 P210 35.5-25.5 ; 19.2 57.38 褐色

P138 39.5-33.5 I 37.2 56.36 P211 (28.0) I 38.0 57.09 日音褐色

P139 43.0 I 60.0 P212 (17.5) I 13.8 57.36 婿褐色

P140 36.0-30.0 I 32.0 56.46 P213 35.0 I 35.6 57.35 時褐色

P141 50.0-37.0 44.0 56，64 P214 褐色/ピット群P9
P142 ; 14.5 56.79 P215 褐色/ピット群P8
P143 48.0-37.0 I 36.5 56.20 備考:揺立柱建物6-P1 P216 (40.0)-38.5 I 29.7 57.38 褐色

P144 37.0-20.0 I 32.2 56.54 P217 (50.0)-45.0 I 29.0 57.40 
P145 38.0-35.0 I 39.9 56.53 P218 30.0-(25.0) I 35.7 57.27 
P146 39.0 25.4 57.04 P219 54.0-(31.0) 25.0 57.38 階褐色

P147 51.0-45.0 80.3 56.31 P220 67.5-(34.0) 39.2 57.31 時褐色

P148 60.0…40.0 I 65.4 56.41 P221 40.0-36.5 I 9.9 57.44 褐色

P149 34.0-32.0 I 64.9 56.37 備考:擁立柱建物14-P1 P222 32.0-30.0 I 17.4 57.35 
P150 37.0…33.0 I 39.1 56.26 P223 19.0-16.0 I 34.1 57.03 
P151 33.0-20.0 I 57.2 56.26 P224 21.0-20.5 16.6 57.36 
P152 40.0…35.0 31.4 55.79 P225 45.0-29.0 22.0 57.21 時褐色

P153 40.0-37.5. J 48.7 55.78 P226 32.5...33.0 I 36.4 57.08 E音褐色

P154 69.0 I 50.1 54.55 P227 24.0-19.0 I 29.8 57.11 時褐色

P155 備考・竪穴住居4を切る P228 30.5-25.5 I 20.6 57.16 日昔褐色

P156 備考:竪穴住居4を切る P229 30.5-27.0 I 37.4 56.96 時褐色

P157 備考:こと坑55告と切る P230 (15，0) 57.38 羽音褐色

P158 (27.0) I 29.3 56.88 P231 45.5 I (42.2) 53.18 
P159 

45aO-4051108.9iii5554673...0813981 i i 
P232 19.0-16.5 I 23.5 53.96 

P160 39.0-32.0 I 30.1 P233 52.5-42.0 I 25.1 55.85 
P161 59.5-27.5 I 16.6 P234 52.0-42.0 I 11.7 56.07 黒色

P162 47.5 I 31.3 56.71 P235 32.0-31.5 I 17.9 56.28 
P163 備考:竪穴住居6埋ゴ二を切と P236 20.5 L1l，.!J 55.98 
P164 (38.0) I 24.0 57.00 暗褐色/竪穴住居6を切る P237 43.0-42.5 ; 21.8 56.28 
P165 褐色 P238 30.0-29.0 I 38.6 56.26 時褐色

P166 28.0-25.0 I … 日音褐色 P239 72.5-37.0 I 15.9 56.63 時褐色

P167 暗褐色 P240 42.0-38.0 I 23.9 56.51 褐色

P168 黒色 P241 55.0-32.0 34.8 56.33 時褐色

P169 結褐色/ニヒ坑1を切る P242 35.0-28.0 I 24.4 56.41 
P170 25.0-(22.5) I 19.3 56.68 褐色/竪穴住居lを切る P243 23.0 I 13.9 56.58 
P171 暗褐色/土坑54を切る P244 30.0-29.5 I 37.1 56.39 褐色

P172…5 時褐色 P245 28.0-24.0 I 9.8 56.72 
P176 21.0-20.0 18.0 56.86 不明 P246 35.0-34.0 24.0 56.42 日音褐色
P177 19.0 5.1 56.53 日音褐色/土坑4を切る P247 32.0-30.0 15.2 56.58 H音褐色

P178 自音褐色 P248 21.5-20.0 I 31.7 56.39 務褐色

P179 47.0 I 17.8 56.92 精褐色 P249 26.0-25.0 I 23.5 56.47 員音褐色
P180 褐色 P250 41.5-32.0 I 24.3 56.54 
P181 25.0-20.0 13.9 57.05 褐色 P251 51.5-33.5 I 55.7 56.03 
P182 17.5 10.7 57.20 ヒ。ット群P1 P252 52.5…46.0 17.3 57.10 褐色/こと坑13を切る

P183 25.0…23.0 I 8.6 57.28 ヒ。ット群P2 P253 45.0-22.0 I 28.0 56.89 
P184 20.0-16.5 I 7.5 57.35 ピット群P3 P254 55.0 I 51.6 56.65 日音褐色

P185 25.0-21.0 I 8.3 57.38 ヒ。ット群P4 P255 30.0 I 25.9 56.75 時褐色

P186 15.0-14.5 I 6.5 57.27 ヒ。ット群P5 P256 50.0…45.0 I 11.3 56.74 灰褐色

P187 21.5…21.0 I 19.5 57.19 ヒ。ット群P6 P257 (25.0)-25.0 I 10.6 56.50 褐色

P188 21.0-17.5 I 12.1 57.29 時褐色 P258 (19.0)…19.0 I 12.1 56.53 褐色

P189 19.5…18.0 I 9.9 57.25 時褐色/ピット群P7 P259 51.5-40.0 I 38.7 56.50 暗褐色

P190 21.0-20.0 I 15.3 57.26 階褐色 P260 30.0-24.0 I 32.1 56.56 日音褐色

P191 22.5 I 26.9 57.28 P261 23.0-19.0 I 14.6 56.83 褐色/土坑13を切る
31.0-29.0 I (38.9) (54.93) P262 35.0…32.0 I 27.7 56.46 H音褐色

P193 42.5司 34.5 I 44.6 56.08 P263 44.0-36.0 I 37.3 56.68 土坑13を切る

P194 57.5 I 31.7 55.70 P264 41.0…39.0 ; 49.3 56.51 黒色/こと坑45を切る

P195 (45.0)一(29.0)I 15.9 56.89 P265 44.0-41.5 I 64.6 56.26 精褐色

P196 26.0-22.5 I 13.9 56.85 P266 33.0-30.0 I 42.3 56.39 時褐色

P197 41.5-39.0 I 33.8 56.72 E音褐色 P267 36.0-31.0 I 45.0 56.29 
P198 46.0-26.0 23.7 56.82 褐色 P268 19.0-18.0 4.5 57.11 
P199 44.0-40.0 I 16.6 56.86 P269 32.5-28.0 I 13.1 57.49 褐色

P200 25.0…20.0 I 10.5 57.18 日音褐色 P270 37.5-32.5 I 31.4 57.11 
P201 32.5-30.0 I 23.6 57.21 褐色 P271 43.0…42.0 I 34.5 57.27 羽音褐色

P202 62.5-50.0 I 33.0 57.07 褐色 P272 22.0-18.0 I 15.4 57，40 結褐色

P203 50.0-25.0 12.8 57.23 褐色 P273 23.0-16.5 15.1 57.40 時褐色
P204 32.0-23.5 30.0 57.12 褐色 P274 36.0-22.5 8.2 57.46 
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第 5節 その他の時期の遺構と遺物

表42 ピット計測表(3 ) ( )は残存値cm、底面高は標高m
P No. 長車由短車由，深さ c皿 底面持 土色/備考 P No. 長車由短車車，深さ cm 底街角 土色/備考

P275 28.0…(24.0) ; 18.5 57.38 褐色 P345 37.0-32.0 I 23.3 56.53 褐色

P276 28.0-20.5 I 38.6 57.11 暗褐色 P346 40.0 I 39.1 56.69 
P277 39.5-36.0 I 19.5 57.26 P347 77.0…69.0 I 38.4 56.43 黒色

P278 67.0-40.5 I 18.4 57.21 P348 30.5-30.0 I 29.3 56.53 H音褐色

P279 29.0-20.0 I 24.1 56.86 P349 48.0-47.0 39.7 56.44 5音褐色

P280 (28，5) I 29.7 56.95 備考:土坑55を切る P350 51.0-44.0 ; 32.3 56.56 暗褐色

P281 (45.0) I 24.1 56.94 備考:土坑56と切合い P351 50.0-45.0 I 54.0 56.36 
P282 33.0-31.0 I 11.9 57.14 褐色 P352 30.0-43.0 I 24.0 56.76 
P283 31.5-26.0 I 32.4 56.60 培褐色 P353 38.0-35.5 I 32.1 56.65 褐色

P284 42.5 24.7 56.70 階褐色 P354 51.0-41.5 35.0 56.55 褐色

P285 51.0 ; 62.3 56.60 E音褐色 P355 55.0-50.0 ; 36.8 56.61 褐色

P286 35.0-30.0 I 14.4 57.04 褐色 P356 26.0-25.5 I 23.4 56.65 
P287 34.0-33.0 I 45.7 56.76 褐色 P357 30.0-29.0 I 29.4 56.66 
P288 35.5 I 47.0 56.87 P358 45.0-44.5 I 43.3 56.49 H音褐色

P289 72.0-65.5 17.8 57.30 P359 42.5-38.0 24.4 56.60 
P290 60.0-52.0 55.7 56.91 時褐色 P360 30.0-22.0 16.1 56.71 褐色

P291 44.0-39.0 I 31.6 57.18 時褐色 P361 29.0-27.5 I 37.4 56.56 H音褐色

P292 50.0-44.0 J 41.0 57.06 経褐色 P362 23.0-17.0 I 38.1 56.52 
P293 19.0-17.5 向 1下22.8 57.16 時褐色 P363 33.0…30.0 I 18.5 56.81 
P294 38.0 : 14.0 57.31 E音褐色 P364 36.0-29.5 : 52.4 56.48 H音褐色

P295 36.0-33.0 10.9 57.07 P365 37.5…30.0 17.4 56.93 H音褐色

P296 45.0-44.5 I 38.0 56.98 P366 41.0::40.0 I 34.1 56.89 5音褐色

P297 55.0-46.0 J 53.5 56.81 P367 38.0-37.0 I 42.3 56.81 時褐色

P298 (60.0)-43.0 I 41.4 56.95 P368 37.0-35.0 I 36.3 56.90 陪褐色

P299 37.0 : 37.2 57.01 P369 49.0 J 38.1 56.77 
P300 48.0-45.0 I 13.4 57.06 日音褐色 P370 29.0 備考・根の援活し?

P301 32.5 I 44.6 56.83 P371 25.0-24.0 I 18.2 56.81 褐色

P302 34.0-30.0 J 25.7 57.37 5音褐色 P372 37.0-31.5 I 13.6 56.85 褐色

P303 34.0-31.0 I 17.0 57.37 E音褐色 P373 25.0-16.0 I 19.2 56.87 碕褐色

P304 42.5-40.0 I 26.1 57.30 日膏褐色 P374 29.5-(25.5) J 20.2 56.87 R音褐色

P305 (48.0)一(46.0)I 51.7 56.85 P375 57.5-40.0 I 29.7 56.73 H音褐色

P306 27.5-22.0 I 23.1 49.63 時褐色 P376 57.0-47.0 53.4 56.57 褐e
P307 75.5-55.0 ; - P377 32.0-(29.5) ; 23.0 56.88 婿褐色

P308 21.0-20.0 I 13.4 50.18 日音褐色 P378 33.0-30.0 I 32.6 56.85 H音渇色

P309 53.5-53.0 I - P379 32.5-25.0 I 23.5 56.84 
P310 30.0 I 38.6 55.79 P380 23.0-20.0 I 47.8 56.58 2音褐色

P311 37.5 I 44.7 55.77 P381 30.0-20.0 22.5 56.74 
P312 57.0-50.0 P382 53.0-38.0 ; 40.0 56.68 
P313 31.0-30.0 I 59.4 55.75 P383 30.0-23.0 I 20.8 56.81 羽音褐色

P314 36.0-32.0 I 39.0 55.94 P384 31.0…28.0 J 24.6 56.79 階褐色

P315 30.5 P385 34.5-34.0 I 42.9 56.64 
P316 42.0 P386 35.0…30.0 56.2 56.39 
P317 57.0 P387 35.5-31.5 80.3 56.39 5音褐色

P318 51.0-48.0 I - P388 (28.0)一28.0I 9.6 56.96 E昔褐e
P319 I 48.1 56.06 P389 37.0-32.5 I 46.2 56.80 
P320 (55.0) I 54.4 56.05 P390 褐色

P321 28.0…24.0 J 14.4 56.67 P391-7 
T 5音字詰色

P322 60.5-53.0 40.8 56.35 褐色 P398-9 褐色

P323 48.5 I 26.6 56.53 褐色 P400 日音褐色

P324 37.5 J 15.9 56.58 暗褐色 P401，2 褐色

P325 52.0-47.5 I 12.8 56.65 精褐色 P403，4 暗褐色

P326 52.0-44.0 J 13.6 56.64 時十各色 P405 39.0-36.5 J 28.3 55.55 暗褐色

P327 46.5-39.0 I 23.2 56.54 褐色 P406 日音褐色

P328 40.0-35.0 I 24.1 56.55 褐色 P407-9 褐色

P329 58.0-53.5 J 28.0 56.51 培褐色 P410 46.5-46.0 I 44.6 55.77 暗褐色

P330 65.0-63.5 I 16.0 56.53 時褐色 P411 61.0 I 58.2 55.86 階灰色/掘立柱建物1-P1
P331 29.5-29.0 J 14.1 56.45 暗褐色 P412 38.0-33.5 J 34.7 56.00 褐色

P332 42.0-38.5 I 31.3 56.40 日音褐色 P413 45.0-40.5 I 32.6 56.00 褐色

P333 36.0-34.0 I 24.0 56.50 褐色 P414 42.5 I 30.7 56.02 
P334 55.5-45.5 ; 15.6 56.60 時褐色 P415 22.5-21.5 ; 29.3 56.10 褐色

P335 38.0ー(37.0)I 15.9 56.60 褐色 P416 30.0-29.0 I 40.2 55.87 !日音褐色

P336 29.0 J 32.6 56.43 E音褐色 P417 25.0-24.0 J 16.2 56.08 羽音褐色

P337 56.0-47.0 I 26.3 56.24 にぶい黄褐色 P418 24.5…24.0 I 11.3 56.10 5音褐色

P338 31.0-30.0 16.5 56.51 階灰色 P419 40.0-34.0 13.7 56.17 黒色

P339 46.5-36.0 ; 21.7 56.50 褐色 P420 33.0…30.0 ; 23.3 55.81 褐色

P340 48.0-41.5 I 23.8 56.51 褐色 P421 29.0-27.5 I 21.1 55.74 褐色

P341 43.0-40.0 J 17.1 56.60 褐色 P422 28.0-24.0 I 25.7 55.60 褐色

P342 42.0-41.5 I 28.9 56.42 褐色 P423 30.5-30.0 I 28.8 55.57 時褐色

P343 40.5-39.0 28.0 56.23 褐色 P424 30.0-29.5 32.4 55.58 褐色

P344 35.5-32.0 67.2 56.10 日音灰色 P425 28.0…27.0 18.2 55.77 褐色
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第 3章押平尾無遺跡の調査

表43 ピット計測表(4) ( )は残存億cm、底頭高は標高m
P No. 長車自ー鐙車由，深さ c皿 底面向 土色/備考 P No. 長戦…短車車，深さ c皿 底面向 土色/備考

P426 43.0-35.0 I 33.6 55.70 E音褐色 P479 37.0-35.5 I 26.7 56.23 褐色

P427 55.0-42.5 29.9 55.69 黄褐色 P480 35.0…34.5 16.7 56.62 褐色

P428 35.5 ; 54.9 55.54 備考:掘立柱建物13-P4 P481 43.0-40.0 I 72.7 56.23 褐色

P429 54.5 I 75.5 55.53 備考:抱立柱建物12-P3 P482 51.0-(42.5) I 23.9 56.74 時灰色

P430 44.5-39.5 I 37.8 56.08 褐色 P483 39.5-31.5 I 33.2 56.58 
P431 30.5-29.5 I 47.5 56.05 P484 29.0-24.0 I 34.65 56.53 
P432 37.5-35.5 32.2 56.20 褐色 P485 44.0…35.5 63.4 56.13 褐色

P433 35.0-32.0 23.3 56.20 時灰色 P486 43.0-36.5 42.7 55.28 
P434 35.0-34.0 I 31.2 56.28 時灰色 P487 22.0-21.0 I 30.5 56.56 
P435 28.5-28.0 I 18.2 56，46 時灰色 P488 24.0-(23.0) I 43.0 56.59 
P436 54.5-50.0 I 11.8 56.61 !日音灰色 P489 42.0 I 51.0 55.95 
P437 39.5-38.5 ~ 37.2 56.08 褐色 P490 38.0 52.2 56.56 
P438 34.5-32.5 29.4 56.30 褐色 P491 25.0-20.0 10.7 56.95 
P439 41.5 I 11.0 56.16 褐色 P492 51.0-40.5 I 43.9 56.61 褐色

P440 44.0-40.5 I 26.2 56.36 褐色 P493 24.5…23.0 I 10.4 56.91 褐色

P441 36.5-32.0 I 38，6 56.36 P494 35.5-30.0 I 16.7 56.74 
P442 40.0-37.5 I 30.9 56.28 精灰色 P495 32.0-28.0 I 18.3 56.74 
P443 64.0-54，5 38.6 56.20 培灰色 P496 29.5-24.5 I 11.5 56.62 
P444 50.0-42.5 I 16.8 56.14 褐色 P497 40.0-35.0 I 8.0 55.61 精灰色

P445 32.5-31.5 I 61.9 55.91 暗灰色 P498 40.0-34.5 I 15.7 55.80 褐色

P446 57.0 I 49.4 55.93 階灰色 P499 40.0-23.5 I 30.7 55.71 黒色

P447 33.0 I 55.3 55.88 時灰色 P500 37.5…33.5 I 44.1 55.82 培灰色

P448 43.5-39.5 I 35.4 56.06 褐色 P501 36.0 I 14.9 56.11 灰褐色

P449 35.0-31.0 39.7 55.96 時灰色 P502 48.0-42.5 37.2 55.93 精灰色

P450 32.0-29.0 ; 15.8 55.92 P503 42.0-35.0 ; 47.6 55.80 時灰色

P451 32.0 I 9.5 56.24 灰褐色 P504 27.0-25.0 I 10.8 56.11 黒色

P452 44.0 19.3 56.14 P505 23.7 55.92 灰褐色

P453 36.0 59.7 55.90 時灰色 P506 47.0-40.5 34.9 55.86 経灰色

P454 32.5 I 50.6 55.99 時灰色 P507 44.0-38.0 I 12.7 55.80 時灰色

P455 53.0-46.0 I 45.9 56.26 P508 38.0 I 45.5 55.68 褐色

P456 46.5-40.0 I 42.0 56.34 褐色 P509 47.5-40.5 I 45.8 55.64 褐色

P457 45.0-35.5 20.6 56.08 備考.摺:fL柱建物5-P3 P510 36.0-(32.0) 36.4 56.00 婿灰色

P458 30.0 19.1 56.09 P511 33.0-30.0 29.2 56.01 結灰色

P459 56.0-54.5 I 26.2 56.57 黒色 P512 35.5-27.0 I 31.2 55.87 灰褐色

P460 40.0-37.5 I 54.9 56.20 褐色 P513 29.0 I 40.5 55.98 
P461 37.5-36.5 I 43.5 56.25 褐色 P514 I 24.6 56.11 
P462 42.0-41.0 ~ 66.6 55.96 褐色 P515 36.5 I 38.0 56.03 
P463 41.5 I 27.4 56.44 階灰色 P516 42.5-30.5 40.0 56.28 
P464 50.0-47Ji I 36.5 56.44 P517 44.5-37.5 ~ 56.36 
P465 47.0…40.0 I 47.2 55.88 暗灰色 P518 33.0-32.0 I 18.2 56.22 
P466 40.0-37.0 I 47.4 56.41 P519 41.0 I 63.0 55.26 
P467 38.5-37.5 I 55.7 55.95 総灰色 P520 42.5-36.0 I 53.6 54.24 
P468 45.5-(37.0) I - P521 36.0 50.4 54.11 

P469 17.0-16.0 I - 限引 41.5 I 42.5 54.07 

P470 30.5-26.0 I 33.8 56.65 褐色/揚立柱建物14-P5 41.0-39.5 I 53.7 53.54 
P471 19.0-15.5 I 15.6 56.83 P524 42.5…42.0 I 100.4 56.01 
P472 33.5-25.0 10.8 56.81 褐色 P525 62.5 65.5 55.57 備考:擁立柱建物13-P3
P473 40.0-(34.0) ; 49.5 56.49 P526 
P474 38.0 I 28.6 56.74 褐色 P527 
P475 33.0-29.0 I 17.1 56.90 褐色 P528 
P476 38.0 I 41.9 56.83 褐色 P529 44.0 I 70.2 56.34 
P477 43.0-33.0 15.5 56.85 P530 37.0…36.0 44.4 56.62 暗灰色

P478 35.5-25.0 ; 64.4 56.23 P531 32.5-30.0 25.5 56.91 時灰色

5 .遺構外出土遺物

東・西斜面部B層(褐色流土)出土遺物(図111、図版61-3・4・5・6) 

弥生時代中期後葉の土器 (211 ・ 213 ・ 215~218) が多い。 212は B層中、最新の遺物で、古墳時代

前期前葉の査である o 214は、深鉢状の土器で、内外面ともケズリ調整される O 縄文土器の可能性が

ある。その他、石斧基部と考えられる S21等 の 石 製 品 も 出土して いる。 ( 湯 川)

E層出土遺物(図112、図版60-5、61-1・2、65-3・4)

219は、縄文時代中期の深鉢。 220~224は、弥生時代後期後葉から終末期の土器である o 224の外面

にはタタキが施される o 225~227は、古墳時代前期前葉に属する土器で、この層中で最新の遺物であ

るo 227は蓋で、低脚杯の脚部と口縁部を打ち欠いて転用している O 石製品では、砥石 (S23~25) 
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図111 西斜面B層出土遺物

が多く出土している O 鉄製品は、袋状鉄斧 (F53) 、板状鉄製品 (F54~56) が出土している。(湯川)

東斜面A層(暗褐色流土)出土遺物(図113、図版58-2、60-1・2、65-5・6) 

南半部からの出土量が多い。特に南半部東端の谷地形からは、古墳時代中期の遺物が多く出土して

いる o 228は、弥生時代後期前葉の鉢もしくは壷。 230は、弥生土器で査の底部と考えている o 233は、

古墳時代前期前葉の器台。 237・238は古墳時代中期後葉の護で、 237肩部には「汁」形の刻文が施され

るo S 28は磨製の石槍状石器で、細かい敵打の後、丁寧に磨かれている O 刃部には、調整もしくは使

用痕と考えられる細かい欠けがある o S29は、崩平片刃石斧。 F57は万子である。その他、被熱した

粘土塊が出土している(図版60-3) 0 スサの痕跡と考えられる小孔が聞いており、一部には平らな

面を持つものもある O 炉壁や、焼けた壁土などが想定できる (湯川)

西斜面A層(暗褐色流土)出土遺物(図114・115、図版59-1、60-3・4、65-5.6) 

弥生時代中期後葉から、古代までの遺物が出土している o H 8グリッドを中心とする南側の谷地形

から非常に多くの遺物が出土した。古墳時代中期以降の遺物は、大きな破片が多い。調査地より南に
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その他の時期の遺構と遺物
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図114 西斜面A層出土遺物(1 ) 

も集落が広がっており、その生活の残淳が廃棄された可能性がある o 240~247は弥生時代中期後葉、

248~251 は弥生時代後期後葉、 252~259は弥生時代終末期の土器である。 249は査で、口縁端部を粗

くつまみあげている。 251は大型の器台で外面赤色塗彩される。口縁部260は古墳時代中期前葉の壷で
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図117 1層および表土出土遺物

口縁部に刻文が施される o 262は護、 263は羽釜で 19グリッドの谷地形から出土した。古代の所産と

考えられる o S 32' S 33は有溝石錘で、後者はミガキ調整される o S 37は扇平片刃石斧、 S38 . S 39 

は蛤刃石斧、 S40は石鎌である O いずれも、刃部に使用痕がつく o F60は袋状鉄斧の可能性がある O

F61は鉄鎌、 F62・F63は万子、 F64は錨の柄部である o 湯川1)

I層およびその他の出土遺物(図117、図版62-1 ~ 4・65-5) 

I層からは、近世後半を最新とする少量の遺物が出土している。 264・268は瀬戸美濃系の陶器皿で、

18世紀以降の所産であろう o 2671土曜形の土師器で、古墳時代中期中葉に属する o 266は弥生土器の斐

で、片部に籾圧痕が残る o F66は、万子柄部。 S41は肩平片刃石斧。 S42は平基式の石銑で、平面形

は五角形を呈する o S43は黒曜石製のスクレイパーで、石刃状の剥片を素材とする o 湯)11)
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第5節 その他の時期の遺構と造物

遺構一覧表凡例

1. ( )内の数値は残存値を示す。

2.規模は、長軸×短軸で示した。

3. 竪穴住居・竪穴の規模・床面積は、竪穴部下端もしくは周壁構外側下端を音h則点としている。

4. 掘立柱建物の占有面積は、柱筋線に固まれた範囲の面積である。

G
 

a
 

巴 ¥j ，( 
〆 ¥、 f

遺構名 平面形 主柱穴数 規模(m) 床商穣(rrf)深さ(m) 5寺期 備考

怒穴住居la 円形 3 (5.6) X (5.5) (23.4) 0.07 弥生中期後葉

竪穴住居lb 円形 4 (6.7) X (6.0) (32.5) 0.07 弥生中期後楽

竪穴住居2 内形 (32.2) 0.56 弥生中期後葉 竪穴住居5に切られる

竪穴住居3a 円形 (3.4) 0.30 弥生中期後楽 F在外周約1/4残有，援穴51こ切られる

竪穴住居3b 円形 (5.5) 0.30 弥生中場後葉 床外周約1/4残有，笠穴51こ切られる

竪穴住居4 円形 (6.8) (15.9) 0.52 弥生後期前菜 床外周1/2残有

竪穴住居5 際丸方形 4 5.5 X4.9 (22.5) 0.90 弥生後期後葉…終末期 竪穴住居2を切る

祭穴住居6 隅丸方形か (3.4) 0.37 弥生後期後楽一終末期 床外周1/4残有

竪穴住居7 隅丸方形か (2) (3.5) (4.6) 0.64 弥生後期一古墳前期
床外周1/2残有，
竪穴住居3・土坑29・60を切る

竪穴住居8 関丸方形 4 4.9X4.8 21.3 0.80 弥生後郷後葉…終末甥

竪穴住居9 隅丸方形 4 5.1 X5.1 24.1 0.90 弥生後期後葉一終末綴

竪穴住居10 隅丸長方形 2 4.0X3.2 11.5 0.81 古墳前期前築

竪穴住居lla隅丸方形 3 4.7X4.6 17.7 0.89 弥生後期後葉一古墳前期前菜

竪穴住居llb詩書丸方形 4 4.7X4.6 17.7 0.89 弥生後期後策…古境前期前主義 a，bl土平面形は陀じ、主柱穴が異なる

室主穴住居12ai鴻丸方形に (3) (4.2) (10.9) 0.68 古墳削期詞1)紫

竪穴住居12b近い円形 (3) (4.5) (12.8) 0.64 古墳前期前繋

竪穴住居13 偶丸方形 3 3.8 X 3.4 11.0 0.72 古墳時1)期目り奨 援穴住居15を切る

竪穴住居14 隅丸一角形 (3) (3.2) (4.2) 0.76 弥生後期後葉一古墳前期前菜 床外j湾1/2残脊，竪穴2，3を切る

室主穴住居15 卒者向形 2 (2.8) (2.5) 0.60 弥生後期後葉一終末期 竪穴住厨13に切られる

竪大住居16 方形 4 (5.5) X (5.4) (28.7) 1.16 古墳前期前菜

竪穴住居17 方形 2 (4.7) X (4.4) (20.9) 0.76 弥生後期後葉一古境前期自1)葉

笠穴住居18 隅丸方形 4 (4.6) X (4.6) (18.3) 1.20 弥生後期後楽一古墳吉言葉耳前築

援穴住居19a縞丸方形 3 4.8 X4.4 17.6 0.77 弥生後綴後葉一古墳目時期前葉遣

竪穴住居19bi鴇丸方形 4 4.9X4.7 19.7 0.77 弥生後期後葉一古壌前期言言葉

竪穴住居20 方形 2 4.9X4.3 20.4 0.83 古墳中期間業

竪穴住居21 方形 4 5.5 X 5.0 25.5 0.86 古墳中期中主義 霊穴住居16，17を切る

祭穴住居22 方形 2 4.4 X 3.8 18.9 0.80 E古墳中期後葉

竪穴1 楕円形 3.1 6.0 0.50 弥生後期後葉…終米期

室主穴2 jj形か (0.5) 0.08 弥生後期一古墳前期的紫 竪穴住居3，141こ切られる

竪穴3 方形か (0.2) 0.52 弥生後期…古墳前期前菜 竪穴2を切り竪穴住居141こ切られる

竪穴4 務円形か (4.8) (6.3) 0.18 古墳中期中葉 床外周1/2残有

竪穴5 方形 2.8X2.7 7.6 0.25 

表44 竪穴住居・竪穴計測表

遺構名 平面形 規模(m) 占有面積(rr:I) 主軸 H寺J弱 備考

摺1ft柱建物1 2問Xl隠 4.9X2.9 14.2 災-140 -w 弥生中期後楽ー後期初頭 土坑9(こ切られる

擁立柱建物2 2間Xl潟 3.6X2.3 8.3 ト;…560
…E 弥生後期後葉一古墳前期前菜 竪穴住居1を切る

擁立柱建物3 2f習Xl間 3.6X2.5 9.0 N-620 -E 弥生後期後葉ー古墳前期前菜 塁王穴伎底1を切る

摺立柱建物4 2間Xl問 3.1 X2.2 6.8 N-660 
-E 弥生後期後3喜一古墳前期自立業

掘立柱建物5 2間X1問 3.5 X 2.4 8.4 N-730 -E 弥生後期後葉古竣前期前~ 竪穴住居10を切る

掘立柱建物6 2問Xl問 3.0X2.1 6.3 ぷ-610 -E 弥生後期後葉一古機前期前菜 P86，103，土坑5を切る

領主E柱建物7 2悶Xl閲 4.8X2.7 13.0 1¥-510 
-E d墳中期

擁立柱建物8 2間Xl関 4.9X3.0 14.7 お-460 -E 古境中期 室主穴住居4を切る

擁立柱建物9 2間Xl隠 2.8 x2.4 6.7 災-270
…E 1古境中期

援立柱建物10 2問Xl閑 3.4 X 2.3 7.8 1¥-490 -w H寺場不明 土坑26に切られる

掘主主柱建物11 2間Xl問 3.2 X 2.3 7.4 N-460 
-E 時期不明 擁立校建物12，13に切られる

掘立柱建物12 2間Xl問 4.5X2.6 11.7 N-400
…E 時期不明 抱立柱建物131こ切られる

搬立柱主主物13 2間Xl問 4.5X2.6 11.7 N-410 -E 持期不明 擁立柱建物12，11を切る

抱主主柱建物14 2問Xl問 2.9 X 1.9 5.5 トイ 640 
-E |時期不明

表45 掘立柱建物一覧表
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表46 押平尾無遺跡出土土器観察表(1)

遺構・層位 図
図

器種
法盈(c皿) 色調外 調整

残存率 備考No. 
版 内口径底径 器両 内 外

1 
竪穴住居1

15 44 き語 (12.2) (13.5) 燈色 ナデ，ケズリ ナデ，ハケ 口縁2/3 タト面煤付着，口縁回線
床産

2 
竪穴住居I

15 44 受 (13.8) (18.1) 
明黄褐一種色

ハケ ハケ 口京表1/5 口縁回線
床[i[ 燈色

3 
竪穴住居2

16 44 主雇 (15.2) (12.4) 
にぶい黄媛色

ケズリ，ナデ ナデ，ハケ 口縁1/2
煤付着，

②層 明策褐色 口縁下端突出

4 竪穴住居3 17 44 高杯 14.4 (4.4) 樫色 ナデ，ミガキ ミガキ 口縁1/12
口縁外面3条の回線，

赤彩，杯部

5 
竪穴住居3

17 44 高杯 (13.4) (5.1) 
淡黄色

ナデ，ハケ ナデ，ハケ 底部1/4 脚部，外面赤彩，回線
床 亙 褐灰色

日
竪穴住居4

19 45 翌 (12.2) (12.2) 燈色一明黄褐色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/3
口縁外面平行沈線，貝殻

床 直 による刺突文ナデ消し

7 
竪穴住居4

19 44 査 (8.0) (9.8) 
浅黄燈一灰黄褐

ナデ，ケズリ ハケ，ナデ 口縁1/7
口縁外面平行沈線，

床直 lこぶい黄燈…褐灰 刻み目，煤付着

B 
竪穴住居4

19 44 霊E (17.1) (3.3) にぶい黄援 ナデ ナデ 口縁1/5
外面全体に煤付着

下層 口縁平行沈線

9 
竪穴住居4

19 45 査 18.0 (5.9) 経 ナデ ナデ 口tま2/3 口縁平行沈線

床直 至真部タト面$Uみ釘

10 竪穴住居4 19 44 
小型

(3.4) 3.1 灰策褐色 ナデ ミガキ 口卒ま1/3 外箇赤彩
土器

11 
掘立柱

20 45 翠 6.2 (6.2) 後13-明赤褐色 ケズリ，ナデ ナデ，ミガキ 口縁1/1
立主音s板目痕のちナデ

建物l 内面指頭皮痕

12 土坑l 21 45 雪量 (14.4) (2.8) 後色 ナデ ナデ 口縁1/10 口縁平行沈線

13 土坑l 21 45 き窓 5.8 (8.1) 
にぶい径一樺色

ケズリ，ハケ ナデ，ミガキ 口縁1/1
底部完存，外底部はナプ、

;こぶい黄燈色 内面指頭圧痕

14 土坑l 21 45 翌E (16.0) (2.7) 浅黄櫨色 ナデ ナデ 口忠ま1/10
口縁部回線5条ぷIJみ目

頚部員高付突然刻み自

15 土坑l 21 45 
直口 (13.2) (3.4) 径色 ナデ ナデ 小片

口縁回線7条
登 外面赤彩

17 土坑2 21 45 
無頚

(5.9) 
赤褐色

ナデ ナデ 胴部1/5
外四赤彩，刻み目

登 にぶい黄綬色 内面指頭圧痕

19 
竪穴住居5

25 45 翠 (19.2) (4.3) 黄褐色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/14
口縁7条平行沈線，

②層 頚部車IJ突文，煤付着

20 
竪穴住居5

25 45 翠 09.2) (5.0) 
爽褐色

ケズザ，ナデ ナデ 口縁1/12
口縁8条の平行沈線

③層 策後色 口縁下部に煤痕

21 
竪穴住居5

25 45 翠 (16.8) (4.8) 
控色

ケズリ，ナデ ナデ 口車京1/20 外頚部煤付着
③層 灰黄褐色

22 
竪穴住居5

25 45 宜E 08.8) (9.0) 明黄褐色 ナデ，ケズジ ナデ 口縁1/5 頚部外刻み目

③溺 内面シボリメ

23 竪穴住居6 26 45 護 04.5) (3.8) 黄褐色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/4 口縁部煤付着

24 竪穴住居7 27 45 翌 07.0) (3.9) 
iこぶい黄燈色

ケズザ，ナデ ナデ 口縁1/8
口縁外面平行沈線5条

後色…淡黄色 煤付着

25 竪穴住居7 27 45 翠 06.9) (4.5) にぶい撞 ケズリ，ナダ ナプ 口縁1/8 外国煤付着

26 竪穴住居8 28 45 査 13.2 (11.0) 燈色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口*~1/2
複合口縁，

外国細かいハケメ

27 竪穴住居8 28 45 翌 02.2) (3.8) 黒灰色 ケズジ，ナデ ナダ 口*~1/ 12

28 竪穴住居9 31 46 翌E 06.5) (4.0) lこぶい褐色 ケズリ，ナァ‘ ナプ 口縁1/6

29 竪穴住居9 31 器台 (7.8) にぶい控 ケズリ ナデ 小片 脚部

30 
竪穴住居10

34 46 号室 07.0) (7.3) 
浅黄笹色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/1
屑部波状文

床産 策後…浅業後色 外面煤付着

31 
竪穴住居10 34 翌 07.2) (3.5) 控色 ナデ ナデ 口縁1/12
床直

32 
竪穴住居10

35 46 三思 08.8) (6.3) 
淡黄灰色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/12 外面工具痕あり
中層 にぶい策授色

33 
竪穴住居10

35 46 査 (27.8) (12.9) 
撞一黄径色

ナデ ハケ，ナデ 口縁1/4
大型，外霊童部下部

上層 樫色 細かし、ハケメ

34 
竪穴住居10

35 46 宜士E (22.8) (7.8) 
浅黄撞色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/4
中f議 業後色

35 
竪穴住居10

35 46 主士E (8.6) (5.8) 
笹色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/4
外面平行沈線，羽状文

中層 黄燈色 赤彩か

36 
竪穴住居12

39 46 翌 08.6) (7.0) 浅黄燈色 ケズリ，ナデ ナデ 口 *~114
床直

37 
竪穴住居12

39 46 5霊 06.4) (5.5) 浅黄樫色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/10
下j翠

38 
竪穴住居13

41 47 高杯 12.0 (6.0) 浅 黄 檀 撞 色 ケズリ，ナデ ナデ 底部111 紳部
床E主
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第 5節 その他の時期の遺構と遺物

表47 押平尾無遺跡出土土器観察表(2) 

遺構・層位 図
図

器種
法量(c皿) 色調外 調整

残存率 備考No. 
版 内口径底径 器両 内 外

39 
竪穴住居13

41 47 士主E (30.4) 
授-s音灰色

ケズリ，ナデ ナデ 胴部1/2
外国屑部平行沈線か

床直 撞一浅黄燈色 最大径52cm，大裂

40 竪穴住居13 42 47 翌 (24.8) (8.0) 
業灰褐色

ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/5 外面頚部煤付着
策灰褐色浅黄色

41 竪穴住居13 42 47 主義 (16.4) (3.7) 黄灰色 ナデ ナデ 口縁1/10

42 
竪穴住辰13

42 47 査 (16.0) (7.0) 
淡葉一策後色

ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/2
③・③層 黄樫色

43 
竪穴住居13

42 47 否認 (11.8) (5.1) 黄燈色 ハケ，ナデ ナデ 口縁1/8 小型，単純口縁
③・④層

44 竪穴住居13 42 47 宜Z (17.3) (2.6) 
黄灰色一黒褐色

ケズリ，ナデ ナデ，ミガキ 脚部1/6 E持]部，外面煤付着
淡黄色

45 竪穴住居14 43 48 王星 (12.4) (3.8) 権色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/8 外面煤付着

46 竪穴住居14 43 48 器台 (17.5) (5.1) 浅黄色 ケズジ，ナT ナデ 小片 雲母片多く含む

47 
竪穴住居14

43 48 議 (15.6) (5.1) にぶい黄樫色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/7
口縁外面平行沈線ナナ7

②腐 消し，外活煤付着

48 
怒穴住居15

44 48 翠 (15.4) (4.8) 浅黄色 ナデ ナデ 口縁1/10 外面一部煤付着
中層

49 
竪穴住居15

44 48 議 (16.6) (4.1) 浅黄色一黄灰色 ナデ ナデ 口縁1/4
中下層

50 
竪穴住居16

46 48 き差 16.6 (9.6) にぶい黄樫色 ケズヲ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/2
外面煤付着，ロ縁外面

P 5 ナデ強

51 竪穴住居16 46 48 き短 (14.6) (5.8) lこぶい黄燈色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口子表1/8

52 竪穴住居16 46 48 三里 (10.4) (5.6) にぶい黄燈色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/8

53 竪穴住居16 46 48 主題 明貧褐色 ナデ タタキ 細片

54 竪穴住居16 46 48 褒
にぶい策援色

ケズリ タタキ 細片
階褐色

55 竪穴住居16 46 議
褐灰色

ケズザ タタキ 品目片
風化安山岩小隊多く

暗灰色 合む

56 竪穴住居16 46 48 き量 黄燈色 ナデ タタキ 細片

57 竪穴住居16 46 48 議
黄灰色

ナデ タタキ 細片 内面ナデ強
灰色黄灰色

58 
竪穴住居18

48 48 主題 (19.8) (9.1) にぶい黄燈色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/7
中層

59 
竪穴住居19

50 49 霊E 16.1 (4.9) 浅黄樟色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁3/4
床喜ま

60 
竪穴住居19

50 49 童話 15.5 (5.6) 燈色…浅黄色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/2 口縁下端部突出
床Eま

61 
竪穴住居19

50 49 
iEi臼

10.8 (8.2) 鐙色 ケズリ，ナデ ナデ 口ij;l5t1/1 肩部波状文
ヒoット 査

62 
竪穴住居19

50 49 至窓 17.5 (8.8) 芸者澄告主…浅黄色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/2 肩部波状文
③層 '. 

63 
竪穴住居19

50 49 護 18.3 (10.6) 浅黄燈色…燈色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁3/4
口縁外面・胴部煤，

③走塁 腕部平行沈線，波状文

64 
竪穴住居19

50 48 議 (18.6) (5.7) 黄澄色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/7 外面煤付着
③層

65 ③竪暦穴住居19 50 49 
低脚

(5.7) 9.0 
浅黄燈…燈色

ナデ，ミガキ ナデ 口縁1/12
杯 にぶい黄援，黒色

66 
竪穴住居19

50 49 器台 (21.4) (5.1) 
浅索後色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/5 胸部
⑦燈 i実業後一後色

67 
竪穴住居19

50 49 査 (17.0) (8.1) 控色 ケズリ，ナデ ナデ 口車葦1/8
外国頚部:煤付着

@)審 肩部平行沈線

68 
竪穴住居19

50 49 査 18.35 (11.3) 浅黄撞色一黄灰色 ケズリ，ナデ ナデ 口1ま2/3 平行沈線，内面シボリメ
③層

69 竪穴l 52 翌 (12.2) (3.8) 暗灰色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/12 口縁波状文

70 竪穴l 52 高杯 (19.6) (5.6) 
にぶいま竜隆一階灰色

ミガキ ナデ |口縁1/14 内外面赤彩
黄灰色

71 竪穴3 53 望喜 (10.4) (3.6) 後色 ケズリ，ナゲ ナデ 口縁1/10 外面口縁波状文

72 
掘立校

54 ~ (15.0) (3.0) 援色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/10
口縁平行沈線6条

建物2P5 外部煤付着

73 
アブスl

57 努 (16.0) (5.3) 
にぶい貧燈色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/5
口縁平行沈線ナデi湾

下層 策燈色 内外面煤付着

74 
アブスl

57 翠 (15.8) (4.3) ;こぶい黄燈色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/10
タトiii頚部刺突文

下康 口縁平行沈線

75 テラス2 58 50 努 (15.8) (3.3) lこぶい黄撞色 ナデ ナデ 口縁1/8
外聞;燦付着

口縁下端被熱

76 テラス2 58 50 ll1ll (14.8) (3.7) 浅黄櫨色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/8 タト回煤付着，平行沈線
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第3章押平尾無遺跡の調査

表48 押平尾無遺跡出土土器観察表(3 ) 

遺構・j醤位 図
図

器種
法量(cm) 色調外 調整

残存率 備考No. 
版 ド司口径底径 器両 内 外

77 テラス3 58 50 護 (18.4) (6.5) iこぶい黄燈色 ケズワ，ナデ ナデ 口*~1/4 平行沈線，外面煤付着

78 テフス4 59 翠 (19.6) (3.3) 業燈色 ナデ ナデ ロキ歪1/10

79 アフス4 59 (3.6) 援色 ナデ ナプ 小片

80 アフス4 59 角才不 (4.1) 後急 ナデ，ミガキ ナゲ 小片 杯部

日1 アフス4 59 50 議 (19.6) (3.9) にぶい黄燈色 ナデ ナデ 口縁1/10 平行沈線

82 テラス5 59 50 費 (14.0) (4.1) lこぶい黄桂色 ナデ ナデ 口縁1/14

83 テラス6 59 50 至窓 (18.0) (8.2) 
燈色

ケズザ，ナデ ナデ 口縁1/5 外面煤付着
樫色一黄控色

84 アフス6 59 護 (3.7) 燈色 ナデ ナプ 細片

85 テラス6 59 翠 (17.0) (4.7) 黄燈色 ケズリ，ナデ ナデ 口市歪1/10
平行沈線ナデ消，
内外面煤付着

灰褐色
口縁穿干し2・平行沈線

86 テラス6 59 50 主題 (15.8) (2.8) 
灰黄褐色

ケズリ，ナデ ナデ 口 ff'~1/5 施文後竹管状約突文
頚苦j¥赤彩，安山岩含む

87 テァス7 60 翠 (17.8) (4.5) 檀色 ナデ ナデ 口語ま1/10

88 アフス7 60 喜望 (18.4) (3.9) 浅黄燈色 ケズリ，ナデ ナデ 小片 タト面煤付着

89 アフス7 60 霊E (15.4) (3.6) 黄燈色 ケズリ，ナデ ナデ 小片

90 テラス7 60 饗 (18.4) (3.2) にぶい黄燈色 ハケ，ナデ ナデ 口縁1/10
外面回線5条後刻み目

頚音日目占イ寸突帯刻み目

91 テラス10 60 50 議 (13.4) (4.5) 樫色一黄檀色 ナデ ナデ 口33ま1/12 外面煤付着

92 アフス10 60 50 警 (14.4) (4.6) 浅黄褐色 ケズリ，ナ=r' ナデ 口縁1/8 口縁煤付着

93 アフス10 60 50 護 (17.6) (4.7) 浅黄櫨色 ケズリ，ナT ナゲ 口縁1/12

94 アフス10 60 翌 (15.4) (3.3) にぶい黄櫨色 ナゲ ナプ 口庁~1/ 10 平行沈線

95 士坑7 ④層 61 50 議 (15.0) (4.6) 
程ま色

ケズリ，ナデ ナデ 口 *~1/3 口縁ナデ強
燈色一葉灰色

96 士坑7 ④層 61 50 宜士E (15.8) (10.2) 浅黄色一黄燈色 ケズヲ，ナデ ナデ 口縁2/5
口縁平行沈線10条
頚部櫛描平行沈線

98 土坑7 ④層 61 50 翌 (14.7) (5.2) 浅黄燈色 ハケ，ナデ ハケ，ナァ、 口縁1/10 口縁回線

99 士坑7 61 50 (4.1) 
策褐 iこぶし、黄褐色

ナデ ハケ，ナデ 口縁1/10
口縁回線3条，

、よu.Uノ
にぶい策褐色 外面煤付着

100 土坑7 ④層 61 50 護 (15.0) (2.1) 浅黄色燈色 ナデ ナデ 口fJま1/10 口縁回線3条

101 士坑8 61 50 査 (15.4) (5.3) にぶい黄樫色 ケズリ，ナず7 ナデ 口fま1/10

102 士坑日 62 51 翠 (15.0) (5.0) iこぶい黄控色 ケズリ，ナヂ ナデ ロ縁1/10 外面煤付着

103 土坑9 ①層 62 51 護 (14.6) (3.8) 
黄燈 iこぶい黄褐色

ナデ ナデ 口iま1/10 外面煤付着
黄澄色

104 士坑9 ①層 62 51 き霊 (18.0) (4.6) 浅黄色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/12

105 士坑日 62 51 両杯 (20.4) (5.8) 燈色 ナデ ナデ 口~~1/ 10 杯部

106 土坑9 62 51 王室 (8.6) (2.45) 黄櫨黄灰色 ケズリ，ミガキ ナデ，ミガキ 口車~1/5 小型

107 士坑9 62 翌 (11.3) (3.4) にぶい褐ー褐灰色 ケス、リ，ナヂ ナデ ロ縁1/10 安山岩小磯多く含む

109 士坑10 63 51 査 (16.4) (7.7) 
樫色一黄樫色

ケズリ，ナデ ナデ 口五ま1/10 府部に平行沈線
燈色

110 士坑11 63 51 器台 (3.0) 黄燈色 ナデ ナデ 小片

111 士坑13 64 51 翌 (16.0) (3.7) 黄燈色 ナデ ナデ 日系素1/10

112 士坑14 64 51 器台 (21.8) (4.0) 黄樫色 ケズリ，ナプ、 ナァ 小片

113 士坑19 65 51 努 (15.6) (3.7) 燈色 ナデ ナデ ロ縁1/10 内外面煤付着

114 士坑19 65 51 三塁 (16.4) (7.7) 淡黄色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/12
屑部平行沈線，
外面:煤付着

115 士坑19 65 51 椀 (13.6) (4.3) 灰黄褐一褐灰色 ケズリ，ナデ ケズリ，ナデ 口縁1/6 外面煤付着

士坑20 指鎮圧痕，
外面赤彩，口縁・脚部被

116 66 51 高杯 (9.5) 4.7 (9.25) 後色一黄色 ナデ 口*~1/3 熱，口縁穿孔，ブランデ
床直 ナデ

ーグラス形，H耳l昔日切り取り

117 士坑20③層 66 51 き題 (17.0) (8.0) 浅黄樫色 ケズリ，ナデ ナデ 小片

118 士坑20③層 66 51 高杯 (26.6) (5.2) 
明黄褐一赤色

ナデ，ミガキ ナデ 口縁2/5 杯部
明黄褐色

119 i梓l 67 57 翌 (15.2) (4.2) 
緩急

ケズリ，ナデ ナデ 口市ま1/10
安山岩粗砂多く含む

後褐色 外面煤付着

120 j者l 67 57 翠 (14.6) (4.3) 燈色 ケズリ，ナデ ナプ 口縁1/日 安山岩粗砂多く含む

安山岩粗砂多く含む
121 潜1 67 翠 (13.4) (3.5) にぶい黄褐色 ケズリ，ナデ ナデ 口主主1/10

外箇煤付着

122 溝l 67 不明 (9.8) (3.8) にぶい黄褐色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/10 安山岩小磯多く含む
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第 5節 その他の時期の遺構と遺物

表49 押平尾無遺跡出土土器観察表 (4) 

遺構・層位 図
図

器種
法量(c皿) 色調外 調整

残存率 備考No. 
版 内口径底径 器両 内 外

123 竪穴住居20 70 53 護 (17.9) 30.0 浅黄樫色
ケズリ，指頭

ハケ，ナデ 全体9/10
外面屑部2条の亥~み目

圧痕，ナデ 内外節下半;煤付着

124 竪穴住居20 70 53 翌 (14.9) (22.4) にぶい黄撞色
ケズジ，指頭

ハケ，ナデ 全体4/5
外面屑部2条の刻み目

庄痕，ナデ 内外面下半;燦付着

125 竪穴住居20 70 53 懇 17.8 (20.6) 浅黄櫨色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 全体7/10 外面煤付着

126 竪穴住居20 71 53 両杯 (17.0) (9.2) (9.8) 燈色 不明 ハケ 脚部1/3

127 竪穴住居20 71 53 蓋 (23.4) (6.9) 燈色一浅黄色 ナデ ハケ，ナデ 杯部1/1 前杯脚部折り取り後転用

128 
竪穴住居20

71 一高杯 (16.6) ;こぶい黄樫色 ナデ ハケ，ナデ 口縁1/3
上層

129 
竪穴住居20

71 52 高杯 (11.0) 燈色 ナデ ノ、ヶ，ナデ 杯部2/5 口縁端部磨耗
上層

130 竪穴住居20 71 52 両杯 後f主 ナデ 不明 小片 脚部

131 援穴住居20 71 52 議 (15.8) (5.5) 浅黄撞色 ナデ ナダ 口縁1/12

132 竪穴住居20 71 53 翌 15.6 (14.9) にぶい控一明黄褐色 ケズν，ナァ、 ノ、ケ，ナァ、 口縁3/4

133 竪穴住居20 71 52 翌 (11.2) (6.6) 
援一浅黄笹色

ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/3 外面煤付着
i支策緩急

134 竪穴住居20 71 52 言語 (14.4) (3.9) 
灰黄色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/12 安山岩粗砂多く含む
黄灰色一黒褐色

竪穴住居20
小型

後色
135 71 52 丸底 (10.8) (9.8) ケズリ，ナデ ナデ 腕部1/4ヒ。ット3

E士E 
にぶい黄燈色

136 竪穴住居20 71 52 高杯 (3.0) 
浅黄樫…燈色

ナデ ナデ 杯部1/5 杯部
浅黄樫色

137 
竪穴住居20

71 52 高杯 (7.6) にぶい黄燈色 ケズリ，ナデ
ハケ，

小片ヒ。ット2 ヘラナデ

138 
竪穴住居21

75 55 宜士E (12.6) (15.0) にぶい樫一浅黄燈色
ケズリ，指頭

ハケ，ナデ 口縁1/2 内外面煤付着
床直 EE痕，ナデ

139 
竪穴住居21

75 55 現 (16.4) (5.2) 檀色一浅黄燈色 ナデ ナデ 口縁2/3
F程度

140 竪穴住居21 75 54 -i!住G宅 (14.6) (8.8) 
にぶい赤褐ー黄褐色 指頭圧痕

ハケ，ナデ 口縁1/3
褐色 ナデ

141 竪穴住居21 75 55 翠 14.8 24.5 
鐙色一浅黄被告主 ケズリ，指頭

ハケ，ナデ 全体1/2 外面煤付着
後色一業後色 庄痕，ナデ

142 竪穴住居21 75 55 苦E 14.8 (25.9) にぶい黄怪色
ケズリ，指頭

ハケ，ナデ 全体2/3
内外面下半煤付着

皮痕，ナデ 口縁下端部沈線

143 竪穴住居21 75 55 護 14.6 (26.0) 
燈色一浅黄燈色

ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 全体4/5 外箇煤付着
燈色

144 竪穴住居21 75 55 翠 13.6 (17.7) 赤褐ーにぶい黄樟色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/1
外箇;燦付着
薦部タタキ及び稜線あり

145 竪穴住居21 75 54 翠 (14.2) (6.5) にぶい黄色
ケズリ，指頭

ノ、ケ，ナデ 口縁2/5 外臣室煤付表
圧痕，ナデ

146 竪穴住居21 75 54 翌 (15.4) (8.5) 
援色 指頭圧痕

ハケ，ナデ 口京ま1/12
浅黄樫色 ナデ

147 竪穴住居21 76 55 護 14.0 (21.8) 
にぶい燈色

ケスり，ナデ ハケ，ナデ 全体4/5
内外面下半煤付着

後色一黄燈色 肩部タタキ及稜線あり

148 竪穴住居21 76 翠 (15.6) (11.3) 後色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁4/10 外箇煤付着

149 竪穴住居21 76 54 護 16.5 (6.4) 浅黄樫色一控色
ケズリ，ナデ，

ハケ，ナデ 口縁1/2
ハケ

150 竪穴住居21 76 55 両杯 19.0 (6.2) 援色 不明 ハケ，ナプ、 口縁1/2 杯部

151 竪穴住居21 76 両杯 16.6 (5，5) 燈色 ナデ ハケ，ナデ 杯部9/10 杯部椀形

152 竪穴住居21 76 54 品杯 14.3 (5.4) 燈色 ナデ ナデ 杯部1/2 杯部椀形

153 竪穴住居21 76 55 高杯 (9.0) (7.1) 燈色 ナデ
へフナプ;

底部1/4 脚部，内面シボヲメ
ナデ

154 竪穴住居21 76 55 高杯 (9.8) (6.6) 燈色
ケズリ，指頭

ナデ 脚部1/1 脚部，内面シボリメ
庄痕，ナデ

155 竪穴住居21 76 55 高杯 (9.0) (6.3) 径一黄燈色
ケズリ，指E貝

ナデ 底部1/8 胸部，内面シボジメ
}五痕，ナデ

156 
竪穴住居21

77 翌 (10.8) (10.4) 淡燈一浅黄燈色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口車ま1/10
中j寝

157 
援穴住居21

77 54 墾 15.0 (6.8) 
lこぶい燈色 ケズリ，指頭

ハケ，ナデ 日系~1/2 タト面煤付着
中層 策褐色 圧痕，ナデ

158 
竪穴住居21

77 54 努 (14.0) (4.4) lこぶい燈色 ナデ ナデ 口縁1/12 外面煤，口縁端部沈線
上層

159 
竪穴住居21

77 54 護 (11.8) (5.2) にぶい黄怪色 ケズリ，ナデ ナデ 口車京1/4
中層
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第 3章押平尾無遺跡の調査

表50 抑平尾無遺跡出土土器観察表(5 ) 

遺構・層位 図
図

器種
法王量(c皿) 色調外 調整

残存率 備考No 
版 内口径底径 器尚 内 外

160 
竪穴住居21

77 翠 (11.6) (7.0) にぶい控色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/8 タト箇煤付着
下層

161 
竪大住居21

77 55 高杯 (14.6) (7.0) 
樫一黄燈色

ナデ，ミガキ ハケ，ナデ 杯部1/2
中層 樫色

162 
竪穴住居21

77 一高杯 (7.6) 
極一黄燈色

ナデ ノ¥ケ，ナデ 全体1/2 内面シボリメ
下!翠 控色

163 
竪穴住居21

77 椀 (14.4) 5.6 燈色 ナデ ナデ 口 ff~2/5
下層

164 
竪大住居21

77 54 き話 (1l.4) (6.4) 黄燈色 ハケ，ナデ タタキ，ナデ ロ縁2/5
下層

165 
竪穴住居21

77 54 護 (5.0) (2.2) にぶい黄糧色 不明 タタキ，ナデ 底径1/3
下層

166 
竪穴住居21

77 54 査 (4.3) 
にぶい黄灰色

ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 小片 小型
中層 黄撞色

167 
竪穴住居21

77 器台 (5.4) 淡黄燈色 ケズリ，ナデ ナデ
談合部

下層 1/4 

168 
竪穴住居22

79 56 翠 13.2 (24.4) 援色
ケズリ，指頭

ハケ，ナデ
口縁1/2 外面煤付着，胴部タタキ

床直 圧痕，ナデ 全体2/3 による稜線

169 
竪穴住居22

79 56 翌 (15.8) (25.3) にぶし、黄笹色
ケズリ，指頭

ハケ，ナデ 胴部1/3 外面煤付着
床直 圧痕，ナデ

170 
竪穴住居22

79 56 翠 14.4 (26.7) iこぶい黄燈色
ケズジ，指頭

ハケ，ナデ
ロ縁2/3

外面煤付着
床直 圧主主，ナデ 全体1/2

171 
竪穴住居22

79 56 褒 (14.8) (7.9) 楼色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/5 口縁下端部沈線
床iEL

172 
竪穴住居22

79 56 翌 14.6 (14.1) 
lこぶい賛燈色 ケズリ，指頭

ハケ，ナデ 口縁9/10 外面煤付着
床iEL 総色~策後色 圧痕，ナデ

173 
竪穴住居22

79 56 椀 10.7 3.1 にぶい黄燈一燈色 ナデ ケズリ，ナデ ロ縁1/2
下層

174 竪穴4床直 80 52 5霊 (17.8) iこぶい黄ー燈 ケズリ，ナプ ハケ，ナデ 頚部1/5 外面煤付着

175 竪穴4②層 80 52 裂 20.1 (4.8) にぶい黄燈一浅黄色 ケズジ，ナデ ハケ，ナデ 口縁2/3 外面煤付着

176 竪穴4床直 80 52 向杯 4) (4.6) 笹色 ナデ，ミガキ ナデ 口*~1/5

177 竪穴4②層 80 52 高杯 9.9 (6.4) 燈色
指頭圧痕，

ケズソ，ナデ 底部1/3
外面赤彩，内面一部赤彩

ナデ 脚部，内面シボリメ

178 
掘立柱

80 饗 (15.5) (3.9) 
黄灰色

ナデ ナデ ノト片 外面煤付着
建物8 P8 褐色

17日
擬立柱

80 50 翌 (17.0) (4.5) 
浅黄櫨色

ナデ，ケズリ ナデ 口縁1/5
口縁平行沈線15条，外面

建物8 P3 浅黄色一黄控色 煤付着，安山岩小毒薬多混

180 テラスII 83 57 霊E (4.0) にぶい黄笹色 ナデ ナデ 細片

181 テラスII 83 57 
直口 (7… 

(7.4) 燈色
指頭圧痕，

ナデ 頚部1/3 小型
査 8.0) ナデ

182 アフス12 84 57 翠 (4.0) ;こぶい黄燈色 ケズリ，ナデ ナァ 細片

183 
アフス12

84 57 椀 (10.4) 4.85 にぶい黄褐色
指頭圧痕，

指頭圧痕 口縁2/5
F程度 ハケ，ナデF

184 テラス12 84 翌 (15.4) (1.6) ;こぶい撞色 ナデ ナプ 小片 口縁回線3条

テラス13
タト;こぶい燈

185 
床直

84 護 (15.0) (14.7) ーにぶい褐色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/10 赤色粒多く含む
内にぶい褐色

186 アフス13 84 翌 (19.0) (4.5) にぶい黄燈色 ケズリ，ナデ ナゲ 細片

187 テラス13 84 57 三重 (14.1) (3.8) 
撞色一黄燈色

ナデ，ケズリ ナデ 口縁1/10 外面煤付着
燈色

imlLZ13 84 57 高杯 14.4 (5.8) 援色
ケズリ，指頭

ナデ 底部1/4 脚部穿孔2
圧痕，ナデ

189 テラス14 86 き短 (21.0) (2.9) 
黒褐色

ケズ仏ナデ ナデ 細片 外面煤付着
にぶい策後色

190 テラス14 86 蛮 (31.4) (6.5) 
黄褐色

ケズリ，ナデ ナデ 口来季1/20 外面煤付着
にぶい黄燈色

191 テラス14 86 57 宝窓 (9.1) 灰色 当て具痕 タタキ，ナデ 小片 須恵器屑部，外四自然紬

192 
アフス14

86 57 き堅 (18.0) (5.8) 浅黄燈色 ケズリ，ナデ ナデ 頚部1/10
外面口縁平行沈線

③層 薦部刺突文

193 アフス14P6 86 51 き短 (17.6) (5.7) 黄燈色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/8 外面煤付着

194 テラス14P6 86 51 議 (18.8) (4.4) 
黄燈色

ケズジ，ナデ ナデ 口縁1/12
撞色

195 
アフス14

86 57 高杯 (10.0) (6.4) 
にぶい黄燈色

ハケ
ハケ，ナデ

底部1/3 内面シボリメ
③腿 後色 ヘラナデ

196 
アフス14

86 57 
低籾]

(5.0) (3.5) 樫色一黄燈色 ナデ ナデ 小片
③層 杯
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第 5節 その他の時期の遺構と遺物

表51 押平尾無遺跡出土土器観察表(6 ) 

遺構・層位 図
図

器種
法量(c皿) 色調外 調整

備考No. 
版 内

残存率
口径底径 器向 内 外

197 
アフス14

86 
低脚

(8.6) (1.9) 
位色

ナデ ナデ 底部1/10 脚部
③層 杯 黄褐色

198 土坑22 87 57 護 (18.0) (6.6) 
明黄褐色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/10 外面煤付着
後色

199 土坑22 87 58 護 (15.2) (15.4) 
策後色

ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/日 外面煤付着
策燈色一浅黄燈色

200 土坑22 87 58 翌 (17.6) (17.1) 黄燈色
ケズジ，指頭

ハケ，ナデ 口縁4/10 外面煤付着
反痕，ナデ

201 土坑22 87 58 
直口

(11.4) (15.0) 燈色
ケズリ，指頭

ハケ，ナデF
日子支1/5 胸部外面煤付着，胴部

宣査 圧痕，ナデ 休部1/1 内街下半;煤f寸務，小裂

202 土坑22 87 57 椀 (13.3) (4.8) 灰黄褐色 ケズジ，ナデ ナデ 口縁1/4

203 土坑22 87 察 (12.4) (4.9) 灰褐色 ケズリ，ナデ ナデ，ミガキ 口帝京1/5

204 土坑23 88 57 向杯 (16.1) (3.6) 黄撞色 ナデ ナデ 口縁1/20 外商赤彩

205 土坑24 88 57 翠E (13.6) (3.5) 
黄後色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/10
黄灰色

206 土坑24 88 57 高杯 (10.2) (7.5) 燈色一黄色
ナプ¥指頭

ナデ 小片
外面赤彩，杯部ブフン

圧痕 デーグラス形

207 土坑25 88 57 不明 (10.2) (3.0) 策燈色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/10 褒か

208 土坑60 103 深鉢 (3.5) 
褐色

ナデ 縄文 細片
縄文時代早期

灰褐色 福昌式か

209 土坑60 103 深鉢 褐色一暗褐色 ナデ 縄文 車問片 縄文土器，隆帯

210 ヒ:¥/1、127 109 51 査 (18.4) (9.6) 
貨燈…浅黄色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁4/5 屑部波状文
浅黄燈色

211 東斜面B層 110 61 翌 (23.2) (6.0) 
にぶい黄櫨色

ハケ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/日
口縁回線3条，頚部鮎付

櫨色 突手持，刻み目

212 東斜面B層 110 61 翠 (16.3) (7.8) 
径…策援色

ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/4
燈一浅策色

213 東斜面B層 110 61 室 (3.6) 黄樫色 ケズリ，ナデ ナデ，ミガキ 細片 外面赤彩

214 西斜回B層 111 61 深鉢 (24.3) (5.2) 黄櫨色 ケズリ，ナデ ケズリ 口縁1/日 縄文土器，粗製，後期か

215 西斜面B層 111 61 査 (21.8) (6.2) 
灰白色

ハケ，ナデ ハケ，ナデ 日正ま1/10 頚部亥IJ文，口縁回線2条
後一浅策燈色

216 西斜面B層 111 61 査 (20.8) (3.3) 浅黄燈色 ナデ ナデ 口縁1/10
口縁4凹線条後刻み目

頚部貼付突帯

217 西斜面B層 111 61 両杯 (24.6) (5.1) 黄燈色 ナデ ナデ，ミガキ 口縁1/5 外iID君事彩

218 西斜面B層 111 61 き語 (18.2) (15.7) 
浅黄櫨撞色 ケズヲ，ハケ

ノ、ケ，ナデ 口縁1/2
口縁回線4条

燈色 ナデ タト箇煤付着

219 H層 112 60 深鉢 (5.9) 黄灰色
ナデ，指頭

縄文 ノト片
縄文LR

圧痕 縄文中期船元式か

220 H層 112 60 護 (21.4) (4.1) 
後色

ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/日 口縁平行沈線6条
黄燈色

221 H層 112 60 翌 (16.8) (6.0) 浅黄櫨色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 日系~1/4 口縁平行沈線，外面煤

222 H層 112 60 蓋 (2.6) 黄燈色 ナデ ケズリ，ナデ 小片 つまみ径2.8cm

223 H層 112 高杯 (14.8) (3.6) 本登色 ナデ，ミガキ ナデ 口縁1/10
口縁主務部刻み目，外在百;煤
付着，(外面線刻均九)

224 H層 112 60 翌 (3.5) 黄灰色 ケズリ，ナデ タタキ 細片 外面煤付着

225 H屑 112 60 き車 (16.0) (4.8) 燈色 ケズリ，ナデ ナデ 口縁1/4 安山岩粗砂多く含む

226 H層 112 60 受 (28.5) (4.8) 黄燈色
ナデ ナデ 口縁1/9

にぶい黄燈色

227 H層 112 61 主早主 12.0 (2.6) 浅黄燈色 ナデ ナデ 口車京1/1 口縁端部つまみ部摩耗

228 東斜面A層 113 60 不明 (21.8) (2.7) 褐色 ケズリ，ナデ ナデ 小片
鉢または室，口縁平行
沈線，内外面赤彩

229 東斜面A層 113 58 高杯 10.0 (9.0) 浅黄燈色
ケズリ，ナデ ナデ，ミガキ 底部1/1 外面端部凹線3条

黒灰色

230 東斜面A層 113 58 不明 (9.5) (3.2) 燈色 ケズリ，ナデ ナデ，ミガキ 底部1/5 査か

231 東斜面A層 113 58 霊童 (3.1) にぶい燈色 ハケ，ナデ タタキ 細片

232 東斜面A層 113 58 鼓% (23.6) (7.5) 後色一浅黄色 ケズジ，ナデ ナデ 脚部1/12
器台

233 東斜面A層 113 58 器台 (15.8) (2.5) 後色 ナデ ナゲ 口縁1/4

234 東斜面A層 113 58 高杯 (16.0) (4.1) 
にぶい黄燈色 ノ、ケ，ナデ

ナデ 口縁1/5
燈色一黄櫨色 ミガキ

235 東斜面A層 113 58 向杯 (6.4) にぶい燈色 ケズヲ，ナデ ハケ，ナデ 筒部1/1 外面赤彩，内面、ンボジメ

236 東斜面A層 113 ~ (1.7) 後色 ナデ ナデ 小片 安山岩粗砂多く含む

237 東斜面A層 113 書5 (16.6) (25.0) にぶい黄燈色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口縁1/2 タト面煤付着，屑部刻文
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第 3章抑平尾無遺跡、の調査

表52 押平尾無遺跡出土土器観察表(7)

遺構・層位 図
図

器種
法量(c皿) 色調外 調整

残存率 備考No. 
版 内f歪 底径 器品 内 外

238 東斜面A層 113 58 室電 (13.6) (14.6) 
浅黄撞色一澄色

ケズリ，ナデ ノ、ケ，ナデ 口縁1/20
後色

ケズリ，指頭
口縁凹線2条，頚部凹線

240 西斜面A層 114 59 査 (21.2) (24.0) 樫色…黄燈色
圧痕，ナデ

ハケ，ナデ 口縁1/5 5条，外面煤付着

(平行沈線か)

241 西斜面A層 114 59 査 (14.6) にぶい黄檀色 ハケ，ナデ
ハケ，ナデ 頚部1/2 外面j胃部刻み目

ミガキ 底音s1/3 頚部2条買占イ寸突字書

242 西斜面A層 114 査 (20.4) (7.1) にぶい黄櫨色 ハケ，ナデ ノ、ケ，ナデ 口忠ま1/10
口縁5回線条施文後

櫛描き斜格子文

243 西斜面A層 114 59 
然頚

(22.0) (5.7) 燈色 ナデ ナデ 口縁1/10
口縁端回線4条施文後

査 円形浮文

244 西斜面A層 114 59 
無頚

(17.8) (2.8) 桂色 ナデ ナデ 口車ま1/10 内外面赤彩
査

245 西斜面A層 114 59 査 5.9 (2.4) 
浅黄櫨色

ケズリ，ナデ ナデ 底部1/1 外面煤付着
黄色浅黄後色

246 西斜箇A層 114 司五五 (12.2) (8.5) 灰黄色 ケズジ，ナデ ナデ，ミガキ 底部1/8
底部端部[1!]線・車IJ突文

外国回線・赤彩

247 西斜面A層 114 59 不明 (4.1) 淡黄色 ケズリ，ナデ ナデ 小片
器台脚部か

外箇ヘラ描鋸歯文

248 商斜面A層 114 59 不明 (3.6) 
極色

ノ、ケ，ナデ ハケ，ナデ 小片 外面沈線
浅黄色

249 箆斜面A層 114 59 主題 (14.8) (4.6) 
日音褐色

ケズリ，ナデ ノ、ケ，ナデ 口縁1/日 安山岩小磯多く含む
lこぶい黄色一燈色

250 西斜面A層 114 59 不明 (3.9) 
iこぶい黄援色

ナデ ナデ，ミガキ 小片
査又は器台，外面赤彩，

策後色 ;防毒会状スタンプ文

251 西斜面A層 114 59 器台 (32.3) (5.5) にぶい黄色 ケズザ，ナデ ハケ，ナデ 立主音s1/20
外00;燦付着

平行沈線12条

252 西斜面A層 114 59 宜士E (19.8) (10.6) 燈色一浅黄色 ケズジ，ナデ ノ¥ケ，ナデ ロ縁1/4
頚部平f丁沈線，
外面赤彩

253 西斜面A層 114 59 翌 14.0 (13.2) 
にぶい黄燈一灰褐色

ケズリ，ナデ ハケ，ナデ? 口縁1/2 小型，外面煤付着
にぶい黄櫨色

254 A層 114 59 護 (16.9) (8.4) 
黄櫨ーにぶい黄櫨色 へフケズワ，

ナデ 口縁1/1
口縁平行沈線後ナプ

黄後色 ナデ 扇部波状文

255 西斜面A層 114 59 王軍 (22.0) (16.3) 
縫色

ケズリ，ナデ ハケ，ナデ 口tま1/4 屑苦s平行沈線・波状文

明黄褐色 タト産自煤付着

256 A層 114 59 査 (5.4) 
燈色

ケズリ ハケ，ナデ 小片
把手，

授色一黄褐色 内面赤色付着物あり

257 西斜面A層 114 59 翌 (13.8) (5.2) 
淡黄灰色

ハケ，ナデ タタキ 口縁1/10 外面一部ナデ
浅黄色

258 西斜面A層 114 59 
制却

7.0 (3.6) 
策撞色

ナデ ハケ，ナデ 底部1/1 外面・脚内赤彩
杯 浅黄色策後色

259 西斜面A層 114 59 き霊 (2.4) 
浅黄燈色

ハケ タタキ，ナデ ~田片
明赤褐色

260 西斜面A層 115 59 号室 (36.6) (5.4) 淡黄色 ナデ ナデ 口語ま1/24 ロ縁線刻

261 西斜面A層 115 翠 .Vノ 、3.9) 浅黄樫色 ナデ ナデ 口縁1/20

262 西斜面A層 115 費 28.4 25.2 後一lこぶい黄燈色 ケズリ，ナデ ハケ，ナデ
口縁1/1

外国煤付着
続部9/10

263 西斜面A層 115 59 羽釜 (10.2) (5.7) 灰黄色 ナデ ナデ 口縁1/20 外面煤付着

264 I層 117 62 
政台

(12.0) (6.4) (2.6) オリーブー灰色 ナデ ケズヲ，ナデ 口縁1/10 瀬戸美濃系陶器
付皿

265 表土宣下 117 62 査 (3.2) 浅黄燈色 ケズリ，ナァ‘ ナデ 細片 渦巻状スタンプ文

266 表土 117 号室 (4.6) 
浅黄櫨色 指頭圧痕，

ナデ 小片 外面肩部籾圧痕
灰黄色 ナデ

267 排土 117 62 査 (4.1) 
にぶい黄澄色

ナデ ナデ 体部1/4 陸形土師器
翼後色，黒褐色

268 表土 117 62 
I向台

(4.4) (0.9) オリーブ、灰色 ナデ ケズリ，ナデ 底部1/日 瀬戸美濃系陶器
付皿
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第 5節 その他の時期の遺構と遺物

表53 押平尾無遺跡出土土製品観察表

No. 遺構・層位 図 図版 種別
法量(cm) 重さ

色調 調整 備考
最大長 最大穏 最大空手 (g) 

16 土坑1 21 62 土玉 2.2 2.25 2.2 11.0 黒褐色 ナデ 無干し

18 j二坑5 22 62 土玉 2.05 2.15 1.9 9.0 黒褐色 ナデ 無孔，一部欠損|

97 土坑7 61 50 不明 (4.4) (2.6) 後色 ケズリ，ナデ，ミガキ 土箆か

108 こと坑9 ①・②j習 62 62 土玉 1.8 1.85 1.8 6.0 褐灰色一黒褐色 ナデ 無干し

239 E層 113 62 土玉 1.95 1.95 1.55 7.0 褐色 ナデ 無孔

表54 押平尾無遺跡出土石製品観察表

No 遺構・j習位 図
図

種別
法量 (cm)

材質 備考
j坂 最大長 最大総 最大j卒 設さ(g)

SI 室主穴住成4 床E王 19 44 始刃お斧 12.0 6.2 3.9 480 魚肉毛主安山場 刃部縫製，基音1¥の絞打綴密

S2 土筑l 21 砥石 (9.5) (6.8) 3.8 (339.0) 花除i岩
S3竪穴住居b ④!怒 25 62 角錐状石器 5.1 1.9 0.9 10.1 主主H翠石

S4駁穴住居10 V校長室 34 一台石 22 23.8 6.2 5.4 7kg 角|苅石安山岩

S5 竪穴住居12 床夜 39 46 紙苫王 (13.9) 4.3 3.5 258 総粒1t商岩

S6 室主穴然厳12 上総 39 46 打欠互支鐙 4 3.5 1.4 28.0 角閃石安山岩

S7 室主穴住股13 V程度 41 47 合主玉 33.6 37.3 10.9 19.5kg 角関お安山岩

S8 竪穴住底14 府豊:i'.ltlf 43 48 砥石 9.3 3.4 3.6 142.0 非同粒花潟岩 欠損後も利用

S9 堅芝穴住居16 48 48 不明 (3.2) (3.9) 0.5 11.6 無百正品安山岩 石-8了か

S10 竪穴住居19 ②総 51 49 者三槍状石器 (10.95) 3.15 1.02 38.4 無E注品安i幻影 鋭部一音I1廃製

Sl1 感穴住居19 ②懸 51 49 砥司王 (10.6) 8.8 2.5 375.0 級粒花溺宕 中砥

S12 竪穴住居19 ①履 51 49 高支石 16.9 6.5 5.7 970.0 角関石安山岩 集者五の一部

S13 テラス1 下層 57 ー不明 (10.95) (11.9) 0.6 27.6 無斑品安山岩
大型石包丁もしくは石鎌

刃部俊F持主主
S14 竪穴住居20 床政 72 53 台石 36.1 24.8 9.3 11.85kg 角閃石安山岩 ミ芸uii擦痕あり

S15 竪穴住蔚20 床w: 72 53 台;p 25.1 22.6 9.6 8.9kg 角的石安山岩 断言百一部摩耗

S16 竪穴住街21 1ご}習 77 高主石 19.3 8.9 5.5 1.24kg 角向者三安山岩 綴'A

S17 援穴住居22 V在泣 79 56 荷主石 9.85 9.1 3.9 484 角閃石安山岩 擦そま

S18 アフス14 P6 86 磁石 15.6 6.5 4.0 63.0 角閃石安山岩ー

S19 1蒜6 107 62 加工痕ある郡片 5.4 4.9 1.1 16.0 5雲隠石 使用痕あり

S20 E在;f4UiisJ習 110 61 十T欠石鋒 6.9 6.0 1.4 90.0 安山岩

S21 illi斜面8層 111 61 石斧 7.9 4.9 4.3 38.0 籾米立花商岩 長室製

S22 llJ詩 112 61 敵石 9.5 7.5 3.8 473.0 角閃石安山岩 擦証言あり

S23 llJ習 112 61 磁石 (9.1) (6.5) 3.4 263.0 総粒:fE腐岩

S24 H層 112 61 磁石 (5.8) 8.0 1.9 125.0 級殺花溺岩

S25 llJ謹 112 61 砥石 10.1 7.2 3.1 165.0 品目粒花街岩

S26 H庖 112 62 石鍛 1.3 1.4 0.25 0.4 票、緩石 初主主式

S27 H層 112 62 石皇族 1.5 1.2 0.2 0.2 禁日程;p 間基式

S28 東斜面A層 113 60 石捻状石器 11.0 3.4 0.6 41.0 然E定詰安山岩 縫製，刃先;こ徽絡な欠け

S29 東斜街AJ霞 113 60 始刃石斧 7.9 6.0 2.0 139.0 角関石安山場 使用痕あり

S30 東斜旺nAJ議 113 60 敵石 (9.4) 6.1 3.7 345.0 角肉石安山場 窪みあり

S31 西斜在百AI努 115 60 間司王 13.4 12.0 5.5 105.0 角|苅石室Eμiえき
S32 illi斜面AJ翠 115 有機石鐙 2.3 2.7 2.1 15.0 角関石安山えき

S33 illi斜街AJ翠 115 60 有1誇石錘 10.4 4.9 4.5 226.0 角河石安山岩

S34 盗品、↓街AJ爵 115 60 打欠石鐙 12.2 10.2 3.7 690.0 角閃石安山場 打欠部摩耗

S35 E耳斜回入!習 115 60 磁石 7.6 (5.0) 3.3 200.0 級絞花闘主苦

S36 問斜面AI習 115 一砥石 4.3 3.0 1.9 28.0 花総務

S37 AJ語 115 60 指i王手J1刃石斧 (5.1) 2.1 1.2 24.4 弱変成安rlJ表 廃製，刃部使用疫あり

S38 西斜頭ARヨ 115 60 蛤Jり耳王手手 10.7 4.2 2.0 123.0 弱変成安i幻宕 刃部{吏F詩主主
S39 西斜面AJ習 115 60 蛤刃石斧 (11.1) 5.3 4.6 404.0 非自殺花閥治 音s分長室製，刃部使用痕(光沢)

S40 西多}箇AJ夜 115 60 石童話、 (7.2) 3.0 0.7 24.0 総粒花筒先号 刃寄sに斜方向の使用痕

S41 表土 117 主治平石斧 8.4 7.2 2.3 191.0 級車立花節岩 磨製，刃部使用痕

S42 表土直下 117 62 石緩 2.4 1.1 0.3 0.7 ?際政工品安rlJ場 王手基式，五角形

出竺伊奈地一括 117 62 スクレイパー 6.3 3.9 1.2 8.0 黒曜石 刃部に使用痕，11量減

表55 押王JZ埠無遺跡出土桃核計iP.U表

遺構名 取り上げNo.
長さ 中国 厚さ 重さ

遺構名 取り上げNo
長さ 中国 j享さ 三重さ

(cm) (cm) (c田) (g) (cm) (cm) (cm) (g) 

笠穴住居8 下層 707 (1.2) (1.3) 1.3 (0.7) 竪穴住居9 中層 1360 (2.2) 1.75 (0.8) (1.0) 

竪穴住居8 708 1.7 1.5 1.45 1.3 竪穴住居14 床直 1003 (1.4) 

援穴住居8 下j習 968 1.8 1.55 (0.8) (0.8) 竪穴住居14 下層 1042 1.95 1.55 1.3 1.2 

竪穴住居8 P4 1065 2.0 1.7 1.55 1.3 遊姶タト 1261 2.45 1.9 1.6 2.8 

竪穴住居9 上局 975 (1.8) 1.7 1.'15 (1.1) 
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第 3主主 押平尾無遺跡の調査

表56 押平尾無遺跡出土鉄関連遺物観察表

No. 層イ立・遺構 図 図版 種類・名称
長 中高 厚さ 重量 磁着

メタル度 備考
(cm) (cm) (む殴) (g) 度

Fl 室主穴{iJi若3 17 64 鉄製品・板状不明 (4.2) (5.1) 2.1 (62.5) 3 

鏡鋳銭u化化化・ムAA 鍛鍛鍛鍛造造造造品品品品 袋鋤型か次鉄斧かF2 室主穴住居5 ③腐 25 64 鉄製品・袋状鉄斧 (3.4) 6.7 2.4 (45.6) 2 

ド3室主穴住居5 ②!習 25 64 鉄製品・板状不明 (2.3) (3.8) 1.1 (5.7) 2 

F4 竪穴住居8 28 63 鉄製品・不明 (2.9) (8.5) 2.4 (56.5) 2 

F5 竪穴住居8 28 63 鉄製品・刀子 (6.1) 2.2 1.8 (12.8) 鋭化(ム) 鍛造品，片関

F6 竪穴住居8 28 63 鉄製品・不明 (3.9) 3.1 1.6 (4.7) 2 銃化(ム) 鍛造品，鎌か

F7 竪穴住蔚8 28 63 鉄製品・不明 (3.2) (5.7) 1.8 (25.4) 2 鋭化(ム) 鍛造品，鋤か

F8 竪穴住脂9 31 46・63鉄製品・鋤 (10.9) 5.9 1.6 (89.0) 3 童書化(ム) 鍛造品，木笈残存

F9 塁塁穴住居10 床夜 34 63 鉄製品・不明 (4.6) 2.5 0.7 (21.6) 2 鈴化(ム) 鍛造品，鎌か

FI0 竪穴住居10 床政 34 63 含鉄鉄浮 1.5 1.4 0.9 3.9 3 長寿化(ム)

Fll 竪穴住居l日 中j議 35 63 鉄製品・惨状不明 (0.9) 3.8 0.8 (3.4) 2 童書化(ム) 鍛造品

F12 監さ穴住居10 上綴 35 63 鉄製品・不明 (1.7) 1.1 0.8 (1.8) I 宝章化(ム) 鍛造品，刀子か

ド13竪穴住居11 周後滋 37 63 鉄製品・不明鉄片 (1.9) 1.1 0.7 (1.7) l 主主化(ム) 鍛造品，刀子か

ド14塁王穴住居11 37 63 鉄製品・板状不明 (5.2) 3.0 1.6 (20.0) 2 鋭化(ム) 鍛造品，鎌か

F15 塁王穴住居11 ⑤層 37 63 鉄製品・様状不明 (5.5) 1.3 1.0 (8.7) 2 銃イヒ(ム)|鍛造品，刀子か

F16 塁王穴住居11 37 63 鉄製品・刀子 (3.8) 0.9 0.6 (2.4) l 銃イヒ(ム) 鍛造品

F17 竪穴住居11 ③総 37 63 鉄製品・不明 (3.2) (9.8) 1.8 (30.2) I 鋭化(ム) 鍛造品

ド18竪穴住居12 床疫 39 63 鉄製品'JJ子 (4.3) 1.8 1.3 (7.9) 2 鋳化(ム) 鍛造品

F19 竪穴住活12 }3在主主 39 63 鉄製品・刀子 (3.8) 1.3 1.1 (4.5) l 鋭化(ム) 鍛造品

F20 塁王穴住居12 中熔 39 63 鉄製品・不明 (2.7) 1.3 1.1 (3.4) 2 銃化(ム) 鍛造品，刀子か

F21 竪穴住居13 42 63 鉄製品・不明 4.5 4.4 (1.1) (12.4) 2 鏡化(ム) 鍛造品，袋状欽斧もしくは鎌

F22 竪穴住底13 Q:③Jm 42 63 鉄製品・不明 (3.1) (1.6) 1.4 (12.2) 2 鋭化(ム) 鍛造品

ド23竪穴住居13 42 63 鉄製品・不明 (3.6) 3.0 1.2 (8.7) 2 銃化(ム) 鍛造品，鎌か

F24 援穴住居14 43 63 鉄製品・刀子 (4.0) 1.3 1.1 (3.4) 鋭化(ム) 鍛造品

F25 怒穴住居16 46 63 鉄製品・板状不明 (2.0) (3.8) 1.0 (13.9) 2 鋭化(ム) 鍛造品

iコ26竪穴住居16 床夜 46 48・63鉄製品・刀子 。0.0 2.2 1.4 (10.2) 2 鋭化(ム) 鍛造占有，柄部分木質残存

F27 怒穴住居19 床底 51 63 鉄製品・不明 (3.0) (4.1) 2.8 (38.8) 2 銃化(ム) 鍛造品，袋状欽斧または鈎1)

ド28監さ穴住居19 ②j諮 51 63 鉄製品・刀子4本銃着 (3.3) 0.8 0.3 (29.4) 2 鋭化(ム) 鍛1時早口日口

F29 堅穴住居19 ②溜 51 63 鉄製品・刀子 (3.0) 1.3 0.9 (3.4) 2 鋭化(ム) 鍛造品

F30 竪火住居19 ②j翠 51 63 鉄製品・板状不明 (3.9) 3.5 0.9 (11.0) 2 鋭化(ム) 鍛造ム品，夜JJもしくは鎌

F31 室主穴f主主音19 ①②庖 51 63 鉄製品・不明 (3.0) 2.2 1.1 (7.6) 2 銭化(ム) 鍛造品，刀子か

ド32室主穴住股19 ①②層 51 63 鉄製品・板状不明 (3.1) 2.8 1.4 (7.2) 2 銃化(ム) S事日""よ止早口口口

F33 アフス6 59 64 鉄製品・刀子 (8.6) 1.5 0.9 (7.0) 2 鋭化(ム) 鍛造品

F34 j二坑9 ②j翠 62 64 鉄製品・袋状欽斧 (5.2) 3.9 1.8 (110.0) 2 し(0) 鍛造品

F35 土坑9 ①j霞 62 64 鉄製品・袋状露16宇 (3.4) 4.1 0.9 (83.0) 2 L(8) 鍛i盗品

ド36j二坑9 ①②腐 62 64 鉄製品・刀子 (2.4) 1.0 0.7 (3.4) l 鋭化(ム) 鍛池ぇε三口口口

ド37土J1C9 ③j窃 62 64 鉄製品・刀子 (3.6) 1.5 0.9 (3.2) 2 銃化(ム) 鍛造品

ド38土坑9 ②庖 62 64 鉄製品・鉛 1.4 7.0 0.7 9.6 2 銃化(ム) 鍛造品

F39 竪穴住居20 ①層 73 64 鉄製品・袋状鉄斧 (3.5) (5.5) 1.8 (32.8) 3 L(8) 鍛造品

F40 箆大住居20 ①j答 73 64 鉄製品・不明 (2.1) (2.7) 0.7 (4.2) 2 鋭化(ム) 鍛造品j族もしくは鐙，銭あり

F41 竪穴住居20 P7 73 64 鉄製品・刀子 (2.8) 1.4 0.8 (3.9) 2 銭fヒ(ム) 鍛造品

F42 竪穴住居20 ②層 73 64 鉄製品・板状不明 (3.8) 2.6 0.8 (7.2) 2 喜寿化(ム) 鍛造品

F43 怒穴住居21 P2 75 54・6'1鉄製品・不明 (3.2) (6.0) 2.0 (15.0) 2 鋭化(ム) 鍛造品，袋状欽斧か

F44 竪穴住居21 下総 77 64 鉄製品・不明 (1.6) 3.6 1.1 (13.4) 3 日(0) 鍛造品，主主芸部か

F15 室主穴住居21 上}諮 77 64 鉄製品・刀子 (9.4) 1.1 1.3 (22.6) 2 鈴化(ム) 鍛造品

F46 竪穴住居21 下層 77 64 鉄製品・板状不明 (3.3) 2.2 0.8 (8.2) 2 銃化(ム) 鍛造品，刀子か

F47 竪穴住居21 下!習 77 64 鉄製品・板状不明 (3.3) (2.1) 。.3 (43.2) 2 鋭化(ム) 鍛造品

F48 察穴住居22 下j替 79 6，1 鉄製品・不明 (5.8) 2.0 1.0 (8.4) 2 鋭化(ム) 鍛造品，刀子か

F49 アフス11 83 65 鉄製品・問機状不明 (3.4) (2.8) 1.2 (13.8) 2 童書化(ム) 鍛造品

|向。 こと坑33 96 64 |鉄製品・棒状不明 (0.7) 2.2 0.8 (2.4) 2 銃化(ム) 鍛造品

IF51 ヒ。ット72 109 65 鉄製品・鎖状鉄製品 (2.3) 5.0 1.7 (18.8) 2 銃化(ム) 鍛造品

F52 ヒ。ット140 109 65 鉄製品・刀子 (4.4) 1.3 1.0 (6.1) 2 鋭化(ム) 鍛造品

F53 III習 112 65 鉄製品・袋状欽斧 (3.5) 3.3 1.5 (16.0) 2 鋭化(ム) 鍛造品，小型

ド5'1llJ箇 112 65 鉄製品・不明 (5.6) 3.1 2.0 48.2 3 し(8) 鍛造品，銘か

F55 III替 112 65 鉄製品・板状不明 (3.1) 6.7 1.7 (38.0) 3 L(8) 鍛止え玉三口口口

F56 III務 112 65 鉄製品・板状不明 (4.3) 3.3 1.'1 (31.2) 3 L(8) 鍛造品

!ド57東斜面A腐 113 65 鉄製品・刀子 (2.2) 1.5 0.7 (2.9) 童書化(ム) 鍛造品

ド58東斜面AI琵 113 65 鉄製品・棒状不明 (0.8) 3.4 0.6 (2.3) 2 銃化(ム) 鍛造品，釘か

F59 主主斜函AI習 113 65 鉄製品・簿板状不明 (2.0) (3.2) 0.6 (4.0) 3 銃化(ム) 鍛造品

F60 西斜在iiAI醤 116 65 鉄製品・不明 (5.2) 3.6 2.1 (59.5) 3 童書化(ム) 鍛造品，袋状欽斧か

F61 筏斜まiiAI爵 116 65 鉄製品・不明 (5.0) 3.7 1.1 (16.0) 3 鋭化(ム) 鍛造品，鎌か

ド62筏斜面AI霞 116 65 鉄製品・刀子 (4.4) 1.9 0.7 (5.4) 2 銭化(ム) 鍛造品

F63 ]l1i斜面A燈 116 65 鉄製品・板状不明 (5.7) 2.4 1.2 (17.3) 2 鋭化(ム) 鍛造品，鎌か

F64 西斜OiiAIl雪 116 65 鉄製品・不明鉄製品 (3.7) 1.5 0.9 (9.5) 2 銭化(ム) 鍛造品，銭か

F65 商斜lliiA層 116 65 鉄製品・棒状不明 (0.8) 3.8 0.9 (4.0 2 銃化(ム) 鍛巡-Jる，釘か
F66 1 I認 117 65 鉄製品・不明 (6.5) 1.8 1.4 (18.4) 3 童書化(ム) 鍛造品，刀子か

2 -132 
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押平尾無遺跡図版9

1 竪穴住居8 民化材 焼土樟出状況 (北東から)

4 竪穴住沼 8 P 5周辺炭化材焼土検出状況
(南西から)

5 竪穴住居8 南西隅 民イヒ材 班土輸出状況
(北東から)
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図版12 押平尾無遺跡

l 竪穴住居9 北西隅カヤ材検出状況 (北東から 2 竪穴住居9 南西部上面カヤ材検出状況 (西から)

3 竪穴住居 9 南隅下面カヤ材検出状況 (北西から) 4 竪穴住居9 南西部下町民化材 焼土堆積状担 (西から)

5 竪穴住リm9 南西部下面炭化材検出状況 (北西から 6 陸穴住居9 南西部下面民化材 。焼土堆輔状担
(車から)
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図版20 押平尾無遺跡

1 竪穴住居16 P 5 土届断面(北西から) 2 竪穴住居17 炭化材検出状況(南西から)

3 竪穴住居18 完掘状況(南西から)

4 竪穴住居18 土層断面(北西から) 5 '!if穴住居18 土居断面(南西から)



1 竪穴住居19 完掘状況
(北東から)

2 竪穴住居 19 土居断面 (南西から)

4 竪穴住居19 床面直上遺物 (59)出土状担 (北から)

押平尾無遺跡、 図版21

3 竪穴住居19 上層石出土状担 (東から)

5 竪穴住居19 床面直上遺物出土状況 (酉から)



図版22 押平尾無遺跡

1 竪穴 1 完掴状況(南から)

2 掘立主主建物 2 P 4 土由断面(西から) 3 樹立柱建物 4 P 1 . P63 土府断面(北京から)

4 掴立柱建物 5 P 4 P ] 土層断而(南から) 5 掘立柱建物 5 P6.P70 土層断面白じから)
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図版24 押平尾無遺跡

6 テラス 9 完掴状況 (南東から) 7 テラス10 完掘状況 (甫から)
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押平尾無遺跡図版29

1 完掘状況

2 竪穴住居21 遺物出土状;日(南西から) 3 竪穴住居21 遺物出土状況(北西から)

4 竪穴住居21 遺物(J42)Is土状況 (東から) 5 竪穴住居2】 土層断面(北京から)
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押平尾無遺跡図版31

1 竪穴住居22 土層断面(聞から) 2 竪穴住居22 土居断面(東から)

3 竪穴住居22 造物 (68)出土状担 (北西から) 4 竪穴住居22 P 1 土田断面(西から)

5 竪穴住居22 遺物 068'169)出土状況 (南から) 6 竪穴住居22 遺物出土状況 (北西から)
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押平尾無遺跡図版33

5 テラス 13 土間断面 (北京から) 6 テラス13 遺物(185)出土状況 (北東から)
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押平尾無遺跡 図版41

1 土坑60 土眉断面 (荷車から) 2 土J/(61 完掘訓況 (南東から)

5 P 127 

6 i.Il6 完掘状況 (北東から)



図版42 押平尾証遺跡

1 平坦部I面検出状況(北から) 2 平坦都市半H面検 出状 況 (北から)

3 平坦部北半H而検出状況 (南東から) 4 束斜面南半部検出状況 (西から)

5 東斜面市三幹部 検出状況 (jとから) 6 束斜面北2幹部検出状況(南東から)
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押平尾舞遺跡図版45

15 

土坑 1

12 

1 畳穴住居 4 出土土器 2 土坑 J• 2.姻立住建物 1 出土遺物

3 監穴住1i!i5，~穴 l 出土土器

25 

27 

@ 
M 
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図版48 押平尾無遺跡
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510 
袈

3 監穴住居19 出土石削

510 
裏



図版50 押平尾無遺跡
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押平尾無遺跡図版51
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図版62 押平尾無遺跡

1 1陪および表土 出土遺物

3 石鍛

SJ9 

4 県哨石製石器

2 #J錐状石器

6 民化桃核

5 玉造開通造物 7 土玉 石錘



E図円"
'

 
童

。

.
~ 

誼
~
 

明単

-
LF品a

 
凶住ト

-
~
.
 

E主

.仏
E
 



図版64 押平尾無遺跡
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押平尾盤遺跡図版65
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